


















































ゲート２．炎龍編〈上〉

自衛隊　彼の地にて、斯く戦えり


柳内たくみ




























　　　01






　帝国皇女ピニャ・コ・ラーダが目を醒さます。

　すでに執務室内は明るくなっていた。開かれた鎧よろい戸どから、朝の陽射しが差し込んで閉じた瞼まぶたにも眩しいほどだった。

　帝都は、碧へき海かいと呼ばれる海から内陸に徒歩で二日ほどのところにある。陽射しこそ強いが、その暑さは北の氷雪山脈から流れてくる涼やかな風が和らげてくれるので、非常に過ごしやすい。

　皇宮は帝都五つの丘のうち最も東寄りの丘、サデラ中腹にある。

　そのさらに東麓の緑苑が彼女の居館として割り当てられていた。ここは風通しに優れていて東の森からは清々しい糸杉の香りが運ばれてくる。頭がすきっとするこの香りが、ピニャは大好きだった。

「姫殿下。ベッドでお休みにならなかったのですね」

　執務室の鎧戸をつぎつぎと開いていく書記のハミルトンは、ため息混じりにお小こ言ごとを並べた。

　言われてみれば、この世界で「トュニ」と呼ばれる婦人用正装をまとったまま、ピニャは机に突っ伏していた。

　机の上には、各種の書類が山と積まれていた。それに加えて、あちこちから送られてきた手紙類。その殆ほとんどが羊皮紙だが、最近はアルヌス協同生活組合から購入するようになった『コピィシ』と呼ばれる『紙』が便利なので愛用している。

「あっ、しまった」

　枕にしていた羊皮紙がくしゃくしゃに成り果てていたので慌あわてて皺しわを伸ばす。代官から送られてきたフォルマル伯爵家の財務状況報告書だった。目を通している内に眠ってしまったのだろう。

　見れば手指が羊皮紙から移ったインクで汚れていた。服や顔まで汚れていないかも気になるところだ。そう思って見ると、服もしわくちゃになっていた。顔や体もべたついて気持ちが悪い。

「姫殿下。食事の前に、沐もく浴よくをなさったほうが宜よろしいようですね」

「すまん。そうする」

　部下の忠言を受け容れ、ピニャは降参とばかりに諸もろ手てを上げた。

「本日の予定ですが、大きな物としては午ご餐さんを元げん老ろう院いんのキケロ卿と一緒にされるお約束になっています。晩ばん餐さんはデュシー侯爵家令嬢の誕生お祝いのパーティーです。午ご餐さんと晩餐の間に時間がありますので、シャンディーとの面談を入れておきました。白薔ば薇ら隊長の後任人事について意見具申があるそうです」

「パナシュとシャンディーは姉妹の契りを交わした仲だったろ？　ならば、白薔薇隊の隊長はシャンディー・ガフで決まりじゃ駄目なのか？」

「彼女としては白薔薇隊の隊長に就任するよりは、パナシュと一緒にアルヌスに行きたいというところではないですか？」

　ピニャは理解できないとばかりに切れ長の美しい眉を顰ひそめた。姉と呼ぶパナシュの信頼に応えて留守を守ることこそがシャンディーの役割である。それを今更嫌だというのは隊の習慣と規律を乱す我わが儘ままと言えるからだ。どんな意図でそんなことを言い出したのだろうか？　ハミルトンの言う通りなら許し難いが、いずれにせよ会ってみれば分かるだろうから判断は後に回すことにする。

「今日はキケロ卿に、スガワラ殿をお引き合わせしなければならなかったのだな。それと、デュシー家のパーティー。うんうん」

「デュシー家のパーティーには、第一陣返還希望名簿に名を載せた捕虜の親族が集まります。名簿は親族を代表して侯爵よりスガワラ様にお渡ししていただきます。名簿の草案にはお目通しいただけましたか？」

「ああ、昨晩確認した。それでなんだが十五名定員のところに、十四名しかなかったのは何故だったかな？　一名分あけておいた理由が思い出せない……」

　ピニャは机の上に積まれた書類の山から目的の紙の束を引き抜いた。途端、山積していた書類がドサドサと土砂崩れを起こして床に散らばっていく。

「あ～あ」

　急ぎ拾い集めようとする皇女を制して、ハミルトンは書類を整理しつつ拾い始めた。

「殿下……一名分は、キケロ卿用に空けておいたものです。キケロ卿ご自身には、捕虜となられたご家族はおられませんが、傍ぼう流りゅうの甥おい御ごが捕虜名簿に載っていました。本日の会見でご希望が出れば、第一陣の名簿に載せます」

　ピニャは頭をかかえるようにしてハミルトンの言葉を反芻していた。記憶容量が一杯なのか、それともまだ頭の回転数が上がらないかのどちらかだろう。

「大丈夫ですか？　お疲れのようですが」

「大丈夫じゃないと言ったら、代わってくれるか？」

「無理ですね」

「ならば、妾わらわが頑張るしかないだろう」

　ピニャはため息混じりに紙の束をハミルトンの胸に押しつけると、沐浴するために執務室を後にしたのだった。




　沐浴をして紅い髪を結いあげ、薄い化粧をし、衣類をまとう。これだけの身支度を済ませたピニャが食卓に姿を現すには、ハミルトンに起こされてから一時間ほどの時を必要とした。貴婦人の身支度として考えるならば、これでも結構速い方になる。

　それでも菅すが原わら浩こう治じはピニャが姿を現すのを待たずに、先に朝食を取っていた。メニューは小麦粥に火で炙あぶった干し肉を入れたもの、そして柑かん橘きつ系の果物だった。

　ピニャの館には、召使い……所謂いわゆるメイドさん達が大勢居て、彼に不自由がないようにしてくれている。食事の支度も、こちらの正装であるトュガの着付けもしてくれる。だから困ることは一切ない。ただ、仕事だけは、彼女が居ないと全く始められないのだ。

　外交とは相手と会うことで始まる。この帝都に知る者のない彼にとって、誰と会うにしてもピニャの紹介が必要なのだ。外務省から特地問題対策委員会に出向している菅原の仕事は、この帝都における人脈を広げることである。人の縁を結び、後からやってくる本格的な交渉団が活動するための下準備として語学を磨き、帝都の統治機構における人間関係の機き微びを把握するのだ。

「おはようございます。殿下」

「おはよう、スガワラ殿。そなたは相変わらず早いな」

　あんたが遅いんだよ、という言葉を呑み込んだ菅原は、職業的な笑みを浮かべながらピニャの美しさを賞賛する言葉を添えた。これは彼がフランスに留学している時に身に付けた習慣だが、こちらでも反応が悪くないので婦人に対する挨拶に付け加えている。

　ピニャは食卓の前に座ると、出された小麦粥をほんの一口と、果物のみを食べるだけだった。見る限りでも胃の負担を軽くするように作られた朝食を、ことさら少量に抑えておく理由は、後に続く呟きが物語っている。

「今日は、キケロ卿のところで午餐、晩餐はデュシー家。はっきり言って、胃袋がいくつあっても足りない」

　接待に関わる苦労は、どこに行っても同じようである。菅原も似たような経験を積んでここまで来ているので大いに同意できることであった。

「我が国にも腹も身の内って言葉がありますよ。腹を庇かばってばかりいられないのがこの仕事だと分かってはいるのですが、結構きついんですよねぇ」

「ああ」

　特に女性の場合は、肌とかスタイルとか美容面への影響も少なくない。

　菅原はいろいろと気にしている様子のピニャに、我が国には良い胃薬がありますよ、と告げた。よかったら取り寄せましょうか？　と付け加えて。

「それは是非。ありがたい。本当にありがたい」

　帝国では、宴席ですることは話すことの他、食べることと飲むことに集約されている。他に娯楽はないのかと思う向きも多いが、我が国だって、パーティーに料理と酒は不可欠だから他人のことは言えないのである。ただこちらでは、出された料理はひと通りは手をつけることが礼儀とされているので、それがきついのだ。

　案の定、キケロ邸の午餐には、豪華な食事が並べられた。

　山羊を丸ごと焼いたものとか、魚と野菜を鍋に溢あふれるほど詰め込んで煮込んだスープとか、鳥、魚、獣肉、野菜がふんだんに使われていた。

　果物は氷雪山脈から取ってきた雪に冷やされて美味しそうだ。しかしそれにしても種類と量が凄い。食べることが客側の礼儀なら、これを迎える側は、食べきれないくらいの料理でもてなすことが歓かん待たいの証あかしとされているのだ。

　このような歓待を受けることが出来るのも、皇女ピニャが仲介に立っているからだ。もし、菅原が一人でのこのこやってきたら、頭から水をぶっかけられておしまいだったろう。

　キケロ・ラー・マルトゥスはその名が示すように帝国開かい闢びゃく以来の名門マルトゥス家の流れを汲むが、家柄としては傍流であったため、どうにか貴族の末席を占めているに過ぎなかった。しかし、優れた弁舌と政治力が評価されて、今では元老院議員に任ぜられ政界の重鎮役を担っている。元老院にはマルトゥス本家の者も在籍するため、混同を避けて彼を指してはキケロ卿きょうと呼ぶ。

　今回の戦争について彼が与くみするのは、主戦論・皇帝派である。つまり「現在は非常事態である。従って皇帝陛下の大権下に、帝国の総力を結集して可及的速やかに軍事力を再建すべし。そして、アルヌスを占拠する蛮族を武力でもって追い出すべし」という意見の持ち主なのである。

　これに相あい対たいするものが講和論・元老院派である。こちらは「今回の無謀な戦争は皇帝の指導下で始まったのだから、皇帝の権力を弱めて元老院の集団指導の下、軍事力を再建する。また、アルヌスを占拠する敵に対しては、『門ゲート』の向こうにお引き取り願うにしても、軍事力とは別の選択肢、例えば講和などの方法も探るべきだ」とする意見である。

　そのキケロを交渉の相手として選んだのは、彼が主戦論者の中では比較的話が通じるタイプだと見られたからである。

　講和論者は何も言わなくても講和に乗って来るものだ。だが、いかんせん数が少ない。皇帝の意思決定に影響を及ぼすには、やはり大勢を動かしていかなくてはならない。従って主戦論者を切り崩して講和論の勢いを増すことこそが、講和交渉を進める上で必要となる。

　菅原はそんな説明の下で、誰かを紹介してくれないかとピニャに求め、彼女は前述した理由でキケロという人物を選び出したのである。

「キケロ卿。こちらをご紹介したい。ニホン国の外交を担当するスガワラ閣下だ」

　いろいろな都合で、菅原の身分を勝手に格上げするピニャである。菅原もピニャの心遣いだと分かったので、大使扱いされてもあえて訂正せずそのままに聞き流した。

「はじめまして」と互いに挨拶を交わす。

　キケロは「失礼ながらニホンという国について、あまり存じ上げていない。どのような国であったかな？」と尊大な態度で語りかけた。

　帝国は強大な国だ。周辺の諸侯だけでも十数カ国。外国や属国、辺境の諸部族といった国の体ていを成していないものも含めると百余りの地域と外交関係がある。元老院議員であっても、外交官僚の出身でもなければ、知らない国があってもおかしくはないのだ。

「そうですね。四季があって森や水の綺麗なところです」

　これを聞いたキケロは小さく嗤わらった。彼の細さい君くんも、馬鹿にするような視線で肩を竦すくめる。

　文明の遅れた蛮地からの使者がどんな国だと問われて、森や水の美しい国と答えるようでは、他には何もありませんと言っているようなものだ。

　パッと見では切れ者のようだが、所詮は山出しの田舎者。語学力も帝都の貴族を相手に弁舌を振るうにはまだまだ。キケロは菅原をそう評した。いや、彼の属する国が遅れているのであって、彼個人は悪くない。常に公正でありたいと自戒しているキケロは、軽率に突き落とした菅原の評価を、少しばかり持ち上げることでバランスを取った……つもりである。

　これを横で見ているピニャは、キケロの胸中が透けて見えるようだった。

　思わずため息が出てしまう。「注意めされよ。もうやられていますぞ」と囁ささやきたくなるのだ。だが彼女は仲介者である。外交の当事者ではないから口を挟まないようにしていた。

「我が国の産物を手土産として持って参りました。ご笑納いただければ幸いです」

　このあたり実に手の込んだ演出である。彼が指を鳴らすと、従者役兼護衛として随伴している陸自の直なお江え二等陸曹が、ピニャの従者達の手を借りて、手土産の入った箱を運び込んで来た。

　冷笑していたキケロ夫妻の表情がだんだんと変化していく様子は、ピニャをして思わず頬を綻ばせてしまうほどだ。

　キケロの前に積み上げられる友禅染の見事な絹けん布ぷ、金糸銀糸で彩られた京きょう都と西にし陣じん織おりの反たん物もの、黒や朱の美しい金沢の漆しっ器き類るい、螺ら鈿でんの細工物、錦にしき絵えの鮮やかな扇子、薩さつ摩ま切きり子このガラス杯。

　職人が時の天皇陛下に対して「世界中の婦人の首を、コレで絞めあげてみせましょう」と豪語したという伝説の残る志摩の養殖真珠。関の刀工が打った日本刀。

　そして和紙、洋紙、ペン等一度使ったら手放せない便利な文房具。

　金銀鮮やかなカトラリーに、陶器、磁器の食器等。

　物作り日本を代表する工芸と実用の逸いっ品ぴん揃ぞろいである。

　ピニャはここ数日の菅原のやり方を見て、謙遜から入る彼のやり方を鮮やかな物だと思っていた。侮あなどらせ、そして隙を見せた途端に切り込むやり口にやられない者はいなかった。

　帝都でも入手不能の美しい品々を見せられれば、誰だろうと日本とはどんな国だと思う。思わない訳にはいかないのだ。贅沢に慣れた貴族だからこそ、目の前に積まれた品々が、どれほどの手間と技術によって作られたかが理解できるのだから。

　キケロの細君は、色鮮やかな西陣や友禅に関心を奪われ、キケロは日本刀の鮮やかな刀身を魅入られたように見つめていた。弁舌を専もっぱらとする政治家とは言え、やはり男である。武具に目がいくようであった。

「素晴らしい。これらはニホンから？」

「全て、我が国の職人の手によるものです」

「ニホンとは、どれほどに優れた国であろうか？　いや、失礼した。侮あなどっておりました」

　キケロは、ここで態度を改めた。尊大な態度もなりをひそめて相応の敬意を示す。優れた文物を見抜く鑑識眼と、文化に対して敬意を表すことができる素直な姿勢は尊敬に値すると言えるだろう。

「しかし、スガワラ閣下もお人が悪い。森や水の美しい国などと言われては、自慢するものがそれしかないのかと思ってしまいますぞ。さあ、教えて下され。ニホンとはどのような国でしょう？」

　ピニャは思わず額を押さえた。また、やられている。

　ここで、胸きょう襟きんを開いて心の防備を解いた途端……。

「我が日本は、帝国とただいま戦争中です。場所は『門』の向こうでございます」

　キケロはあんぐりと口を開けたまま、閉じることが出来なくなっていた。




　後の交渉が、菅原のペースで進んだのは言うまでもない。

　キケロは、主戦論・皇帝派という自らの説を固持し、突っ張るだけで精一杯となっていた。そして、敵の使者をここに連れてきたピニャの行為を、売国とまでは言わないが、それに近い行為だと詰なじった。

　そればかりか、精神的劣勢を覆すために再度『門』を越えて日本を征服すると、威勢のいいことを口にしたほどである。軍の再建も着々と進んでいて、あと数カ月で完了するだろうとか、新たに徴募した兵数が十万になるとか、本来なら伏せておくべきことまで喋ってしまった。

　だが、それはキケロが日本という国の存在を認め、そこに住む者が侮りがたい敵であると認めたことを意味する。

　菅原としては、キケロにこちらを対等な交渉相手と認めさせることが出来ただけで成果充分と言えるのだ。これで、今後彼が一人でやってきても門前払いされる恐れはない。あとは何かにつけて、少しずつ現実を知らしめていけばいい。

　ここで、菅原が差し出した一枚の紙が、ピニャを非難するキケロを黙らせる。そこには、帝国の文字でキケロの細君の妹の息子……つまり甥おいの名前が記されていた。

「うかがった話では、キケロ殿の甥おい御ごになられるとか？　この方はただいま我が国で捕虜となっております」

「なんと、生きているのか!?」

「まぁ！」

　傍らで聞いていたキケロの妻が、その嬉しい知らせに感極まって倒れてしまい、メイド達があわてて彼女を宴席から運び出した。

「実は、ピニャ殿下に仲介の労を担っていただくことの引き換えとして、殿下からご要望をいただいた数名に限って、無条件で返還する約束を取り結んでおります」

「無条件だと？」

「はい。無条件です」

「身代金の類は必要ないと？」

「強しいて言えば、殿下のお骨折りが身代金に相応することとなりましょう。あくまでも殿下のお口添えのある数名と限らせていただいておりますが……」

　この一言は、ピニャの立場がなくなるような言動はするな、という意味をもってキケロの耳に届いた。

　ピニャは捕虜の命を人質に仲介者として働かされているのだ。そう考える方がキケロにとっても受け容れやすかった。ならば仕方のないことである。売国行為と詰ったのは間違いだ。彼女は貴族の子弟を守るために、我が身と名誉を犠牲にして働いているのだから。

　これが「捕虜を返して欲しくば、講和に応じろ」、とか「負けを認めろ」というような話だったら、キケロも大いに拒絶しただろう。だが、相手がピニャに求めたのは交渉の仲介でしかない。どのような相手だろうと、どのような状況だろうと、交渉すること自体は悪いことではないのだから受け容れても良いのである。

　仲介者たる彼女の活動を邪魔すれば、捕虜が帰って来れなくなる。また、返還される数名の枠とやらも、ピニャと日本との交渉次第で、多くもなれば少なくもなるのだろう。とすれば、いかに主戦論者たる身でも彼女の邪魔は出来なかった。しかも、自分の甥が帰って来るかどうかはピニャが決めるのだ。

　キケロとしては、ピニャの袖にすがってでも頼みたいところである。だから、彼は何も言わずに彼女の手を取った。ピニャも表情を穏やかにして頷く。

「実は、今宵デュシー侯爵家令嬢の誕生お祝いのパーティーがあります。後刻、こちらにも招待の知らせが届きましょう」

「失礼だが、何をおっしゃられているか分かりかねますが？　デュシー侯のご令嬢とは面識もありませんし……」

「実は、デュシー家には悲しい出来事がありました。その憂いを払おうということで、侯爵はご令嬢の誕生祝いを盛大になさることにされたのです。妾はそこに良き知らせを届けたいと思っています。ご出席なさりませんか？」

　ここまでの話の流れで、ピンとこなければ政治家は出来ない。

　おそらくデュシー家の者が『門』の向こうに出征したのだ。ならば、良い知らせとは当然彼の存命と帰還のことだ。出席する以上、キケロの甥のことも期待して良いだろう。というより、出席するかどうかが意思表示になるのだ。

　キケロは恭うやうやしく頭を下げると、ピニャの手甲に接吻をする。

「是非とも良き知らせが届くその瞬間に、私もご相あい席せきさせていただきたいと思いますよ。殿下」
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　帝都で、外務省の菅原がその活動に本腰を入れ始めた頃、アルヌスの難民キャンプたる仮設住宅の群れも、数カ月という短い期間にもかかわらず大きく様変わりしていた。

　それは、帝国皇女ピニャ・コ・ラーダから語学研修生として派遣されてきた騎士団の隊員とその従者達（その全員が女性だが……）の滞在場所として選ばれたことに始まった。

　当初、彼女達はピニャが夢見心地の表情で熱く語った、摩天楼と芸術で溢れた都市での研修を希望していた。

　だが、その国の言葉を片言も話せないのに海外留学することが無謀であるように、いきなり東京で受け容れるのも乱暴な話である。まして警護にはじまる諸々の事情もある。そこで日常会話くらいはこなせるようになるよう、日本政府はアルヌスの難民キャンプでの教育を施すことにしたのである。

　こうすれば、日本側も受け容れの準備にも時間をかけることが出来る。

　それに、ここには『特地語』『日本語』通訳の権威となりつつある賢者や、それに追つい随ずいする勢いで日本語を習得している子ども達も多く住んでいる。日本語を学ぶだけなら、東京より適しているかも知れない。

　日本側の人材としても、伊丹いたみ耀よう司じら陸上自衛隊各偵察隊の面々が特地の言葉をある程度解せるようになっていたし、さらに外務省の官僚もここで特地の言葉を学ぶ予定なので、いろいろと都合が良いのである。

　だが、倍以上に増える人口を支えるには、どう見ても棟数が足りない。

　いくら露ろ営えいの訓練も受けているとはいえ、騎士団に属するような高貴な女性達にとっては、狭い部屋に相部屋というのもストレスの大きいことだ。それを正面からぶつけられる従者達のストレスはもっと大きいということで、インフラの充実がとても強く叫ばれたのである。それに加え、外務省の官僚も難民が仮設で暮らしていて自分達がテント暮らしなんてまっぴらゴメンだと言い出した。そこで臨時の予算が組まれ、仮設住宅よりはちょっとマシな造りの建物が並べられることになった。

　さらには井戸を掘って浄水設備を置き、排水路を敷ふ設せつし、浄化槽等の下水を完備し、これらを動かす為のソーラーパネルも設置した。こうして小ぶりながらも、日本的な生活ができる環境が整えられた。

　ついでに、これまでの生活必需品の無償配給も終了することにした。翼竜の鱗が避難民達の収入源として確保されたから誰からも文句は出ない。

　ただ、遠く離れた町まで買い出しに行かないといけないというのも不便である。そこで小型ながらも各種の消耗品等を扱う商店が設けられることとなった。もちろん、その運営はアルヌス協同生活組合への委託である。

　ところがである。難民のお年寄りや子ども達がのんびりと店番をしている風景は数日と保もたなかった。というのもこの商店が『ＰＸ（駐屯地購買部）』と呼称されて、出入りの都度に煩雑な手続きが必要な銀座よりも、便利に立ち寄れる店として見られてしまったからである。




　避難民達には、店を大きくしようという気はなかった。

　アルヌス協同生活組合を大きくするつもりもなかった。全ては、自分達の必要を賄えれば良いと思っていただけである。

　鱗の販売事業とて、自分達が消費するのに必要な食糧や衣服を買い、いずれコダ村に帰村した時の再建費用として、幾いくばくかの蓄えを作り、あとの残りは事業の元手（防毒面とか、防護服、各種の消耗品などの一切）を快く出してくれた自衛隊に渡せば良いと考えていたのである。

　だが、ＰＸの買い物客は増えた。騎士団に所属する貴族の令嬢がやってくる。そのお付きのメイドもやってくる。彼女たちには、『門』の向こうから運ばれて来る日用雑貨、衣類、茶などの嗜好品、菓子類等が飛ぶように売れた。

　語学研修の外務官僚もやってきた。そして、アルヌスの丘にいる自衛官達もやってきた。彼らには東京から送られてくる日用品だけでなく、イタリカで仕入れた、ありふれた民芸品が土産としてこれまた売れた。

　店が客であふれかえり、スペースが足りなくなった。

　店舗の増築。要望を受けて品数を増やす。だが販売数が増える。仕入れに手が足りない。販売に手が足りない。荷出しに手が足りない。

　こうして、子どもや老人がてんてこ舞いしているところを見かねたのか、貴族のお嬢様の従者たる女性数名が手伝いを申し出てくれた。（この背景には、『門』の向こうで売られている珍しい商品のカタログ……主に婦人用の下着等とかを見ることが出来、自分が欲しいものを発注できるというメリットがあった）

　これがまた、若き男性たる自衛官達を引き寄せることになってしまう。客がさらに増えて、ますます手が足りなくなるという悪（？）循環。手伝いの女性達も本業を疎おろそかにするわけにもいかず……わずか数日で、専従のスタッフを雇う必要が出来てしまったのである。

　特地では、人の雇い方はコネクションが主流だ。ハローワークもないし、人材紹介サービスもない。だから「誰か気の利いた人はいない？」と有力者に頼むことになる。すると、その人伝てで人材が紹介されてくる。紹介する方もされる方も、信用がかかっているから変なところに紹介できないし、変な人材を送れない。

　アルヌス協同生活組合は、商取引で関係を深めつつあるイタリカのフォルマル伯爵家を通じて人を紹介して貰った。そしてやって来たのは猫耳の女性達だった。フォルマル伯爵家では貧困対策として、彼女達のような亜人をハウスメイドとして雇用しているくらいだから当たり前と言えば当たり前かも知れない。こうして悪循環が加速する。

　さらに悪いことは重なる。

　竜の鱗は扱いの単価が非常に高くて利幅も大きい。そのために、各地の行商人を招き寄せる魅力があった。竜の鱗を仕入れようと、商人達が次々とアルヌスを訪れる。そこで彼らが見た物は、『門』の向こうから取り寄せられた珍しくも貴重で便利な品々。

　例えば、『紙』だの『鉛筆』だの、伸縮性のある生地で作られた衣服だの……といったものに商人達が飛びつかないはずがない。飛びつかないようなら商人たる資格はない。こうして、これらの品を大量に仕入れたいという粘着質な要望に（泥棒する奴も出た）、お年寄りと子どもの集団であるアルヌス協同生活組合も、断り切れなくなってしまったのである。

　レレイは、ため息をつきながらも日本語で注文書を書いて伊丹に託し、伊丹が東京の問屋とか企業に送りつける。売っては仕入れ、また売るという繰り返し。いっそのこと、電話回線を引いてＦＡＸを置こうという話も出ている。一部外務官僚からは光回線を引いてくれという希望も出ていて、前向きに検討中である。

　そして気が付いてみると、その経済活動の規模はとっても大きくなっていたのである。

　利益が大きくなってしまえば、また商人が集まってくる。だが、あんまりやって来られても迷惑なのだ。何しろ、宿もなければ食事を出す店もないのだから。集まった商人達は、難民キャンプの外で危険な野宿と野営である。当然悪事を考える奴も出てくる。そのために、警務隊が交代で常駐する羽目になった。

　商人達に来ないようにしてもらうには、商品をこちらから運ぶしかない。その為には人を雇わないといけなくなって、隊商を送るなら護衛も必要になる。流石にそこまでは自衛隊に頼めないので、傭兵を雇うことになる。そうすると彼らが寝起きする場所も必要で、また建物を増やす必要が出てきた。

　ここまで来ると「また、仮設住宅を建てて」とおねだりもできないので、自分達で大工や職人を手配して建物を建てることとなった。こうして集まったドワーフの職人とか大工、それと組合で雇った行商人、ちょっと荒くれた感じの傭兵達……彼らに食事を提供する場所が必要になって、屋台村みたいな食堂をつくって料理人を雇う。料理人が色気を出して酒を出したりすることを始めてまた客が増えたりして、店が夜間も稼働し始めると自衛官達も客として来たりする。酒を出す店としての従業員が必要になって、またまたフォルマル伯爵家を通じて人材を紹介して貰う。すると来たのは、やっぱりウサ耳とか狐耳とか、犬耳とか……獣系の娘達だったりする。

　そんな感じで、アルヌスの難民キャンプは、いろいろな種族が流れ込んで来る、上げ潮的な気配があって、しかも特地と日本文化が混ざり合ってアナーキーに発展中……こうしてここは、いつしかアルヌスの街と呼ばれるようになったのである。
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　アルヌスの街は賑にぎやかになった。そして更に賑やかになりつつあった。

　数カ月前は人口三十名に満たない難民キャンプだったと誰が信じるだろうか？

　日中は槌つち音おととノコギリの音が響いて、弟子を叱しっ咤たする親方の声が時折轟とどろいたりする。

　荷物を満載にした商人の荷車が盛んに出入りし、それを護衛する傭兵達が装備のぶつかり合う金属音を響かせながら外へ行き、また帰って来るという風景が、もう当たり前のものとなっているのだ。

　どこから潜り込んできたのか、行商人が勝手に露店を開いている。見ると民芸品とか、どこで拾ってきたのか分からないような宝石貴石の原石を並べ、戦闘服姿の自衛官とか、メイドさんとかに「ちょっと見てかない？」と声をかけていた。

　陽が沈む頃合いになると、屋台村のような店のまわりで薪が焚たかれ、闇の中に明るく浮かび上がる。

　オープンカフェよろしく二十くらいのテーブルが並べられ、そこに太ったドワーフとか、コムノーコ（小人族の一種）とか、ＰＸ勤務の猫耳娘とか、お嬢様付きのメイドさんとか、組合で雇ったヒト種の商人とか護衛兵とか、職を求めてやってきた傭兵とか、行商人とかが、自衛官達と肩を寄せ合うほどの狭さの中で、泡立つビールジョッキを片手に乾杯しているのである。

　奥の方では、筋肉質の白髪のおっさんが、料理をして威勢のいい声で注文を受けていたりする。

　もちろん、それぞれのテーブルもにぎやかだ。

　あるテーブルを見れば、元兵士っぽい男が、腰から剣を外しながら木製の椅子にどっかりと腰を下ろしている。男はホッとした感じの息を吐いて、テーブルの上に剣をどちゃっと載せた。

「おいっ、面接どうだった？」

「おいよ。なんとか護衛の仕事にありつけた。イタリカと帝都間の交易路の護衛だとよ」

　正面に座っていた髭男が、ジョッキ片手に身を寄せてきたので元兵士っぽい男は破顔して、面接結果を述べた。

　喉を潤すために、まずは一杯とばかりに「おいっ、エール！」と注文する。ところが、店のウサ耳姉ちゃんに「ここじゃあ、エールなんてもん扱ってないよ。ビールならあるけどねっ！」と言われてしまう。

「ビール？」

「美味いぞ。ここでしか飲めねぇしろものだ。騙だまされたと思って飲んでみろ」

　そこまで言うならと不承不承ながら注文する。そして出てきた冷えた泡麦酒を口にして一言。

「美味いっ！」

「イタリカ往復の隊商護衛は今のところ全部で八個隊がある。俺と一緒ならいいな」

「もし一緒だったらよろしく」と、二人の男は握手を交わす。すると、髭男は辺りを見渡してから声を低くした。

「前は何してた？」

「折角仕事にありつけたってのに、んなこと言えるかよ。イタリカを襲った連中の末路を聞いて、俺は身が竦すくんだぜ」

「で、真面目に職探しってか？　へっへっ」

「心を入れ替えて真面目に生きるのが一番だぜ」

「そだ、そだ」

　などという会話を交わしていると、「なんだい、大の男が内緒話なんてしちゃってさぁ」と気っぷの良い声が割り込んだ。

「はいよっ、お待ちぃ」

　ウサ耳の姐さんって雰囲気の女性が、大皿に盛りつけた肉や野菜を、彼らの頭越しに「ほら、とっとと喰え」とでも言わんばかりにテーブルにデンと置いた。粗野な感じの髭ひげ傭兵が、魅力的な曲線を描く彼女のおしりに手を這はわせて、回し蹴りを喰らって吹っ飛んでいく。

　一撃で昏倒させられた傭兵を見て、間抜けな奴だとみんなが笑い、ウサ耳の姐さんが「おとつい来やがれってのっ！」と、拳骨を震ふるわせた。

　切ったタンカが、「あたいの尻はね、安くないよっ！」である。

　そんな中、「よお、デリラ。いくら払えば触らせてくれるんだい？」などと不ふ埒らちなセクハラ発言をかましながら伊丹がやって来る。黒ゴス神官のロゥリィ・マーキュリーや黒くろ川かわ二曹、桑くわ原ばら曹長も一緒だ。

　すると威勢の良かったデリラも、顔を真っ赤にして「イ、イタミのだんな。嫌だぁ、もぅっ！」と両手で顔を覆うと店の奥へと逃げ去ってしまった。そこへ「イタミの旦那！　奥の貴き賓ひん席が空いてますぜっ！」と料理長をしている白髪のおっさんが声をかけた。下にも置かない待遇だ。

「いいよ。ここがいいんだ」

　屋台村とは言いながらも、一応奥には屋根と壁で囲まれた食堂スペースがある。というより、本来の食堂はそっちだった。だが利用者の急増によって、客が入りきれなくなり、食堂の外にテーブルを置くようになったのだ。

　現在は貴賓席と呼ばれて、元から居た難民とか、外務省派遣の官僚連中とか、騎士団のお嬢様方とか、自衛隊の幹部連中専用の場所という扱いになっている。要するにお上品に食べたり飲んだりするためのスペースだ。

　伊丹も、二尉で幹部なのだから貴賓席を利用する資格があったが、個人的にはこうした粗野な喧噪が好きなのでこちらを利用するようにしていた。




「で、話ってのは？」

　伊丹が座り、その向かいに黒川が腰を下ろす。ロゥリィは伊丹の隣で、桑原のおやっさんは黒川の隣だ。このメンバーでは、第三偵察隊とその関係者の人事や人間関係について話し合われることが多い。

　ロゥリィがとりあえずということで、全員分の生ビール大ジョッキを注文する。店の奥に逃げ込んで出てこないデリラに代わって、ドーラという狐耳ふわふわしっぽ娘が注文を取って去っていった。

　届いた大ジョッキを、一口あおってから黒川は低めの声で言い放った。

「もちろん、テュカのことですわ。いつまで放っておくおつもりでしょうか？」

　ふと、黒川の背後に視線を向けると話題のエルフ、テュカが小走りに駆け寄って、店の様子を見渡している。見るからに『誰か』を捜している様子である。

「テュカぁ！　何をしているのぉ？」

　ロゥリィが声をかけた。

「う、うん。ちょっとねぇ」

「誰か人捜しぃかなぁ？」

「えっ？」

「もしかしてぇ、男だったりぃ？」

　テュカは「違う違う」と手を振ると、苦笑しつつ屋台村から去っていった。

　それを見送った黒川は「ああして、毎日これくらいの時間になると居るはずのない人を捜して歩いているのです」と告げた。そして、伊丹にどうするつもりなのかと重ねて尋ねた。

　隣では、桑原が目の前の黒ゴス少女がジョッキを口に運んでいるのを眺めて、ため息をついていた。外見は少女の彼女が生ビールをあおっているというのは、良識派の桑原にとって非常に抵抗感のある風景なのだ。だが、かつてそのことを指摘したところ、ロゥリィからこっぴどく『坊や』扱いされてしまった。そりゃ九百歳過ぎを前にしては、いかに五十歳でも子どもだろう。とは言え酷く屈辱的だったのも確かで、それと同じように彼女も感じていることに気付いて胸中複雑である。

「でも、無理矢理現実を認識させる必要、あるのかしらぁ？」

　嘯うそぶくように言うロゥリィに、看護師でもある黒川は強く言い放った。

「あるに決まってます」

「そうかしらぁ。現実を受け容れることが出来ないからこそぉ、父親が生きていると必死になって思い込んでいるのではないのぉ？」

「それは逃げですわ」

「逃げてはいけないのぉ？」

「いけないに決まってますわ。人は、現実をしっかりと見つめて、受け止めてこそ、明日を目指して生きて行くことが出来るのですわ。現実の否定で、『今』を誤魔化すことは出来ても、明日は来ません。いえ、誤魔化せば誤魔化した分、『明日』は過酷なものとなるでしょう。テュカのお父様はここにはいないのです。多分……おそらくあの焼け跡から見ても……もう亡くなられたことでしょう。そのことをしっかりと受け止めなければ、彼女が、それを認めなければ、現実と妄想の狭間で、『今』という時を消費するだけの毎日になってしまいますわ」

　ロゥリィは肩を落として疲れたような息を吐くと、手にしたジョッキの中身を飲み干した。彼女の背中は、正論と理屈を並べる子どもを前に「人生はそれだけじゃないんだよ」と、どう言い聞かせたらいいだろうと思い悩んでいるかのようにも見えた。

　黒川が考えているようなことはロゥリィも考えていたことがある。いや、正しいと今でも思っている。だが、それは『正しい』というだけなのだ。

　正しさでは人は救えない。

　黒川の今立っている場所は自分も通ってきた道だった。そして、誰に言われてもそれと気付くことが出来ずに、結局のところ自分で悟るしかなかったのだ。痛い思いと共に……。それを我が身で知るからこそ、どう語ればよいのかと、悩むのである。

　伊丹が、口を開いた。

「なあ、黒川。俺たちが、よってたかってテュカを取り囲んで、みんなでお前の父親は死んだんだと言い聞かせて、現実を認めさせたとしよう。そうしたらどうなる？」

「どうなる？　『喪もの仕事』と呼ばれる悲しみの期間を過ごして、やがて父親が亡くなったことを受け入れて生きていきますわ。彼女の人生は私たちのものより長いのです。永遠に近い時を、ただ死者を思い描いて生きるだけでは寂しすぎます」

「それはぁ、確かにそうなんでしょうけどねぇ」

　ロゥリィは頭の後ろで手を組むと、星の瞬く天を仰ぎ見た。九百六十年かぁ。長かったって言えば長いし、短かったと言えば短かったしぃ……と呟く。九百六十年の間に出会ってきた親しい者達。そして必ず訪れるそれらとの別離。自分は乗り越えることが出来た。だからといって、他人にも出来ると思うのは傲慢と思う。と、同時に他人には出来ないと決めてかかるのは不遜ではないかとも思っていた。答えは未だに出ていない。きっと出ないだろう。

「黒川、お前の言うようにしたとしよう。テュカは、悲しみを受け止めきれると思うか？　今は、現実と妄想の狭間で生きているが、現実を突きつけることで、決定的に現実から目を逸らして、いよいよ『あっち』の方向に行ってしまわないとどうして言えるんだ？」

　その言葉にロゥリィは驚いた。伊丹からそんな言葉が出てくるとは思わなかったのだ。

『正しさ』は劇薬に似ている。誰をも黙らせる力があり、よく効くからこそ頼りたくなる。だがそれ故に、人を絶体絶命の窮地に追いやることもあるのだ。伊丹のような最も現実に背を向けている男が、どうしてそのことを知っているのかと思うとロゥリィは思わず苦笑してしまった。伊丹という男、以前から興味深くはあったが、ますます興味を感じる。

「そ、それは……」

「大丈夫だと言い切れるほど、お前はテュカのことを知っているのか？　俺たちは、そしてお前には彼女を支える力があるのか？　俺たちは臨床心理士でもなければ精神保健福祉士でもないんだぞ。テュカの『こころ』に寄り添い続けてやれる立場じゃないんだ。今日真実を突きつけて、明日撤退命令が出たらどうするよ？」

「…………つまり、このままにしておけとおっしゃるのですね？」

「ああ。悪いことは言わない。最後まで責任を持てないなら何もするな。余計に拗こじれるだけだ」

　伊丹は、冷たく黒川に言い放つのだった。




　第三偵察隊は、帝都に滞在している外務官僚への連絡任務のために、明日出発することになっている。その支度があると称して、黒川が腹立ち混じりの表情で中座し、隊舎まで送るということで桑原が付き添っていった。

　残された伊丹とロゥリィは、差し向かいで飲み続けていた。

「飲みなさいよぉ。お馬鹿さぁん」

　ロゥリィが、伊丹にもっと飲めと、ジョッキを突きだした。伊丹は、苦笑しつつ自分のジョッキをコツンと合わせる。

「あんな言い方する必要なかったんじゃなぁい？　随分と冷たい感じぃ。クロカワからの評価は、断崖絶壁急転落ねぇ」

「誰にも彼にも優しくできるほど、懐ふところが深くないんでね。仕方ないよ」

「ふ～ん、その懐の定員は少ないのねぇ」

　そう言いつつも、ロゥリィは内心では「嘘つきぃ」と呟いていた。

　この男、わざと冷たく振る舞ったのだ。黒川の好きなようにやらせてみて、最悪の結果が出ても「上手く行かなくて残念だったな」で、終わらせることも出来るのだから。

「一人か二人が精一杯かな」

「一人にしておきなさぁい。または、一人だけだと思わせなさぁい」

「どうして？」

「女にモテるからよぉ」

「優しくないとモテないんじゃないのか？」

「逆よぉ。女から見て、誰にも彼にも優しくする男ってぇ……そうねぇ、男から見たらぁ……誰にでも股を開く女に似てるかもぉ」

「はぁ？」

「優しさに飢えている時はてっとり早くて都合がいいけれどぉ、伴侶にしたいかって言うとぉ、ちょっとねぇ。優しくしてもらえるのが一人だけならぁ、その一人だけの座が欲しいって思うのが女なのよぉ」

「ふぅん。そんなもんかねぇ……ロゥリィは優しいな。死と断罪の神様エムロイだっけ？　その使徒の一柱で死神なんておっかないアダ名がついてる癖に」

「あらぁ？　誤解があるわねぇ。死を司るということは、生を司ることを意味するの。死とは生の終焉、どのように死ぬかは、どのように生きたかを意味するわ。最良の死を迎えるには、生きることを尊ばなければならない。どうでも良いような人生の果てにある死は、どうでも良い死に成り果てるのよぉ」

「そうなのか」

　ロゥリィは「そうよ」と微笑むとジョッキの中身を飲み干した。

「おかわりっ！」

「おいおい、そのへんにしておけよ。酔っ払っても知らないぞ」

「いやぁよぉ。優しくしてよぉ」

「じゃ、とりあえずは、寝床までは運んでやります」

「けちぃ」

　ロゥリィのつま先が伊丹の脛すねを蹴った。

「痛ってぇなぁ、もう！」

　脛を撫なでる伊丹を指さして、ロゥリィは鈴を転がすように笑う。

　そんな二人のやりとりに、ハスキーな女声が割り込んだ。

「なんだここは？　ガキに酒を飲ますのか。それと、そこの男、幼気いたいけな少女を酔わせて何を目論んでいる？　まさかとは思うが卑劣なことを考えているのではあるまいな!?」

　突然、その場が水を打ったように静まりかえった。

　喧噪が途絶え、灯火の薪がはぜる音だけが、響いている。

　荒くれの傭兵連中も、無骨なドワーフも、顔面を蒼白にして黙り込み、少なくとも、このアルヌスでは、絶対に口にしてはいけないとされている言葉を吐いた強つわ者ものの姿を盗み見ようと、ゆっくりと視線をめぐらせた。

　くすんだ白のターバンを巻いた痩身の男……いや、女か。

　褐色の肌に、銀髪。そして長穂耳。

　それはこの世界にて、ダークエルフと呼ばれる種族の女だった。
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「なんだここは？　ガキに酒を飲ますのか。それと、そこの男、幼気な少女を酔わせて何を目論んでいる？　まさかとは思うが、卑劣なことを考えているのではあるまいな!?」

　その女声が響くまで、ロゥリィはこの上ないほどにご機嫌だった。

　伊丹耀司とのひと時が、楽しかったからだ。

　雰囲気もまずまずだし、ビールも美味しい。このまま伊丹を際どい冗句でからかい続け、酔っ払って眠りこけたフリをして見せれば、ベッドまで運ばせることに成功するだろう、いや成功したはずだった……。

　……眠っているロゥリィを、伊丹は壊れ物でも扱うかのように慎重に運ぶ。

　彼女の身体を優しくベッドに横たえ、その頭を柔らかな枕にそっと載せる。

　長い黒髪が絡からんだりしないようにという配慮で、指先で上手に梳くしけずるようにしながら捌さばき置いて、神官服には皺をつくらないように、その裾を丁寧に整える。そしてブーツだけは脱がす。

　伊丹はロゥリィの左足首からふくらはぎをそっと撫でるようにして包み持つと、右手で彼女の膝裏の辺りを支えて、『く』の字に曲げさせた。当然、フリルスカートの裾が乱れて、彼女の腿……その付け根近くまでが顕あらわになった。

　だが、伊丹は気付かない。あるいは気付いていても黙殺する。

　左手で靴くつ紐ひもの先を摘み持って、あたかもプレゼントの箱を開くような面持ちでツツッと引き解いた。

　十分に靴紐をゆるめたら、ふくらはぎとブーツの狭い隙間に、伊丹の指先がいよいよ分け入った。

「……あっ……ん」

　その感触は足裏マッサージのそれに近くて、思わずため息が漏れてしまうかも。

　こうして、靴とロゥリィの素肌との間に充分な空間が空いたら、伊丹はブーツの踵を掴んで「いくぞ。いいな」と声をかけた。

　目を閉じたままのロゥリィは、頬を紅色に染めつつも、頷いたか頷かないか程度の小さな反応を見せただけだった。

　だが、伊丹にはそれで充分だった。いや、反応がなくとも伊丹は待たなかっただろう。意を決した伊丹はもう後戻りしない。やや強引なまでに、彼女の左足からブーツを引き抜いていった。こうして、それまで漆黒の革靴で隠されていた、白いレースの生地に包まれた足が顕れる。

「いたぃっ…………お願い……乱暴にしないでぇ」

　ロゥリィは小さな声で懇願した。だが、冷酷な伊丹はロゥリィの声を無視していよいよ右足のブーツへと手をかけた。

　…………事を終えた伊丹は、彼女の部屋から出ていこうとする。寝台の横には、彼女のブーツがきちんとそろえて置かれていた。

　でも、彼女の手は、伊丹の袖を固く掴んで離さない。

「しょうのない奴だ」

　とかなんとか言いながら、伊丹はロゥリィの指を優しく解きほぐそうとするかも知れない。というか、是非して欲しい。そうしたら両手を伸ばして伊丹の頭をがばっと抱きかかえ、ベッドへと引きずり込んで寝技へと持ち込む。

　後は、いろいろとムフフな展開を朝まで……と思っていたのだ。

　すなわち、相手を酔わせていろいろ目論んでいたのはロゥリィなのであった。卑劣かどうかは別にして……。

　なのに、なのにそれなのに。邪魔したあげく、このロゥリィ・マーキュリーをガキ扱い。

　ロゥリィは、震える拳を隠しながら声の主へと振り返った。

　見ればダークエルフの女だった。

　三百歳前後だろう。ヒト種で言えば二十代後半から三十代前半の外見である。

　南方の部族なのか、旅りょ塵じんを避けるために頭にターバンを巻いて、身体はマントンで覆っていた。

　マントンは魔導師のローブにも似ているが、それよりももっと簡素な構造をしている。ただの布きれを身体に巻いただけなのだ。ある程度の意匠をこらすこともあるが、この女の場合はすり切れそうな無地の生地をそのまま纏まとっていた。だからだろうか、布の隙間から彼女の肢体が微妙に垣かい間ま見えるのだが、それがまた気に喰わない。

　見た感じ、いかにも肉感的で男好きのしそうな身体なのだ。しかも、ダークエルフ特有のボンテージ鎧を纏まとっている。

　ボンテージ鎧とは俗称であり、防具としての分類は革鎧に該当する。鞣なめした革に鋲びょうや金具をとりつけてデザイン性と若干の防御力強化をはかっている。身体にぴったりとした扇情的とも思えるデザインも、戦闘時の動作の邪魔をしないためであり、敏びん捷しょう性せいへの負荷が極力少なくなっている。

　南方に棲むダークエルフの部族は、軽快かつ俊敏な戦闘術を伝承していると伝え聞く。そのために、このような防具が発達したのだろう。

　そんな女が、ロゥリィと伊丹の二人を前に仁王立ちしていた。

　彼女の右手はサーベルの柄にかかっていて、すぐにでも伊丹に斬りかかりそうな剣呑な気配を放っていた。

「あなたは、誰ぇ？　何しにここにぃ？」

　ロゥリィは、怒るよりも前に、いや既に充分に怒っているのだが、その事を表明する前に、女についての情報を得ることにした。この容姿だ。間違えることは仕方ないと思う。だから、ぶん殴ったり、斬りかかったりするような理不尽なことをするつもりはなかった。だけど、意地悪くらいはしてやりたい。

　ダークエルフの女は、怯えで身体を震わせている（ように見える）少女を、安心させようとしてか、その質問に丁寧に答えた。

「我が名はヤオ。ダークエルフ、シュワルツの森部族デュッシ氏族。デハンの娘、ヤオ・ハー・デュッシ。こちらに緑の人がおられると聞き、用件ありて参った次第」

　途端、ロゥリィはその瞳を輝かせた。

　彼女はヤオと名乗ったダークエルフの女に、救いを求める無力な少女のように駆け寄ると、その背中に隠れて言い放った。

「お願いっ、助けてっ！　この男、もう飲めません、許してくださいって頼んでいるのに、俺の酒が飲めないのかとしつっこいんですっ！」

　……もとより静まりかえっていたが、場は更に静まりかえった。

　誰かの唾を呑み込む音すら聞こえるほどである。

　伊丹は「えっ！　オレ？」と自らを指さして周囲に救いを求めるように視線を巡らせる。だが、誰も助けてはくれない。他の客達は数人がかりで料理の載ったテーブルを持ち上げると、えっちらおっちらと避難を始め、伊丹独りがポツンと残された。

「やはり、そうであったか」

「この男、女を酔い潰して、その後で手込めにするつもりだったんですっ！　あともう少し飲まされていたら、わたしぃは前後不覚に酔っ払って、明日になって目が醒めたら、きっと純潔も操も何もかも奪われた上で、ボロくずみたいに捨てられていたんだわぁ！」

















　よよよ、と両手で顔を覆って崩れ落ちて見せるロゥリィ・マーキュリー。

　ヤオはその痛ましく見える姿に「可哀想に、恐かったであろう？」と慰めた。その声色は、悪行三ざん昧まいの男に対する正義の怒りで震えていた。

　伊丹の目には、顔を覆う両手の隙間から、ペロリと舌を出しているロゥリィの素顔が見える。その瞳は伊丹に「ゴメンね」と語っていて思わず天を仰ぎたくなった。

　ある種の女性は時として、親しい男に対してこういう振る舞いに及ぶ。例えば車の運転中に、いきなり目隠しをしてきたりして、叱りつけると「怒っちゃ嫌」と泣いたりする。こうしたことに耐えることもまた、男の甲斐性の内に含まれているのだ。女性がこうした振る舞いに及ぶのは、多くの場合で女性側の無言の期待に男が応えない時という。

「己の薄汚い獣欲を充たさんとして、少女に酒を無理強いするなど不ふ埒らち千万。断じて、許せぬ」

　ヤオは伊丹との距離を詰めつつ、ゆっくりとサーベルを引き抜いた。

　彼女の右手には見るからに斬れそうな刀身が、篝かがり火びの光を受けて輝いている。

「安心するがいい。今すぐこの不埒者を成敗し、おまえの安あん逸いつを取り戻してやる」

　ヤオは、ロゥリィを安心させようと微笑みながら語りかけた。

　そして、再び目標へと視線を向けたのだが、その時には座る者の居ない椅子と、中身のないビールジョッキが転がっているだけだった。

「は、はやっ」

「ダンナ、見事なもんだねぇ」

　一部始終を見ていた観客達を代表して料理長とデリラが呟いた。

「あばよ～とっつぁん。飲み代はツケといてくれ」

　見れば、夜の闇の向こうへと伊丹の背中が消えていく。ちょっと振り返って手を振っているところなぞ、小気味の良さを感じさせるほどであった。

　あまりの逃げっぷりに、一同しばし身動きが出来なかったが、しばらくすると何事もなかったかのように酒盛りと食事を再開した。

　料理長は、カウンターの柱に画鋲で留められている何枚かのカードから、伊丹のカードを取り出すと、鉛筆でツケに入れる今回の代金を書き込んでいた。

　振り上げた剣の下ろし場所を失って、呆然としていたダークエルフのヤオも、我に返ると「コホン」と咳払いをして「よし、悪は逃げ去った」とまとめる。

　サーベルを鞘に戻して、「もう大丈夫だぞ……」と少女に声をかけようとしたところ、もう少女の姿も見あたらない。

　ついさっきまで自分の腰にしがみついて震えていたはずなのに、まるで幻であったかのように、黒ゴス神官服の少女の姿が見えなくなっていたのだ。別に礼を言って貰いたかったわけではないが、一言あってしかるべきだろうとも思えて、つい「随分と礼儀を知らないガキだ。年格好や服装からするとエムロイを祀る巫女見習いだろうが、どこの神殿の所属だろうか？」とひとり愚痴をこぼしてしまうのだった。

「ほら、注文するならさっさと座りな。それともただの冷やかしかい？　冷やかしなら出ていっておくれっ。邪魔だから」

　デリラに声をかけられて、元々食事をするつもりであったことを思い出したヤオは「ああ、すまん」と招かれるままに、カウンター席に腰を下ろした。

　包丁をふるっていた料理長が、ヤオに尋ねた。

「お客さん。何にする？」

「晩の食事がまだだ。肉と野菜の焼いたものを適当に見繕って欲しい。それと飲み物は軽いものにしてくれ」

「酒精は入っていていいのか？」

「ああ」

「デリラ。こちらダークエルフのお姐さんにビールだ」

「はいよっ！」

　隣の席のドワーフが、相当酔っていることの分かる赤鼻顔で「よっ、ダークエルフの女。お前、緑の人を訪ねてきたんだって？　なんでだ？」と語りかけてきた。

　ヤオを挟んで反対側の猫耳の娘も「わざわざ、緑の人を訪ねてこんなところまで来るニャんて、訳ありだニャ？」と気安く肩を叩いてくる。

　自分という存在が、酔っぱらい共の酒のつまみとなっていることに気付かないヤオは、その気安い態度を好意的に誤解した。

「ふむ、垣根が低くて良い人達のようだ。丁度良い、話を聞いて貰いたい。緑の人を探してここまで来たのは、頼みたいことがあるからなのだ。諸君は、緑の人がどこにおられるか知っているか？」

「頼み？」

「そうだ。是が非でも、彼の者達の力を借りなければならないのだ」

　……なるほど。それでロゥリィはあんな芝居をやらかしたと。

　死神ロゥリィの復讐がこのように為されたことを理解した一同は、無言で「あんたは、その緑の人にサーベル抜いたんだよ。ご愁傷様」とヤオを哀れむのだった。

　誤解にしろ何にしろ、自分に向けて剣を抜くような人物の頼み事を、快く引き受ける人は少ないだろう。彼女が目的を達成するには、誤解を解いて謝罪をして、さらに機嫌を取ってと、最初から高いハードルがさらに高くなってしまったと言える。

　ドワーフの男は、思わずヤオから目を背けると呟いた。

「もしかすると、無理かも知れんなぁ」

　猫耳娘も、ヤオから目を背ける。

「そうだニャァ。非常に難しいと思うニャ」

「何故だ？　緑の人は高潔な者達と聞き及んでいる。ならば困っている者を見捨てることはないと思うのだが…………諸君がそのように言うには、何か根拠があるのか？」

　そこまで語ったところで、デリラが「はい、お待ちっ!!」とヤオの前にジョッキを置く。泡立つ黄金の液体を前に、ヤオは「これがビールか」と呟いて、まず一口含んだ。

「うむ。美味い」

　そこに料理長の料理が、ヤオの前に並べられていった。

　ヤオはそれらに舌した鼓つづみを打ちながら「無論、無料でものを頼もうとは思っておらぬ。報酬も、族長よりこれこのとおり、預かってきている」とテーブルの上に、ドンと、人の頭サイズの革袋を置いた。ちなみに盗難除けに冥王ハーディの護符も括り付けられている。正当な所有者以外が手にすると、呪いをかけるというものである。

「金こん剛ごう石せきの原石だ」

　これには、傭兵達が騒いだ。ちょっとした一財産どころではないからだ。これだけあれば爵位が領地付きで買える。しかもダークエルフ謹製ハーディの護符付きだ。これ単体でも相当な高値がつくはず。

「それに、もしこれでも足らないということであれば、我が身を捧げることも厭いとわぬつもりだ。すでに覚悟は完了している。親類縁者とも、別離は済ませてきた」

「おおおおおっ！」

　今度は、傭兵のみならず男達と一部の女が騒ぎだした。

　ヤオの肢体はそれほどに魅力的だった。これを好きなように出来ると聞いて心動かない男はまず居ないだろう。

　傭兵の一人が、俺では駄目かと言い出し、他の傭兵達も「オレも、オレも」と後に続く。ヤオは大人の女としての余裕からか「困った男達だ」という感じで小さく微笑んだ。その上で、「申し訳ないが、おそらく諸君では力不足だろう」と告げた。

「ま、それだけのお宝に加えて、我が身すら差しだそうってんだから、頼み事って言うのも簡単なことではないってことだろうな」

「そうだ」

「で、頼み事というのはどんな内容なんだ？」

　周囲の視線が集まる中、ヤオはジョッキのビールをさらに一口含んで喉を潤してから重々しく語った。

「手負い炎龍の、退治だ」




　シュワルツの森に炎龍が飛来したのは、数カ月ほど前だった。

　それは突然だった。それでも集落に住まうダークエルフ達の殆どが、たまたまの祭祀で村から出払っていたために留守を守っていた少数の男女が犠牲になるだけで済んだのである。

　だが、その程度で炎龍が満ち足りることはない。空腹になる度に飛来する炎龍によって、多くの同胞が次々と犠牲になっていった。

　このままでは部族が滅んでしまう。

　ダークエルフ達は、炎龍の狩り場と成り果てたシュワルツの森を捨てて、周辺の荒野や渓谷、山岳地帯へと分散して隠れ住むことにした。

　炎龍の襲撃から逃げまわる生活が始まった。

　毎日毎夜、空を警戒し飛ぶものなら小鳥にすら怯え、空襲を警告する角つの笛ぶえが響けば、地に掘った穴にモグラのごとく逃げ込んでは恐怖に身を震わせる。

　だが、ほんの僅かな油断に炎龍は襲いかかった。

　穴ごと焼き払われ、ほじくり出され、時に踏みつぶされる。

　朝、挨拶を交わした同胞が、夕刻には炎龍の鋭い牙に噛み砕かれ、咀そ嚼しゃくされ、嚥えん下げされる。

　耳にこびり付く悲鳴、断末魔の絶叫に背を向けて両手で耳をふさいで、友の犠牲が生み出した貴重な時間を使って、より険しい山へ、より深い谷底へと彼らは隠れ家を移していったのである。

　しかし、逃げ隠れしているだけでは生きて行くことは出来ない。

　毎日の糧かてを得るには、狩猟なり採集なりをしなければならなかった。だが、エルフにとっての狩り場とは、炎龍にとっても狩り場であった。

　狙いながら狙われ、獲物を捕った瞬間に自らが獲物となる。こうした危険を避けつつ、得られる糧など、量質共にたかが知れた。

　木の皮を削り薄皮を蒸して食べ、泥水をすする。そんな毎日が続く。

　集落から持ち出した蓄えは次第に乏しくなっていく。次第に軽くなっていく麦むぎ櫃びつや果くだ物もの籠かごに不安を抱き、悲壮な覚悟で弓を手に狩り場へと出ていく若者達。

　犠牲者が毎日のように出る。

　両親を失った子供のすすり泣きや、娘や息子を失った親が炎龍を呪じゅ詛そする声が止む日は、一日とてなかった。

　復讐の怒りから剣を取り、弓を持って絶望的な戦いに挑む者もいた。

　だが、卵をいくら束ねても巨岩を阻むことが叶わないように、彼らの挑戦もまた、犠牲を増やすだけに終わった。

　精霊の加護も、神銀ミスリルの鏃やじりも、強靱な鎧にも似た炎龍の鱗を貫くことは出来ない。

　魔法の剣にわずかな可能性が見いだされたが、その切っ先も届く間合いに入れなければ、全くの無力である。炎龍の巣に無数に転がっている魔法の剣。その中に、新たなる一本が加わることとなった。

　絶望と虚無がダークエルフ達の心を捕らえていく。

　冥王ハーディへの信仰が、彼岸への憧れとすり替わり、処刑台の笑いにも似た絶望の微笑が不治の疫病のごとく部族中へと蔓延していく。生きることに希望を失い、自暴自棄の振る舞いに及ぶ者も絶えない。

　このままではいけない。こころある一人が、言った。

「あの炎龍にだって弱点はある。あの片目に突き立っている矢がその証拠だ」

　炎龍に一矢報いたであろう神業のエルフの存在が、彼らの勇気をわずかながら呼び覚ました。

「炎龍だろうと、必ず倒す術がある。あのもぎ取られた左肩がその証拠だ」

　時を同じくして風とともに流れてきた『緑の人』の噂。

『鉄てつの逸物いちもつ』と名付けられた魔杖は炎龍の左肩すらうち砕き、滅びに瀕したヒト種の村を絶体絶命の窮地から救い上げたという。その噂は、滅びに瀕したダークエルフにとって最後の希望となった。

　そして、部族の総意を託す遣いが立てられることとなる。

　遣いの者に託された任は重い。

　炎龍の魔爪から逃れ、噂だけを頼りに緑の人の下へとたどり着かねばならないのだから。強靱な精神力と責任感、そして優れた生存力が求められる。

　遣いの者に託された任は想い。

　緑の人を援軍に請い願い、いかなる手段を用いようとも助勢を引き出さなければならない。失敗は部族の、同胞や友人の滅びを意味してしまう。

　これだけの責務だ、到底凡夫では成し遂げられない。相応の武芸、知性の双方に恵まれて、さらには中途で投げ出したりしない、使命感に篤あつい者でなければならない。

　部族中から若者が集められ、篩ふるいにかけられていく。

　そして二名の者が残った。その片方が、ヤオ・ハー・デュッシである。

　剣の腕と知性に優れ、精霊を使役する技にも精通する。

　その不器用なまでの生真面目さは、部族中に知らない者はいないほどだ。彼女ならば使命を途中で投げ出すことはないだろう。

　候補者は二人。だが技量、才幹、そして人柄。全てにおいて同じ水準ならば、女性であるヤオが有利であった。なぜなら彼女の魅力的な容姿は、異性を交渉相手とする際に、重要な武器となり得るからだ。そして、緑の人の指揮官は男だとも聞いている。

　しかし、事は簡単ではなかった。部族の長老達はヤオの顔を見るなり、「う～ん」と唸ってしまったのである。というのも、彼女には運が悪く幸が薄いという重大な欠点があったからである。

　猟に出れば、誰かの仕掛けたワナを踏み、木を切れば彼女の居るところへ倒れてくる。

　遊びに出れば雨が降り、買い物に町に出れば店が閉まっている。

　親友とも言える女性に彼氏を寝取られ、幼なじみの男性と紆余曲折の果てに結婚することになってみれば、婚礼前夜に夫が急死するという有様である。

　その後、喪もの明ける頃に、未婚の未亡人に愛を囁く男が現れたが、その男も狩猟中に崖から転落して死亡してしまう。こうして、彼女に近付く男はいなくなってしまった。

　さらには、普段クジ運などまったく無いのに、友人の婚礼の宴会をヤオが仕切った時に限って、余興のくじ引きで一等賞を引き当ててしまうという間の悪さ。

　正直言えば、女性であることのメリットも消し飛んでしまうように思われた。だが、運は悪いけど、その運の悪さを乗り越えて、強く正しく逞たくましく生きてきた事を見てくれと、彼女は自己アピールする。

　それは誰もが認めるところであったから、長老達も運が悪いという理由で彼女を落選させることも出来なかった。

　そこで、長老達は女性を遣いとして選ぶ意味を切々と説いた。そして、必要となれば自分自身すら報酬として相手に捧げる覚悟があるかを問うたのである。その言い様たるや、必要以上にしつこくて、もしかして嫌がらせかと思うほどであった。実のところ、辞退させたかったのではないだろうか、とヤオは思っている。

　だが、ヤオはそれに諾だくと応じた。どうせ、男運無いし。相手が求めるなら、奴隷だろうと、愛人だろうと、娼婦だろうと、メイドだろうと言われるままにやってやる。ただし、絶対に安売りはしない。炎龍一頭が代価なら、本懐であると胸を張った。

　長老達は一抹の不安を抱えつつも、ヤオを遣いとして選んだ。

　部族の未来は生か滅びかの二つに一つだ。ならば報酬を吝け嗇ちっても意味がない。ということで、部族の保有する最高の財宝が宝物庫から引き出されて彼女に託された。

　こうして旅に出たヤオは、様々な不運困難を乗り越えて、アルヌスの丘へとたどり着いたのである。
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　ヤオの眠りは、耳を劈つんざく轟音によって打ち破られた。

　何事かと飛び起きて、周りを見渡してみれば、そこは木漏れ日の美しい森であった。

　折角街に着いたのに、宿屋が無いと聞いてがっかりしつつも、夜も遅くなった、全ては明日ということで野宿の寝床として選んだアルヌス麓の森。

　このあたりを仕切っているというエルフの手が入っているせいか、そこは緑と水と、風の精霊の恵みが豊かで非常に快適であった。

　そんな森の上空を、轟音と共に二本の剣が飛んでいた。

　大空を切り裂くように、天をめがけて駆け上がっていく翼は、Ｆ４ファントム。

　退役間近な白銀の翼は、規制のうるさい国内と違って離陸した途端管制官より通知された言葉『他に飛んでるのは鳥ぐらいだ。墜落しなければ、好き勝手に飛んで良し』に象徴される自由を、大いに楽しんでいた。

　彼らはパイロットとしては超ベテランで飛行時間も千の単位だ。だがＦ15やＦ２への機種転換訓練を受けるには歳を取りすぎていると自ら判断し、ファントムの退役と共に教育隊か、陸へと腰を落ち着けることを選んだ四十代の古ふる強つわ者ものだった。分解されてこの特地に運び込まれたファントムも、もう向こう側に持ち帰られる予定はない。

　彼らに最後に与えられた空は、常に道を譲らないといけない旅客機も、米軍機もいない自分達だけの空であった。それは、全ての空自パイロットが涎よだれを垂らして羨ましがる大厚遇である。

　離陸して、脚を引っ込めた瞬間からアフターバーナーを全開にして高度一万メートルまで駆け上るインメルマンターン。

　百八十度ロールして大地と天を逆様に、背面飛行から大地に向かって突き刺さるように加速して次第に機首を上げるスプリットＳ。

　中途で音速を突破させ、衝撃波を響かせても苦情を言う市民団体もない。とはいっても、駐屯地の陸自や、アルヌスの街に住まう住民に対しては一定の配慮はして、頭の上で雷みたいな音を響かせないようにはしているが……。それにしたってみんな仲間だ。スロットル全開で、空中の模擬戦に遠慮は要らない。横転をかけて姿勢を戻し、振り回されないように両の膝でステックをぐいっと挟んで、がつんと叩くようにして、機首を引き起こす。

　急旋回のＧは、身体を締め上げる。その瞬間に呼吸など出来るはずもない。「ふんっ」と腹筋に力を入れ、満身の力を込めて身体を支えた。

　Ｇが止んだ瞬間に、ぜいぜいと呼吸をして酸素を取り込む。戦闘機動はこの連続が果てることない我慢比べだ。

　後席が叫ぶ。「後方を取られた」

「こなくそっ！」

　急制動に、シザー。後方に食らいついた仮想敵を振り払おうと、あらゆる機動を駆使する。大地が回り、世界が転がる。敵を引きはがしたら、逆に後ろを取りに回る。

　ナイフエッジ、横転コルク抜き……今なら、ラプターだってロックオンしてみせる。空自の空戦技術は世界的に見ても非常に高い水準にある。かつて、Ｆ１０４という旧型機で、米軍のＦ15から撃墜判定をもぎ取った名パイロットがいたほどなのだ。

　あらゆる枷から解き放たれた無頼達は、自由な空で、無邪気にはしゃぐ子どものようであった。




　空を飛び回る、銀色の剣。

　その風景は、空を舞う剣が鬼ごっこを楽しんでいるかのようにも見えた。

　呆然と見上げていたヤオは、すぐにこれが人が操る物であることに気付いた。エルフの優れた視力が、彼女の視界をフライパスしていく巨大な剣に騎乗する者の姿を捕らえたからだ。

　そして、笑みがこぼれた。笑いながらも涙が流れた。

「噂は、本当だった」

　天を我が者のように飛び回り、大地に生活するあらゆる生き物を喰らいつくす炎龍。

　だが、大空の支配者は最早、炎龍ではない。速さ、鋭さ、すべてにおいて炎龍を凌駕する、空飛ぶ剣。こんなものがあるのなら、炎龍の腕を喰いちぎったという鉄の逸物もあるだろう。当然だ。

　唯一の希望としてすがる気持ちこそ持っていたが、正直言えば半信半疑でもあった。噂とは人々の願望を受けて、膨れあがるものだからだ。そして、絶望によって心が打ち砕かれることを防ぐために、始終、噂が間違いであった時のことを考えていたのである。

　噂を疑いつつも、半分信じ、希望を託して旅してきたヤオにとって、大空を自在に舞う剣の存在は、自分の旅が無駄でなかったことの証明であり、希望の保証となった。

　こうなれば、彼女の使命はほとんど果たされたも同然である。ヤオはそう感じていた。

　このままあのアルヌスの街へ戻り、緑の人の代表者に会いさえすればいいのだ。

　援軍を請い願い、説得することの困難さなど、これまでの労苦に比したら些細なことのように思われた。これで故郷の仲間は、一族は救われる。それがもう約束された既定事項のように思えていた。

　ヤオは、「よしっ」と心を決めると、街へと向かって歩き始めた。

　草を分け、歩く足取りは軽くて、次第に早足になる。まるで、待ちきれないかのように、つい小走りになってしまう。そして最後には、風を切って走り出していた。
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　アルヌスでは、伊丹率いる第三偵察隊が完全武装を済ませて、整列待機していた。

　傍らでは、柳やなぎ田だ二等陸尉がクリップボード片手に、三台のリヤカーに積み上げられた荷物の最終点検をしている。

「反たん物もの、漆しっ器き、陶とう器き、磁じ器き、真しん珠じゅ、おおっ！　日本酒なんてものまであるぞ。しかも、『寒中梅』の特級と来てやがる。一本ぐらい、ちょっぱったろうかなぁ」

「止めてくださいよ、柳田さん。これらは俺たちにとっての武器弾薬なんですから」

　傍にいたスーツ姿の外務省官僚、藤とう堂どうが冗句と理解しつつも、真面目に応じた。

「本当か？　自分達で消費してるんじゃないだろうな？」

「その辺は、信じて貰うしかないですね」

　リストを見ればデパートで開かれる全国名産品展でもあるかのような品揃えだ。これらは贈ぞう答とうあるいは贈ぞう賄わいとして用いることになる。

　壊れ物が多いのできちんと梱包してあり、さらに量が多いために、ちょっとした引っ越し級の大荷物となってしまった。

「それと、金貨、銀貨、銅貨の詰まった箱。それぞれ中身もずっしりです」

　帝都における各種の活動資金も必要で、これらも木箱に詰められて積み上げられていた。活動資金の使い道は、帝都における活動拠点として借りた家屋の家賃、情報収集のために雇った人間への報ほう奨しょう、それと各種の工作活動、交際費等々で、常に不足気味だ。

「抱かせ、喰わせ、飲ます。このあたりは、商社の接待と似たようなもんです。あとは、没落した貴族とか、体制に恨みを抱いている連中を見つけ出して、そいつらを使って各種の噂を流したり、足を引っ張ったりとかの工作をしたりと、基本通りです」

　語学研修中とはいえ、特地にいる以上は働かされている若手官僚の一人が、金貨の詰まった箱をポンと叩きながら語った。

　日本政府はこれらの貨幣を、アルヌス協同生活組合から『購入』して賄っている。

　アルヌス協同生活組合は、これらの貨幣を売った代金の『円』で、さまざまなものを輸入しているわけである。

「発展途上国の役人なんて露骨ですよ～。あからさまに賄賂を要求してきますから。中国の外交官なんて、春しゅん暁ぎょうの交渉の時に『軍艦を出すぞ。それでも良いのか？』とあからさまに恫どう喝かつしてきましたよ。何度羨ましいなぁって思ったことか。一度でもいいから『やれるもんならやってみな。どっちが強いか試してみようじゃないか』って言ってみたいですよ」

「言えばいいじゃん？　ここで」

「そういうわけにはいかないのが、外交ってものです。植民地時代じゃないですからねぇ。まして、この特地の政体は残して、それと親密な関係を維持するという方針に定まる可能性も無い訳じゃありませんから、後々に禍根を残すようなことは出来ません。今は、講和派を増やすことに専念しますよ……」

　さて、そんな会話がされている内に、ＣＨ47 ＪＡチヌークが降下してきた。

　ローター風に地面の砂塵が巻き上げられていく。

　降着するころになると、立ちこめた砂煙で周囲が見えなくなってしまうほどだ。

　後部ハッチが開かれると、第三偵察隊は桑原曹長の号令で、チヌークに向かって一斉に進み出す。柳田も、外務省の官僚達とリヤカーを押し出した。

　荷物を積み込み、機体が動揺しても内部で転がり回らないように固定する。それが済むと、機内側面に畳まれたシートを下ろして各位腰掛けていった。

　外務省の連中が座るのを確認して、柳田は伊丹に言った。

「んじゃ、後は頼むわ。無事に送り届けてやってくれ」

　伊丹は親指を立てて頷く。

　ローターの回転が速くなり、再び砂塵が舞う。

　柳田が降りると同時に後部ハッチが上がっていき、チヌークも離陸して高度を上げた。

　こうして彼らは帝都へと向かって飛び立っていったのである。

　アルヌスと帝都の距離は馬で十日行程だが、チヌークならばわずか半日だ。とはいっても都市の近くに降ろしては目立って仕方ないので、帝都から離れた山中に降りて、そこから徒歩で一日半ほどかけて帝都に入る予定であった。




　ヤオは、アルヌスの街手前で、自分の頭上を飛んでいく箱船の騒音に思わず首を竦すくめてしまった。空を舞う剣、鉄の逸物、そして空を飛ぶ箱船……ここまでくると、緑の人達には何でもありだなと感心しつつ、ヤオは街へと入ったのである。
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　ヤオは、困っていた。

　街の中を歩き回っては行き会う、それっぽい濃緑色の服とか、まだら緑の服を着ている人に、片っ端から「済まないが、少し話を聞いて欲しい」と話しかけてみた。

　ところが、どうにも言葉が通じない。

　みんな一様に、なんとも形容しがたい苦笑というか、引きつった笑いというか、複雑な感情の混ざった表情を浮かべ、こっちの話が分かるのか分からないのかはっきりしない態度をとるのだ。

　顔を見ると、多少は分かっているんじゃないかなぁと思えるので、一生懸命話をして、終わってみると、結局通じていなくてがっかりする羽目になる。

　徒労感に苛まれながらも、中には言葉の出来ない者もいるのだろうと思って、手当たり次第に声をかけた。

　そうして半日。おそらく、二十～三十人くらいに声をかけたのではないだろうか。

　ようやく、緑色の服を着ている者には言葉が通じない、いや、言葉が通じないのが基本であって、多少話せたとしても片言程度なのだという事実を、思い知ったのである。

　挙げ句の果てに、こんな奴も出てきた。

「ダークエルフのお姉ぇさん。緑の人を捜しているのかい？」

　流暢な語り口に「言葉が通じるのか？」と、喜んでみれば緑の服は着ていない。見た目でも、この国の住人であることが分かる男だった。

　見た感じ傭兵というには線が細い。多分、行商人か、あるいはこの街に雑用の仕事で雇われている者だろうと推察した。

　この男が、ヤオにこう言った。

「緑の人なら、俺が居場所を知っているから案内してやるよ」

　それはとてもありがたい申し出だったので、ヤオは親切を受けることにした。

　すると男は、ヤオの手をとると街を出て、森の暗がりへと連れて行こうとしたのである。

「どこへ行く？」

「こっちさ。緑の人は、こっちにいるんだ」

　ヤオの手首を握ってくる汗ばんだ感触に「なんだろう、この手は……」と思う。

　もしかして、春を売る職業と間違われたんじゃないかなぁ、それだったらやだなぁ、と思って見ていると案の定、人気のないところに来た途端「金ならあるんだぜ。それに、俺は結構顔が広いんだ。緑の人に口を利いてやるからよ」とか何とか言いながら、いかがわしくも押し倒そうとして来たのだ。

「力ずく、金銭ずく、というのは頂けないな」と出来る限り加減して股間を膝で蹴り上げる。するとその男性は己の間違いを痛切に理解してくれたようで、ペコペコと頭を下げながら、逃げ去っていった。

　何故か財布を落としていった。後で届けてやらなくてはいけないだろうと思って拾っておくことにする。

　普通の女性なら「なんて酷いことをっ」と追撃して、とことん痛めつけているかも知れない。だが、ヤオはそうはしなかった。若い男なら、ま、しょうがないか……と、話の分かるところを見せたのである。

　自分の容姿が（しかもボンテージ鎧を着ている）異性に与える影響というものを、ちゃんとわきまえているのだ。この手のことに余裕があるのだろう。あるいは、似たような誤解もこれが初めてではないから、悪慣れしているだけなのかも知れない。

　ヤオは、酒で酔わせてとか、力ずくとか、金銭ずくの独りよがりな女の扱い方を好まない。しかし、礼儀正しく誘いの言葉をかけたなら、考えるくらいはするのだ。なのにそれをしなかったばっかりに、男は股間へ痛撃を喰らう羽目に陥ったのである。

　結局は、時間の無駄遣い。しかも、手を引かれるに任せていたら街を出てしまった。

　こうしている今も、同胞達は炎龍の脅威にさらされている。この程度で挫くじけては居られないと、ヤオは気を取り直し再び緑の人を探すべく、街へと引き返した。

　ただ、真っ直ぐ逆戻りをするのも惜しい。そこで、今度は大通りから路地に入ってみることにした。

　だが、裏通りは、緑色の服を着ている者の姿はほとんど見られなかった。

　代わりと言ってはなんだが、荷物満載の荷車がずらっと列んでいた。どうやら、通りの裏側は倉庫街のようだった。まだ、殆どの倉庫が建築中だが、とりあえず屋根だけはできあがっていて、物資が所狭しと置かれていた。そして吹き込んでくる塵や雨風を防ぐためか、厚手の布が被せられていた。

　そこでは作業員達が、荷車から倉庫へと荷物を移す作業をしていた。

　品物は麦袋とか、干し肉干し魚といった食糧品が多い。生きた家か禽きん類の入った籠もあった。こうしたものが、加工調理されて、食堂で出されるのかも知れない。

　その傍らでは、様々な種族の傭兵連中が屯たむろして休息していた。汚れた旅装を身につけているところを見ると、今さっきこの街に帰り着いたばかりのようだ。彼らの馬が、飼い葉桶に群がって水を飲んでいる。

　そんな傭兵の一人がヤオを見つけて、ちょっかいを出して来た。

「よお、ねぇちゃん、何やってるんだい？　暇なら俺たちと遊ばない」

　ちゃんと言葉で申し入れて来るだけ、先ほどの無礼者よりはマシである。ただ、少々品というものに欠けていた。しかも、少しばかり猥わい褻せつな発言を付け加えてきたので、ヤオは冷静に視線を下ろして「ふむ。君の持ち物では、無理ではないだろうか？」と、ほがらかにあしらった。

　すると男は、酷く傷ついた表情をすると涙ぐみながら走り去っていった。

　どうやらヤオの一言は、その男の精神に対して相当の破壊力を有していたようである。もしかしたら、非常に強いコンプレックスを抱いていたのかも知れない。

　これは申し訳ないことをしたなと、ヤオはそそくさとその場を後にした。

　しばらく移動すると、今度は木箱が山積みになっている一角に出た。

　その前で、商人がなにやら値段交渉しているのが見える。箱の中にあるのは非常に薄くて光沢のある布だった。ヤオですら、一目で貴重品と分かるほどの美しさだ。

「これは何だ？」

　好奇心から尋ねてみる。すると商人が「『さてん』とかいう生地らしい。非常に光沢があって、しっとり滑らかな感触が特徴だ。これで服を作ったら、さぞ美しく仕上がるだろう」と説明してくれた。これが欲しくて、商人はわざわざこのアルヌスまでやって来たという。

「ここじゃ、小売りはしないんですがねぇ」

　倉庫番のような男が、渋い顔で交渉その物を打ち切ろうとしていた。

　アルヌス協同生活組合では、あちこちの商人がこのアルヌスに押し寄せるのを嫌ってイタリカや、帝都、あるいはログナン、デアビスといった周辺の街に置いた支店でのみ、小売りをするようにしているのだ。

「そこを何とか、是非」

　商人も、当然そうした支店を訪ね歩いたという。だが、どこも品薄状態。気に入った生地を入手できなかったらしい。しかし商人は諦めるわけにはいかなかった。ノンビリと品物が届くのを待っているわけにもいかなかった。急ぎの仕事のために、どうしてもすぐに生地を手に入れる必要があったのだ。

　商人は語る。

　今、帝都の貴族社会では大変革が起きている。

　貴族の婦人方が纏うドレスにとんでもなく豪ごう奢しゃで鮮やかな、金糸銀糸の絢けん爛らんな織物や美しい染め物で仕立てられたものが現れたのだ。

　その鮮やかさに心奪われたご婦人方はおずおずと「そのお召し物はどちらで？」と問う。だが問われた本人は、優雅に微笑むだけで決して教えてくれない。

　貴女が左手で自らを扇ぐ、その見事な小物（扇子）は何？

「たいしたものではありませんわ。おほほほほ」と言いつつ、これ見よがしにパタパタ扇いだりする。

　その身を飾る、美しい真珠は何？　しかも、そのハンパ無い量は？

「それほどのものではありませんわ。おほほほほほほ」と言いつつ、これ見よがしに真珠のネックレスをジャラジャラと、そして真珠のイヤリングを見せびらかせたりする。

　あんたそのスタイル（注　バスト）はどうしたのよ？

「いえいえ、いつの間にか育ったようですわ。おほほほほほほほほほほほほほほほっ」

　その化粧品はどこで買ったか言えっ！

「普段使っているものと同じですわ。美しく見えたとすれば、元が良いからでしょう。おほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほ、けほっけほっ」

　女性は知性や気品には嫉妬しないというが、逆に財力とか、美しさの類にはものすごく嫉妬するそうである。そして優越感とは他人の嫉妬心を栄養として肥え太るものなのだ。だから、そりゃぁもう見せびらかすこと見せびらかすこと……。とある貴族のご婦人など、その口惜しさで、ハンカチを食いちぎってしまったほどだという。

　こうして、嫉妬と羨望と憎悪に駆られた婦人方の激情は、矛先を求めて駆けめぐり、最終的には帝都の服飾業界、すなわちお針子や布地を扱う商店へと向けられたのである。

　しかし、お針子や商店主も「あれより凄いものを作りなさい。お金に糸目はつけません。出来なければどうなるか、分かってますね」とか言われても、材料が無くてはどうすることも出来ないのである。

　彼女たちが仕立てるものと言えば、貴婦人等の纏うドレス、メイド服、神官服など。どれも、普通に織られた生地に、さして種類のない染料で染色し、刺繍をしたり、縫い取りをつけたり、あるいはフリルを寄せたりという手間で勝負するしかなく、技術的にはドングリの背比べなのだ。だからこそ、元の材料たる生地から負けていては、どうすることも出来ないのである。

　そこで、生地商人やお針子達はひとまず情報収集に走った。

　どこで入手したにしても、生地からドレスに仕立てたお針子がいるはず。まずはそこからということで、貴族のお屋敷に出入りするお針子が、仲間から締め上げられ白状させられた。（本当に締め上げられて、命の危険をとても強く感じたと、お針子嬢は涙ながらに語った）

　そして、集められた情報の全ては「アルヌス」の方角を指ゆびさしていた。

　これと似たようなことは宝飾業界でも化粧品業界でも起きている。その後の推移も似たようなことだったので、割愛したい。

　こうして、アルヌス協同生活組合・帝都支店に、お針子や布地商店主達が殺到するに至ったわけなのだが、アルヌス協同生活組合では友ゆう禅ぜん染ぞめや、西にし陣じん織おりといった贅沢品は扱っていなかった。

　だが、その代わりとして見せられた商品サンプルが、光沢のあるサテン、透けるほどに薄いオーガンディー、張りの強いタフタ、感触の柔らかいビロード、伸縮性のあるストレッチ素材等である。しかも染色の技術が素晴らしく、色彩も非常に豊富だ。染料の高価さから王家の色と言われた貝紫に似た色ですら、当たり前のように扱われている。

　ちなみに伸縮性のある素材でつくられた『てぃしゃつ』と呼ばれる製品は、吸湿性に優れ着心地も良いため、高価ながらも人気商品として流行の兆しを見せている。

「これだけの生地を材料に出来るならデザインで勝負できる！」

　絶望の地平線を越えたお針子達は、ぐっと拳を握った。参考となる『図絵』も、何故かアルヌス協同生活組合・帝都支店の片隅から発見された。

　一冊だけ、ポツンと置かれていたその図絵には、人間がそのまま吸い込まれたのではないかと思うほど、精微に描写された絵と、どこの国の言葉とも分からない字がズラッと列んでいたのだ。

　誰も読むことは出来なかったが、それはさしたる問題ではない。彼女たちに必要だったのは、服飾デザインの参考となる図絵の方だったからだ。斬新に過ぎるデザインや色遣いは、自分なりにアレンジすればいい。「ちょっとこれは……」と思えるほどの露出も、加減すればいいのである。こうして異国の図絵は帝都のお針子達の間で、密かに、そして大切に、長きにわたって保管されることとなる。

　ちなみにその書籍に書かれた字を日本人が見たら、「コスプレ」とか「レイヤー」などの文字を発見することが出来ただろう。何故そのような書籍が特地に持ち込まれ、帝都まで運ばれてしまったかは、アルヌス協同生活組合と縁の深いとある日本人男性約一名だけが知っている。




　──数週間前。




「俺の雑誌、知らない？　コスプレインターナショナルの特集号なんだけど」

「見ませんでしたよ」

「どこに、やったのかなぁ？」

「隊長。ちゃんと掌しょう握あくしてないからですよ」




　こうして、帝都の貴族女性のファッションは、入手先不明な絢けん爛らん豪ごう華かな素材で作られたドレスと、これまた製法不明の美しい生地で作られた非常に斬新かつ奇抜なデザインのドレスの二大流行によって、完全支配されることになったのである。

　さて、商人は説明を続ける。

　お得意の、とある貴族の令嬢が社交界にデビューしようとしている。その押し出しをよくするためにも、是非『アレより素晴らしいドレスを』と頼まれたのだと。上手くいかなかったらどうなるか……という父親からの脅し付きで。

　そこで、我が身と嫁さんと子ども達の生活のためにも、商人はあちこちの布地を探して歩き、やっと『さてん』という生地に出会ったのだ。商人は切々と語った。この生地を使ってドレスを仕立てたいと。

「でもねぇ……」

　担当の男は腕を組んで唸った。アルヌス協同生活組合に繊維部門担当者として雇われる前は、彼も生地の行商人をしていたので、貴族連中がいかに傲慢で強引であるか身に染みて理解していたのである。だから助けると思って、売ってやりたいとも思うのだ。しかし、上からのお達しに従うなら、小売りは支店でしなければならない。

　そんな風に困り切っている二人を見て、ヤオは「ならば、こうしたらどうだろう」と口を挟むことにした。

　商人の男は、どちらにしても帝都に帰らなくてはならない。繊維担当者は品物を帝都の支店に送らなくてはならない。ならばこの商人に品物を、帝都の支店へと届けて貰えばよいのだ。商人は、品物を預かる代わりに保証金を積む。そして帝都の支店に届けたその場で品物を引き取るわけだ。

　形をそのように整えて置けば、商人は約束は守れなくてもいい。ちゃんと届けて、保証金の預かり証と引き換えに、品物を受け取っても良い。どっちにしても組合側には損は発生しない。ただ、商人として今後の取引を考えるなら、信用のためにきちんと届けた方がよい。しかし、届ける間も惜しいとあれば、それもまた可能となる。

　商人と繊維部門担当者は、ヤオのアイデアを聞いてポンと手を叩いた。

「なるほど。それなら問題ありませんな」

「いやいや、誰も損をしない名案。とはいえ、規則の裏をかくことに関しては、流石はダークエルフですな」

「いかにも、奸かん智ちに長けてらっしゃる」

　おぬしも悪よのう、という視線がヤオへと向けられた。

「そ、そんな、普通のことではないのか？」とヤオは思いつつも、役に立ててよかったとその場をそそくさと後にするのだった。




　再び大通りに戻って、緑色の服を着ている者を捜すべく売店を覗き込む。

　すると、売店のメイド服猫耳娘が、緑色の服を着た連中と会話を交わしているのが見えた。

　談笑していると言って良い。彼女が微笑みかけると、男性達は顔を赤くしたりしながら、勧められるままに、あれもこれもと買い物の品数を増やしている。

　すわ、言葉の通じる男か？　と思ったのだが、様子が違った。猫耳メイド娘の方が向こうの言葉を喋っているのである。

　ヤオは考える。彼女は何故、緑色の服を着ている者達と言葉を交わすことが出来るのか……。物怖じせずに尋ねてみることにした。そして声をかけてみればその猫耳娘は、昨日ヤオの隣で飲んでいた娘だった。

　猫耳娘は「緑の人はみつかったかニャ？」とちょっと皮肉そうに言いつつも、ヤオの問いに親切に答えてくれる。

「これがあるニャ」

　彼女が見せてくれたのは、小さな書籍であった。

　それは、緑色の服を着ている者達（猫耳娘が言うには『ニホン人』というらしい）……彼らの使う言葉の、簡単な日常会話の手引き書であった。

　アルヌス協同生活組合編集／カトー・エル・アルテスタン監修／学陰書房出版。その表紙の色から、皆『赤本』と呼んでいる。

「こ、これは買えるのか？」

　その赤本の表紙には、金字でこう書かれていた。

『本書は部内専用であるので次の点に注意する。教育訓練の準じゅん拠きょとしての目的以外には使用しない。用済み後は確実に焼却する』

「組合員か、組合の従業員として雇われた者なら無料でもらえるニャ。それと語学研修生とか、その使用人ももらえるニャ。でも、外部の人にあげていいかどうかは分からないニャ。売ることも考えてないから値段が決まってないニャ。残念だけど売ってあげられないニャ」

「何とかしてもらえないだろうか？　昨晩話したように、なんとしても緑の人を探し出して、話をしなければならないのだ。……だが、今朝から何人も声をかけているのに、言葉が全く通じず困っている。伏して頼む」

　ここまでくれば、ヤオも必死である。猫耳娘に深々と頭を下げた。

　猫耳娘も出来ることならヤオに赤本を渡してやりたかった。だが、彼女も雇われている身の上である。勝手な判断を下すことは出来なかった。

　無料で支給されているとはいえ、書籍とは本来非常に高価なものなのだ。これを手渡された時、数カ月分の俸給がさっ引かれることを覚悟したほどだ。仕事で必要な物……例えば今着ているお仕着せ（メイド服）とか、住み込みの場合なら家賃、食費、各種の消耗品の費用が給料から天引きされるのは、この世界では当たり前の事なのである。それが、ここでは違った。

　必要な物は大抵支給してくれる。食費は格安（職員割引）。寮も完備。勿論、備品を乱暴に扱って壊したり破ったりすれば、それ相応の弁償をしなければいけないが、普通に使ってくたびれた分には、給料から天引きされることはないのである。

　これは、どこに行っても見られない好待遇であった。まさに革新的と言っていい。雇用条件について書かれた書類を見て「有給休暇って何、それ美味しいのかニャ？」と思わず叫んでしまったほどである。

　それだけに彼女たちは、仕事に対して真剣に、そして責任感を持ち、信用を失わないように気を配っているのである。気性の荒い傭兵達ですら、自分達が掴んだ幸運を手放さないために、仕事には真剣に取り組んでいる。

　ここで下手をして信用を失えば取り返しのつかないことになる。これほどの理想的な職場を紹介してくれた、フォルマル伯爵家の顔に泥を塗ることになるし、彼女たちの一族の信用をも失いかねない。

　ヤオ達、ダークエルフ一族の存亡がかかっているのも分かるが、キャットピープル一族の生活もかかっているのだ。彼女たちの故郷は、今や彼女たちの仕送りで成り立っているのだから。

　なので「たかが書籍一冊くらいくれてやる」というわけには、いかないのである。

　普段ならこのように判断に困る時は、上司……つまり組合の幹部である老人や賢者かエルフに、「どうしたらいいニャ？」と尋ねることになるのだが、具合が悪いことに今は居ない。だから、待って貰うしかない。なのに、ヤオは「待っている余裕がない。今すぐ」と迫って来た。

「無理だニャ」

「そこを伏して頼む」

「頭を下げられても無理だニャ」

「なんとかして欲しい」

　こうして猫耳娘が困っている丁度その時、ドアから警務隊の隊員（警務官）二人が入って来た。一般の陸上自衛官と同じ戦闘服姿だが、右肩に『警務／ＭＰ』と書いた黒腕章をしていた。

　警務官による、定時の巡回であった。

「どや？　メイアちゃん。何か、困ってたりしとらんか？」

　気さくな関西弁で、警務官は声をかけた。メイアこと、猫耳娘もたどたどしい日本語で、特別困ってはいないと答える。

　ヤオのしつこい依頼に困っていると答えれば、警務隊はヤオを不審人物として調べたり、店どころか街から追い出してしまったりするかもしれない。けれどヤオがどうしてこのアルヌスに来たかは聞いていたし同情もしていたから、そういうことにはならないようにしてあげたかったのだ。

　ところが警務官の一人が、ヤオの容姿に視線を巡らせて眉を寄せた。

「ん？　こちらのエルフ。報告のあった女じゃないか？」

「ホンマや。カラメル色の肌に、銀髪。エルフ耳の美人で、革鎧。……なんや、鞭でも持たせたくなるようなすこぶるつきのべっぴんやな。ターバンにマント姿……報告のあったカツアゲ犯の特徴に合致するわなぁ」

「訴え出たのが、素行の悪い奴だから与太話だと思ったけど……ホントにいたんじゃしょうがない。一応話を聞かないとな」

　実は、警務隊に被害の申し立てがあったのである。「艶っぽいダークエルフの女に誘われて、ついつい森まで行ったら股間を蹴られ、財布を取られた」と。

　特別地域自衛隊派遣特別法施行令では、特地は自衛隊の施設内という扱いになっているので、警務隊が犯罪捜査、犯人逮捕等の治安維持に携わることになる。

　警務官はヤオに「ちっと、話を聞かせて欲しい」と告げた。アルヌスの街の治安に関わる重要な仕事なので、結構熱心に勉強し片言ぐらい話せるのだ。決して、猫耳メイアと親しくなりたいとかいう下心からではない……と思う。

　言葉が通じる日本人!?

　ヤオとしても嬉しい瞬間であった。しかも話を聞こうとすら言ってくれる。

　朝から、いったい何人に声をかけたことか。きちんと話ができる者が居ないことに絶望すらしかけていた。だがこうして、きちんと会話できる相手が現れたことに、幸運が訪れたような喜びを感じた。

　思わず、涙すら浮かぶ。やったぁと叫びだしたいくらいだった。

「すまんが、ちぃと、ついてきてくれるかぁ？　話があるからのぉ」

　いいとも、いいとも、話を聞いてくれるならどこへでもついていこう。

　こうしてヤオは、警務官の求めに素直に任意同行するのであった。カツアゲ事件の参考人として……。
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　森の中。

　木立の合間に、小さな泉が一つ。その淵に鎮座まします大岩に、一人の老人が座していた。

　その手にするは魔法の杖。その双そう眸ぼうが見つめるは彼の教え子。

　孫娘といっても通じそうな弟子の成長を、老賢者にして魔導師カトーはじっと見計らっていた。

　レレイ・ラ・レレーナは泉の畔にあって静かに佇みながら、杖を七分三分の位置で掴み、魔法行使の支度を整えていた。

　オカリナの音色にも似た喉声が、意味あるモノフォニー一人和声を滔とう々とうと紡ぎ上げていく。

「abru-main!」

　まずは『起動式』を建てる。

『現理』の支配する世界を『法理』で開かい豁かつして、『虚理』を展開するべく『陣』を敷ふ設せつ。

　空気の動きとしての風ではない『何か』。それは『虚理』の担い手たる『偽ぎ氣き』の揺らめき。魔法の行使者の志操を受けて、沸き立つように蠢く『法理』が彼女の銀髪を静かにそよがせる。

　魂こん魄ぱくが、その根源たる『在理』へと触れる。

　静寂なる森に、真空が横たわったごとく絶対無音の真なる静が場を支配した。

　レレイの突きだした掌を中心に、小さなプラズマ円が描かれる。その光円は、腕輪のごとくレレイの前腕周囲を浮遊。その円が静かに分裂して二つに、四つにと増えていく。しかも、肘から掌へと数を増やしていくに従って、その円は直径を大きくしていった。

　数珠繋ぎとなった光の円は、レレイの指先を越えてさらに三十個ほどにその数を増やし、メガホンのごとくその径を大きくしながら、やがて彼女の小柄な体たい躯くをもしのぐ大きさへと至る。

















「duge-main」

　レレイは中空に描かれた連環から、腕を引き抜くと、指を鳴らした。途端……。

　光の円が、連鎖的に弾けた。

　その炸裂は次第に加速、増幅されていく。連鎖爆燃する大きなトランペットから一条の紫光が飛び出す。

　その光の矢は、熱の塊そのものであった。それは泉の水面を突き破ると、瞬時にして周囲の水を大量に蒸発させた。これが一瞬にして為されると水蒸気爆発と呼ばれることになる。

　轟音と共に噴水のような大きな水しぶきをまき散らすに至った。

　突然の驟しゅう雨うの如き水を浴びながらも、カトーはしばし身じろぎすることが出来なかった。予測を遥かに超えた『効果』に、肝を冷やされてしまったのである。衝撃も、周囲に立ちこめる高温の蒸気も、そして降り注ぐ冷たい水も、どれもこれも彼の心臓によくなかった。

　レレイは空から堕ちてくる水しぶきを浴びながら、静かにいつもの無表情で、カトーの講評を待っていた。

「う～む」

　カトーは濡れそぼった髪をたくし上げ、水滴を払いつつ唸った。

「レレイよ、見事すぎて言葉もない。汝が展開した『理』を語るが良い」

　レレイは静かに一礼すると、学会発表のごとく語り始めた。

　我々リンドン派の魔導師は、戦闘魔法を用いると世に恐れられているが、実のところそれほどたいしたものではない。

　魔法を戦闘に用いていると言っても、それは魔法によって干渉された『現理』たる自然現象を、戦闘に応用しているのに過ぎない。

「このように」

　レレイは拾った小石を浮遊させると、近くの朽木に銃弾のごとく打ち込んだ。

『虚理』は、小石という物質が静止しているという『現理』に干渉した。しかし、このようなことは、石弓や投石機にも出来ること。だから、我々はこの現実を応用と洗練で克服してきた。

　レレイは今度は十個ほどの石を浮遊させた。この石を目標の周囲に漂わせ、四方八方の全周囲から襲いかからせて、倒木の幹に無数の穴を穿うがつ。

　この技芸は、一丁の石弓や投石機には不可能な現象。故に、戦闘魔法は人々の畏怖を勝ち得てきたのだ。

　だが、観客はそれでいいとしても、タネを知る奇術師の側から見ればどうか？　火の魔法は、要するに火を浴びせるだけ。ならば火のついた薪や油を相手に浴びせるのと同じではないか？　水の魔法は、結局の所水を浴びせるだけと分かってしまうのだ。

　……これらは全て、機械や道具を用いることで再現できることだ。しかも『虚理』の効果範囲は短く、また発揮される力もより大規模な機械によって軽く凌駕されてしまう。

　これまでの規模の小さな戦闘においては欠点たり得なかった問題だが、最近の戦場は、激突する戦力が大きくなって、魔導師の重要度は低下する一方なのである。無論、無用の長物と化したわけではない。医療や間接支援において、今なお不可欠な役割を担っている。だがしかし、魔法戦闘の大家リンドン派としてはその現状に甘んずることは許されない。先達が努力を積み上げて来たように、我々もまた研けん鑽さんを続けなければならない。

　しかし、自衛隊が用いる『銃』や『砲』のような強力な武器が登場した今、これまでと同様の努力では、時代の変革に対応できないかも知れない。

　これは『現理』に干渉する形で『虚理』を行使している限り、かならずつきまとう問題だ。『現理』に働きかけることに関しては、『現理』のほうがより効率的なのだから。結局技術の発達に必ず追いつかれ、追い越されることとなる。

　ところが、門の向こうの『現理』の探求は、我々の遥か先を行って深く広かった。その『現理』に沿った形で魔法を展開すれば、今以上の威力を魔法において発揮できないか？　それがレレイの着眼だった。

　例えば、門の向こうに『炎』についての研究があった。

　それによると、『炎』とは空中の『焼素』と、物質のもつ『然素』が結合する現象である。それは燃焼と呼ばれる。

　そして、爆発とはこの燃焼が一瞬の時間で為されることである。我々の研究が行き詰まっていたのは、密封した容器が熱されて起きる破裂と、爆ばく轟ごうとを取り違っていたからだ。

「そこで、爆轟を起こすことを試みた」

　レレイは、中空に光の球を作り上げた。

「焼素は、門の向こうでは酸素と呼ばれる。然素は、門の向こうで炭素や水素と呼ばれる物質があてはまる。そこで『虚理』を持って、『焼素』と『然素』を引きはがし、集めることにした。これを力場に封じ、適度な密度を持って中空に浮かび上がらせる。そして『虚理』から一気に解放する」

　指を鳴らすと、ポンッとその光球は弾けた。

「門の向こうでは、『火薬』と呼ばれる物がある。それがこの光球に相応する」

「うむ、理に適かなっている。魔法の応用範囲はこれまで以上に広がるであろう。異界の研究から示唆を受けたとはいえ、それを魔導に組み入れ、実際に行使するまでにまとめ上げた功績は博士号にも値しよう」

　これまで手の届かなかった爆轟という現象を操れるようになったとなれば、魔法の価値はさらに上がることになる。ちょっと考えただけでも、軍事、工業や土木において有用ではないか。カトーはそう論じて場を締めようとした。

「しかし、これは威力がない」

　爆轟は、それだけではたいした破壊力がない。大きな音と衝撃、光、そして熱を放って終わりである。より強い効果を得たければ、然素をかき集めればいいのだが、効率的とはいえない……とレレイは説明を続けようとした。ところが、カトーが手を挙げて話を中途で制止した。

「お客のようだ」と告げて振り返る。

　レレイもカトーの視線の方向へと目を向けた。するとそこに、自衛隊の警務官の一人が立っていた。

「すみません。ちょっと複雑な話になってきまして、通訳をお願いしたいんですが」

　レレイは小さくため息をつくと、カトーに一礼して、呼び出しに来た警務官の元へと進むのだった。
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　警務隊の取調室は、誰の趣味なのか、刑事物テレビドラマに出てくるような、いかにも取調室と言いたくなる内装がなされていた。

　広さは二坪程度……畳で言うと四畳くらいだ。中央に飾り気に欠けたテーブルがひとつ置かれ、その前後にはパイプ椅子が配置されている。

　鉄格子の嵌った窓側は『調べられる側』、出口側は『調べる側』が座る席だ。

　出入り口近くの壁際には別の机が置かれて、そこは口述筆記をとる係官が座る。インターフォンや、電話もここに置かれている。

　ヤオはこの部屋の『調べられる側』の席に座って、肩を落としていた。流石に涙目とまではなっていないが、身に覚えのない嫌疑に、相当憔しょう悴すいしている様子が見て取れた。

　向かいに座る警務官も、単語帳やら、赤本やら、ボロボロになりつつある辞書を並べ、意思疎通を懸命に図ろうとした様子が見受けられた。くしゃくしゃに丸められた調書用紙が屑くず籠かごに山になっていて、相当に苦労しているようである。

　警務官も最初は犯罪被ひ疑ぎ者しゃを取り調べるように、いかめしい口調と恫どう喝かつ的な迫力で、取り調べを始めたのである。実際、被害者が奪われたと訴えていた財布を、ヤオが所持していたことも、彼の心証を悪くする一要素となっていたからだ。つまり、普通ならば冤えん罪ざい事件になるような材料が、見事にそろっていたのである。

　ところが、そうはならなかった。

　それもこれも、担当した警務官が知ったかぶりをしなかったからである。要するに身の程を知っていたというか、自分に語学のセンスがないことをわきまえていたのだ。

　言葉が通じないから、互いの意思疎通に嫌でも慎重になる。一語一語を聞き取り、翻訳して文章に構成する。そして読み上げて本人に間違いないか確認をとる。これらの作業を丁寧にしていくから、「ああ、分かった、分かった。こういうことだな」という感じの、安易な決め付けが起きなかったのである。

　こうして悪戦苦闘している内に、事情は何やら込み入っていて、財布を奪ったとか奪われたとか、そういう簡単な話ではないことが分かってきた。

　警務官も「ん？」と懐疑的になった。そして、「どうもおかしい。被害者の訴えと全然違う」と考えるようになったのだ。

　目の前にいるのは、褐色の肌を持つ美しいエルフ女性。しかも、『襲われる』とか『乱暴される』ことを意味する単語を辞書から探し出すのを見ては、放って置くことが出来るだろうか？　もし、暴行を受けたのであれば心理的なケアも必要になるだろうし。

　最初厳めしい態度だった警務官も最後には優しく「うんうん」と頷きながら聞こうとする態度になってしまった。そして、自分では細かな意思疎通は不能と判断し「恥ずかしながら、自分では詳しいことが分からん。技官のレレイさんを呼んでくれ」と部下に伝えたのである。

　取調室の電話が鳴ると、警務官は「待っていた」と言わんばかりの態度で受話器を取った。

「はいっ、菊きく地ちです。ええ、待ってました。こちらに案内して下さい」

　こうしてレレイが案内されて来ることとなったのである。

　レレイが入れば、それまで停滞していた事情聴取は瞬く間に片付いていく。ヤオの供述から恐喝事件はやはり嘘であったことが判明する。偽りを訴え出た男は、警務官が「ちょっと話がある」と尋ねるとあっさり白状して、逆に婦女暴行未遂犯として捕らわれることとなった。

　ちなみに特地での犯罪は、加害者あるいは被害者が日本人の場合と、事件現場が駐屯地施設内、及びアルヌスの街の場合、犯人を東京に送還して裁判に付されることになっている。事件現場が施設外、あるいは被害者・加害者の双方が現地人同士の場合は、ピニャの指定した司法機関、この場合はイタリカのフォルマル伯爵家へと身柄を送検して、現地の法によって裁かれることが協定実務者会議での取り決めだ。今回は、事件が現地人同士の事例であったためイタリカに身柄を送られることとなる。

　こうして、ヤオの巻き込まれた事件はあっさりと片が付いたのであるが、ヤオは仕事を終えて立ち去ろうとするレレイを、しがみつくようにして捕まえるとこの機を逃してなるものかとばかりに、『緑の人』に会いたい、会って話をしたい旨をまくし立てた。そして、炎龍に一族が襲われていると告げたのである。

　レレイとしても、炎龍がダークエルフの集落を襲っていると聞いて、無視することは出来なかった。いま、こうして彼女がここにいるのも炎龍にコダ村が襲われたからなのだ。それに、彼女の友人や知り合いの多くが、炎龍によって命を失っている。

「つまりは、ニホン人に助けて欲しいという希望を伝えればよい？」

「そうだ。見たところ、御身は顔があちこちに利くようだ。ならば口添えも頼みたい」

　無論レレイに、ヤオの願いを断る理由はなかった。

　こうして、ヤオの希望は漸ようやく叶ったのである。そして、その直後に彼女は絶望の淵へと叩き込まれることとなった。




　アルヌスの街の食堂──『貴賓席』。

　そこは、清掃の行き届いたちょっとした喫茶店のような雰囲気で、落ち着いたデザインのテーブルと椅子が整然と並べられていた。そして観葉植物に、絵画。これらの調度品類が上品さを醸し出している。一般席の雑多な雰囲気とは大違いだった。

　夕の食事時にはまだ早いが、一日の研修課業を終えたボーゼスとか、パナシュといった貴族のお嬢様方は、奥まった一番良い位置にあるテーブル席を占領している。

　見れば、何冊かの本をテーブルに積み上げ、それを取り囲むようにして、何やらヒソヒソと話をしていた。耳を澄ませば「リサ様から……」とか、「新刊」とか「翻訳作業の分担」といった単語が漏れ聞こえただろう。

「お嬢様。本日の新しい茶葉が入りました。おためし下さい」

　彼女らに給仕をするのは、『執事番』と言われるウェイターだ。典雅な振る舞いで、高貴な育ちのお嬢様達にも、怖じけず負けず、堂々と応対していた。

　何でも池袋にある、とある特殊な喫茶店で働いていた、というふれこみで柳田が連れてきたのである。

　日本側から持ち込まれる、お茶やコーヒー等の取り扱いやサービスについて現地人料理長やウェイトレスに指導するというのが建前だが、まだ特地への立ち入りが一般人には禁じられている現状で、それを信じているのは特地側の人々だけであった。自衛官連中は「どう見ても二科（情報担当）だよな？」という意見で一致していた。

「きっと池袋で、研修させられたんだろうなぁ。ご苦労というか、何というか……」と、その労苦をしみじみと思いつつ、幹部自衛官達は口を噤つぐむ。

　とはいえ、堂々たる執事ぶりであった。

「まぁ、美味しいっ！　このお菓子はなぁに？」

「はい、お嬢様。こちらは、ミルフィユ・グラッセでございます。小麦を溶いて薄く焼いた生地に、甘みを抑え、ブランデーの風味をほんのりと効かせたカスタードクリームを塗り重ね、チョコレートで飾りたてたものでございます。日本国は青山にございます、高名な菓子職人の手からなる逸品でございます」

「素晴らしいわ。日本という国は、どうして些細な食べ物すら、芸術の域に高めてしまうのかしら」

　憶えたての日本語で、令嬢達は賞賛した。日本語を学ぶために来ていることもあって、彼女達はこの場では日本語を使用する。

「そのことを理解できる方に食されて、菓子職人も満足しておりましょう」

　ケーキは日本発祥の物ではないんだがと思いつつも、あえてそれには触れず、ウェイターはレベルが高いものを理解できるのは、レベルが高い者だけ……という論理のおべっかで、お嬢様達を持ち上げてみせた。

　ちなみに、彼の目はしっかりと情報収集のために働いていた。が、机の上に並べられていた書籍の正体を知って、げんなりとした気分を味わっている。

「腐ってやがる……」という呟きが彼の心境を表している。もしかすると、この種の文化は彼女達には早すぎたのかも知れない。彼が着眼点とするＥＥＩ（情報主要素／Essential Element of Information）は、「彼女たちが何に関心を持ち、どう行動しようとしているか」だが、最近は、報告書をどう書いたものかと悩まされている。

　一方、別のテーブルではヤオが呆然としていた。

　その視線は中空に留まり、何物も目に映っていないようである。まるで、スイッチを切ったロボットのような感じで、ただ静止していた。

　その向かい席にはレレイの姿があった。何を考えているのか、じっとヤオを観察している。

「おまちどおさま」

　食堂の看板娘、デリラが、銀トレーに載せた香茶ポットを運んで来た。

　レレイは、日本から運ばれてくるハーブティがお気に入りで愛飲している。今回は、鬱気分に効果のあるセントジョーンズワートを注文していた。別にレレイが鬱気分な訳ではない。ヤオへの配慮である。

　だが、お茶が届いたにもかかわらずヤオは何の反応も示さなかった。仕方なく、レレイは手を伸ばすとポットからカップへと注ぎ、ヤオへと勧める。

「飲んで」

「………………」

　ヤオは表情を動かさずに、手を伸ばすと機械的にカップを口へと運んだ。

　待つこと暫しばし。

　やがてカップは空になる。

　再度、お茶を注いで、ヤオへと勧める。

「飲んで」

「………………」

　ヤオは呆然とした面持ちのまま、手を伸ばすと機械的にカップを口へと運ぶという作業を繰り返した。

　やがて空となったカップを置いたヤオは、はたと気付いたように言った。

「なんだか悪夢を見てたような気がしている。妙に現実感がない……そうか、夢だったんだ」

　レレイは黙したまま、ヤオへ向けていた視線を下ろした。そうして、淡々と自分のカップを口に運ぶという作業を繰り返した。

　ヤオは、そんなレレイを見ているうちに、ポツポツと涙を落とす。

「…………………………………………何か言ってくれないか？」

「夢ではなかった。貴女が聞いた言葉、見た光景、全てが現実」

「ほ、翻訳の間違いとか……」

「それはない」

「………………お願いだ。間違いだと言ってくれ」

「言ったとして、何も変わらない」

「…………………なぜだ。何故、駄目なんだ」

「ハザマ将軍は、既にその説明をされた」

「でも、それって……余りにも、あまりにも……」

　炎龍を倒すべく、助けが欲しい。レレイの紹介を受けて狭間はざま陸将と面会が叶かなったヤオは、真っ直ぐにそう頼み込んだのである。事情も説明し、代償としては部族から預かってきた金剛石の原石も提示した。

　だが、狭間の態度は話の当初から重苦しい物だった。地図を広げ、ヤオの故郷であるシュワルツの森がどの地域にあるのかを確認するに及んで、狭間は苦虫を噛みつぶしたような表情で、首を振った。

「遠路はるばるおいで下さったのに、力になれず申し訳ない」

　その理由として、狭間はこう言った。

「あなたの故郷であるシュワルツの森は、帝国との国境を越えてエルベ藩王国だ。軍が国境を越える意味は、語らずともお分かりになりますな？」

　古今東西、ことわりもなく兵に国境を越えさせる行為は、宣戦布告と同義であった。それはこの異世界においても同じである。また国境を越さなくても、国境近くに大軍を移動させると政治的な緊張を高めることになるのだ。

「た、大軍でなくても良いのです。み、緑の人……たしか十人ほどと聞き及んでいます。その人数なら、軍勢とは言えないはず」

「滅相もない。そのような少数で危険なドラゴンと相対させるなど、部下を死地に追いやるも同然。自分にはそのような命令を下すことは出来ません」

　叫ぶように泣くことが出来たら、ヤオもそうしただろう。だが、彼女はそのように泣いたことはなかった。伴侶となるはずだった男性を失った時も、恋人が亡くなったことを知った時も、今と同様に両手で顔を覆い、ただ声を殺して涙を流したのである。流された涙は、彼女の両の手しゅ掌しょうから手首へと伝わり、そのまま肘へと流れ落ちていく。

「くふぅ……」

　絞るように漏れた嗚咽。

　いつの間にか、まわりのテーブル席を埋めていた自衛隊幹部達も、重々しい空気と痛ましさで黙り込む。

　そんな中で語学研修のご令嬢方の楽しげな笑い声が、かすかに聞こえることが、かえって哀れを誘うのであった。




「まるでお通夜みたいだねぇ」と厨房に戻ってきたデリラは、料理長に貴賓席の様子を告げた。

「しょうがねぇさ、あのダークエルフの姐さん、例の炎龍退治をハザマ将軍に頼み込んで断られたってんだから」

　料理の下ごしらえに手を動かしていた料理長はそう返す。

「それって、やっぱりロゥリィの姐あね御ごを怒らせたからかなぁ」

「違うだろ？　今回はイタミの旦那、絡んでねぇもん」

「そう言えばそうだね。そうすると上のお人達の事情って奴か。どんな事情なんだろうねぇ。折角、隊長さん達が集まってきてるってぇのに。あたいもニホン語の聞き取りをもうちょっと磨かないと駄目だな、こりゃ」

「デリラ。お前さんの影仕事についちゃあ、俺は煩うるさく言うつもりはない。だが、適当にしておけよ。俺は、今の仕事を失いたくない。何かあったら、真っ先にお前の名前を言うからな」

「分かってる、分かってるって。ヘマはしないよ」

　デリラは料理長に向けて両手を合わせると、ドリップの済んだコーヒーをカップに注ぐのであった。




　ヤオとレレイ達から少し離れたテーブルには、健けん軍ぐん一等陸佐と加か茂も一等陸佐、そして用よう賀が二等陸佐と柘つ植げ二等陸佐の四人が、注文したコーヒーが運ばれてくるのを待っていた。四人の視線はさめざめと泣くヤオへと向けられている。

「用賀……なんとかしてやれんか？」

「無理ですねぇ。何しろ、市ヶ谷（防衛省）のほうから、野党から突っ込まれるようなことはするなというお達しが出ていますから」

　横で聞いていた、柘植二等陸佐が「ドラゴンの退治が、野党の攻撃材料になるって言うのか？」と言って話に割り込んだ。

　用賀は語る。

「実際になりました。防ぎようもなかった損害を理由に、現場の担当指揮官を国会に招致して吊し上げようとしたくらいですから……まして、今度は帝国の外ですからね。ドラゴン退治で越境攻撃しましたっていうのは、ちょっと不味すぎます」

「参考人招致どころか、証人喚問は免れなくなっちまうってか？」

　加茂一等陸佐はそう言って肩を竦すくめた。

「それこそ、内閣不信任決議案の良い口実です。参院がいくら騒ごうが無視を決め込める議席数を衆院で確保してるのに、今の内閣は基本的に弱腰で事なかれ主義ですからね」

　そこへデリラがコーヒーを運んできた。

　デリラが、テーブルにコーヒーカップを並べている間、会話は一時中断するが、彼女が立ち去ると今度は加茂一等陸佐が嗤った。

「でも、あの野郎ならなんとか躱かわせるんじゃねぇか？　俺はよぉ、テレビ見てて思わず爆笑したぜ。ま、茶化すような答弁が咎められて、後でしこたま叱られたそうだけど、それだって形だけのことだったしな。国会で言いたい放題言って、注意で済むってのも人徳って言うんかね」

「あれは、あの後の三人娘の方がもっとインパクトがあったからですよ。その援護射撃だって、結局は『伊丹だから』でしょうしね……」

　実際、自分達だったらコダ村からの避難民をそのまま連れて来たか怪しいのである。流石に見捨てたりはしなかっただろうが、もっと官僚的に、子ども達を不安がらせるような対応になってしまっただろう。伊丹のように「大丈夫、ま～かせて」という感じでは扱えなかったことだけは間違いない。当然、三人娘達が今みたいな好意的な感情を、自分達に向けてくれるとも思えないのだ。

　柘植は、コーヒーを飲み干してから言い放った。

「ドラゴン退治だけじゃない。帝国を叩き潰して、責任者の処罰と被災者への賠償を取り立てるという当初の目的だって、いつの間にか『門』を確保して、再侵攻を防げればよしという話にスケールダウンしている。いったい政府は何を考えてるんだ……」

「まぁ、この世界の政治情勢がだいぶ分かってきましたからね。この世界の覇権国家たる帝国を迂闊に叩き潰して、この大陸を戦国時代にするわけにはいかないっていう理由は、分かる話です。古代ローマ帝国が、ダキア（現在のルーマニア）を攻め滅ぼしたために、東方からの蛮族侵入を直接防がなければならなくなったという歴史を思い返すべきです」

　今、アメリカが滅んだら、頸くび木きを失った中国やロシアはあっという間に各地で戦争をおっぱじめるだろう。チベットやウイグル、グルジアを見ても、そう思わないとすれば相当におめでたい頭をしていると言わざるを得ない。

　それと同じ事で、帝国がなくなればこの世界でも覇権を巡って列強間の戦争が始まるのだ。日本、そして自衛隊はこの世界において無敵に近いが、それにも限りがある。従って、この世界の平和を維持する役割を、誰かに負わせなければならない。

　健軍は重々しくため息をついた。

「資源の採掘にしろ、商売をするにしろ、平和が一番だからな。そのあたりの欲目が出て来たってことだ」

　加茂はテーブルを掌で叩いた。

「じゃあ、俺たちは何のために特地まで来たってんだ？　『門』を守ってるだけなら、こんな戦力はいらんだろ」

「現在は、帝都で各種の工作が進行中です。『門』を中心とした周辺領土の割譲、賠償金の支払い、そして通商修好条約の締結……これらの条件を提示し、交渉して、帝国がこれを受け容れないという態度を示す場合は、いよいよ帝都に向けて進撃ということになるでしょう。すでに、計画の立案は済んでます。命令が出れば帝都占領は八十時間で完了しますよ」

「そりゃ、いったい何い時つなんだ」

「明日でないことは確かです。ですが来月か、再来月か……いずれにせよ、交渉は始まりますよ」

　加茂は「どっちにしても、気の長い話だぜ」と天井を仰ぎ見た。

「現代戦争は、始める前に目標をしっかり見極めて、終わらせ方を決めておく。始めたら一気呵か成せいに事を進めて、あっという間に終わらせる。それが要よう諦ていでしょ」

　柘植は、珈琲を飲み干すとデリラにお代わりを求めつつ「待つのが商売とはいえ、因果なことだ」と愚痴った。

「そして、助ける力があるにもかかわらず、それを行使出来ない俺たちの目の前で、女が泣いている。たまらないぜ……なあ、用賀。やっぱり何とかしてやれんか？」

「無理だと先ほど申し上げましたが」

「だからさ、出来る限り少ない戦力で、国境を騒がさない程度に……なんとかならんか？」

「最小限ですか？　相手は空飛ぶ戦車とすら言えるドラゴンですよ」

「とはいえ、所詮は一頭だ……」

「そうだぜ。折角空自が居るんだ。ファントムで殺れないか？」

　加茂が身を乗り出した。

「墜ちますかねぇ？」

「墜ちるだろ？」

「相手は第三世代装甲ＭＢＴ（主力戦車）並の防御力ですよ。20㎜程度じゃ無理ですって。それに、対空ミサイルでＭＢＴを撃破できますか？」

「ううむ……」

「要するに帯に短し、襷たすきに長しなんですよ。ん、例えが変かな？　まっいっか。ＡＴＭ（対戦車ミサイル）の類は、高速で飛行する目標に当てられない。飛行する目標に当たるＡＡＭ（空対空ミサイル）の弾頭では、第三世代級の装甲は貫けない。３ｒｅｃ（第三偵察隊）の奴ら、よくもＬＡＭ（１１０㎜個人携帯対戦車弾）を当てられたもんです」

「じゃあ、どうしろって言うんだ？」

「ですから、ドラゴンを墜とすなら、こうです」

　用賀二佐は、テーブルの上に自衛隊手帳を広げると、ボールペンで作戦概略図を展開した。

　まず、空にいる場合は、ファントムで攻撃。

「さっき、墜とせないっていってたろう」

「撃破は無理ですが、要するに頭を押さえるんです。そうですね、こちらの設定したキルゾーンに、高度二十～五十メートルくらいまで、追い落としてもらいます。

　ドラゴンの高度がそこまで下がったら、今度は特科の出番です。２０３㎜か１５５㎜の榴散弾をドラゴンの頭上に、土砂降りのごとくたたき込んでやります。それこそ息を継ぐ間もないほど爆風を叩きつけてやりましょう。空に、爆煙で富士山を描くほどの技をもってすれば、やれないことはないでしょう。

　そして、地面に釘付けしたところで、コブラからＴＯＷミサイルのつるべ打ちですね。可能なら七四式戦車を持ってきてＡＰＦＳＤＳ（装弾筒付翼安定徹甲弾／要するに、太くて重い鉄の矢）をたたき込みたいところです。ま、最後は普通科の隊員に死亡確認をさせる必要があるでしょう。マンガみたいに自己修復機能があって、しかもパワーアップされたら堪りませんからね」

「ちょっ、まてよ」

　言いながら、健軍は必要とする戦力を目算していた。

「火砲は、九九式（１５５㎜自走砲）の発射速度が一分間に六発。だとしたら最低でも十門いや、目標は移動するから、二十門は欲しいな。随伴する戦力として最低でも一個中隊。七四式戦車四両。空自からファントム二機。コブラ二機。観測ヘリ。整備、給弾車その他エトセトラ。……う～む、少数とはとても言えん」

「だから無理なんです」

　用賀二佐の言葉に肩を落とす三人であった。





　　　　＊　　＊






　ヤオは確かに涙もろいところがある。だが、泣いていても誰も助けてくれないということもまた、よく理解していた。泣いてる時に「どうしたの？」などと言い寄って来る輩に、ロクな奴が居ないということも体験済みだった。

　だから、立ち直る。結局の所、自分で起き上がるしかないのだから。

　泣いた。充分に悲しんだ。

　そうしたら、今度は手しゅ巾きんで涙をコシコシと拭き取り、すっかり冷め切った香茶で喉を潤し、清々したように両手を広げて大きく伸びをする。これで切り替えは完了である。

　ふと、気が付くと通訳をしてくれたレレイはもう居なくなっていた。ウェイトレスのヴォーリアバニー（首狩ウサギ）に尋ねると、「用があるので行く。もし、泊まる場所に困るなら、組合事務所に来るように」という伝言を残していったそうである。決して野宿はしないようにと言っていたという。

　また襲われることを心配してくれたのだろう。

　随分と世話になったのに、礼を言い損なったことにも気付いて、後で言いに行かないと、とヤオは心のメモに書き込んだ。組合事務所の場所も、尋ねて確認しておく。

「さて、問題はどうするべきか」

　故郷の同胞をどうやって救うかである。

　まず、緑の人と言われる連中が、このアルヌスに駐屯する日本という国の軍隊の一部であったことは確認できた。エルベ藩王国の国境を侵すわけには行かないという理屈も理解した。炎龍を倒すことも不可能ではないということも理解した。ただ少人数では危険なだけだ。

　もし指揮官の狭間が、意地悪や単なる横着で助けてくれないと言っていたのなら、話は簡単だった。

　狭間をその気にさせるようにすれば良いのだ。金銭に意地汚いようなら、持ってきた金剛石が役に立つだろうし、名誉を求める男なら、炎龍を倒すということがいかな英雄をしても不可能だった難事であり、それを為した者が得る名誉がどれほどのものであるかを語って聞かせればいい。もし、好色な男なら色仕掛けで迫る。ヒト種の女などでは決して味わえない、三百年ものの技巧で骨抜きにしてやったろう。

　だが、狭間はその意味ではもう攻略の対象とは見られなかった。彼がヤオの頼みを断ったのは個人的な事情ではなかったからだ。国としての方針、軍としての事情。こうしたことを優先する理性的な男と関わっては、時間がかかるだけである。

　と、なれば……彼の配下の部将を説得するのが良いだろう。このくらいの規模の軍隊になれば金か色、あるいはその両方で離反しても良いという部将の一人や二人居るだろうから。ヤオはそう思いながら、周囲を見渡すのだった。
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　覇権国家たる『帝国』に名はない。

　名前とは、自己と他者とを区別するためにのみ必要とされる。帝号とは、諸民族・部族を束ね、列国王中の王として君臨する者のみが許される。国力において無双。軍事力において無敵。並び立つ他者の存在し得ない唯一無二の存在なのだから、名など必要なしという傲慢な思想がそこにあった。

　氷雪山から碧へき海かいへと注ぐロー川の畔ほとり。海から内陸に徒歩で二日ほどのところに、帝都はある。

　海運のための船は、流れの穏やかなロー川をつたって碧海とを往来する。

　また陸運の隊商は、帝都から四方へと広がって大陸中に網の目を巡らす街道網を通って帝国内外、周辺各国との自由な交易を営んでいた。帝都は政商両分野にまたがる国家の中枢なのである。

　皇宮は、帝都五つの丘のうち最も東寄りの丘、サデラ中腹一面に広がっていた。その東、西、南、北と全ての麓ふもとは、美しい白亜の宮殿と館が並び、それよりも広い森と林によって間かん隙げきが埋められている。白と屋根を飾る鮮やかな紺こん碧ぺき。そして美しい濃緑。それが皇宮を支配する色調であった。

　その南宮にはゾルザル・エル・カエサルの居館がある。彼は皇帝の第一子であり、皇女ピニャ・コ・ラーダから見ると腹違いの兄にあたる。

　男は、紗うすぎぬの天てん蓋がいに覆われた寝台に、たおやかな肢体を持つ白い女性を組み伏せ、背後から小枝のような首を締め上げると、その苦痛と快楽に歪む表情、その喉からこぼれる嗚咽と嬌声の渾こん然ぜんとなった様さまを楽しむという、倒錯した悦楽に浸っていた。

「で、殿下。お許し……を……」

「ふんっ。ヴォーリアバニーの族長がその程度か？　ん、もっと、良い声で啼なけ。啼けっ！」

　だが、程なくして小刻みに痙けい攣れんしながら気を失ってしまった兎女に対して、ゾルザルは「ふんっ」とその臀でん部ぶを叩くと、用が済んだとばかりに寝台から放り出した。

　白い肌の女性は、ゴロンと壊れた人形のように転げ落ちると、その衝撃で意識を取り戻したのか、身を震わせた。

　その女性の髪は処女雪にも似た白。また、頭部には二つの白い毛に覆われた兎耳が伸びていた。だが、その白い肌は無数のアザと、打撲傷、噛み傷といった度重なる暴力の痕跡で覆われていた。

「この程度で気を失っていては、俺を満足させることは出来んぞ」

「お許しを……」

　女は、小さく震えるような声を上げた。紅い瞳をまっすぐに向けて、健気にも冷たい石の床から身を剥がすようにして起き上がり、寝台に戻ろうとしている。

「精々努めることだ。同胞の運命は、おまえがどれだけ頑張るかにかかっているのだからな」

「なにとぞ殿下のお慈悲をもって、我が同胞にお情けを……」

「もういい。今日は去いねっ！」

　ゾルザルはそれに応えてやらず、その逞たくましい背を向けた。隆起した筋肉に覆われたその身体に、召使い達が群がっては衣を着せていく。

　ヴォーリアバニーの女は、悲鳴を上げる身体にむち打つように裸身を起こすと、手近なシーツで身を隠し、よろよろと壁に手を突きながら、男の部屋を後にするのだった。

　ゾルザルは舌打ちすると「いい加減、あの玩具にも飽きてきたな」と呟いた。そろそろ捨て時かも知れない、と。

　するとその独り言に応える声があった。

「殿下。いかにお遊びとはいえ、汚らわしい獣人の牝めすをお使いになるのは、あまり良いご趣味とはいえませんぞ」

　内務相のマルクス伯爵であった。

「なぁに、俺は開明的な男だから種族の違いで差別したりはせんのだ。あの兎女、見てくれと身体の味だけなら最高だぞ」

「とは申しましても、孕はらんだり致しますと何かと面倒なことに」

「そりゃあいい。あれでもヴォーリアバニーの族長だぞ。俺の子があの者らの王となるわけだ」

「彼の者が治める国など、とうの昔に滅ぼしたではありませぬか？」

「しぃっ、静かに……。テューレの耳は大きいからな。まだ聞こえるかも知れん」

　マルクス伯爵は、頭かぶりを振った。

　国と一族を守るために自らを差し出して三年もの日々を耐えて来たのに、故郷はとっくの昔に滅ぼされ、親兄弟も同胞も死に絶え、わずかに生き残った者も、各地に散って塗と炭たんの生活に喘あえいでいると知ったらどんな思いをするだろうか。

　しかも、わずかな生き残り達は、彼女が自分達を売ったという偽りを信じ込み、泥をすすりながらも復讐を果たすと誓っているという。いくら獣人とはいえ、酷むごい話である。そこまで残酷になれるゾルザルという男が次代の皇帝になったらどのような政まつりごとをするかと思うと背筋が寒くなる。

「ところでマルクス伯。今日は何をしに来た。覗きか？　それとも、年甲斐もなくテューレが欲しくなったか？　よかったら譲るぞ。少々汚しはしたが、洗えば綺麗になる」

　ゾルザルの身支度が終わって、召使い達はいそいそと下がっていく。後には、ゾルザルとマルクス伯の二人が残された。

「実は報告いたしたきことがございます」

「なんだ。言ってみろ」

「元老院議員達に不穏な動きが見られます」

「不穏だと？」

「はい、殿下。夜会などの催しに隠れ、秘密の会合を持っている様子です。当初はごく少数の集まりでしたが、このところ人数が目立って増えております」

「ふん。どうせ、弟の策謀であろう？　懐古主義の元老院議員達と語らって、帝位の継承順位を歪めようとするとは、ディアボの奴、いよいよ手段を選ばなくなってきたようだな」

「いいえ。どうもそれとは異なる様子なのです。議員達が密会しているのは、不法にもアルヌスを占拠している者のようです」

「なんだ、そんなことか？」

　ゾルザルはどうでもよいとばかりに手を振った。

「敵国の使節であろう？　戦時下と言っても、使節の往来は当然のことだ。敵国の者が和平や降伏の条件を詰めるために帝国の者と会ったり交渉したりすることを咎めては、外交も戦争も出来ないではないか？」

「しかし、どうやら議員達の多くは買収されつつある様子です」

「なんだと？」

「これまで、出征した者全員が戦死したと思われておりましたが、どうやら捕虜となって生き永らえている者も少なくない様子。今回集まっている議員達は、それらの身柄と引き換えに何某なにがしかの譲歩を迫られているに違いありません」

「なんてことだ」

　ゾルザルは忌々しげに掌を拳で打った。

「帝国の議員達が、そのような脅しに屈するほど、愚かだとは思いたくないが」

「肉親の情に付け入るとは、敵も卑怯な真似を致します」

「仕方あるまい。肉親を人質とされては冷静な判断もできんのだろう。よし、分かった。今から行って、敵国の使節にそのような卑怯な真似は止めろと忠告してやろう。元老院議員達も、それで目を醒ましてくれるはずだ」

「殿下が参られますれば、きっとそのようになりましょう」

「だが、マルクス伯。このような大事な話を何故父ではなく、俺に言うのだ？」

「おそれ多いことですが、皇帝陛下の耳に入りますと、事を荒立てることとなりましょう。それは帝国にとっては決してよいこととはなりません。また、次代の皇帝陛下にとっても」

「そうだな。元老院と帝室の対立がこれ以上深まるのも避けたい。下手をするとディアボの奴を利することにもなりかねん。そういうことなら、内々に事を済ませねばならん。で、その集まりの開かれる場所だが、どこだ？」

　マルクスは会合の開かれている場所を伝えた。

「なに、そんなところでか？」

　ゾルザルは眉を寄せつつも、部屋の外にいた取り巻きの若い青年貴族達に「いくぞっ！」と声をかける。

　その背中を見送ったマルクス伯は、忌々しげに「馬鹿が。精々、派手にかき回してくるが良い」と鼻を鳴らしたのだった。
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　それは、ガーデンパーティーとか、園遊会とか、そんな言葉が似合いそうな催しだった。キャンプとかバーベキューの規模を大きくしたものをイメージすると良い。帝都郊外に、何組もの家族が招かれて和わ気き藹あい々あいとした一ひと時ときを楽しんでいた。

　その森と見間違うほどの広さを持つ庭園には、丘あり、林ありで、さらには池があって小川が流れている。一面に芝生を敷き詰めたら三十六ホール分のゴルフ場になりそうである。

　庭園の一隅には白布の天幕が張られ、その下では、露火で肉や魚を料理人達が焼いていた。帝国ではまだ珍しい香辛料がふんだんに使われていて、香りを嗅いだだけでも唾が溢れ出そうである。

　我慢しきれなくなったメイド服の少女が、ちょっと味見とばかりに口に運んで、取締の老メイドに叱られたりしていた。

　少し離れたところには管弦の楽器を操る楽士達が集められ、耳に煩うるさくない程度に、けれど会場の雰囲気を明るく盛り上げる陽気な演奏をしていた。

　スープやシチューが煮込まれている鍋からは、美う味まそうな香草の香りが漂っている。さらにその傍らには各地の果物が籠に山積みとなっていた。

　これらで空腹を満たしたなら、次は甘いデザートが待っている。

　それは、この地ではまだ誰も食べたことのない変わった氷菓であった。ここでも氷を砕いたり、雪に果汁や蜂蜜をかけたものを楽しむことはある。だが、今回振る舞われたのは『アイスクリーム』と呼ばれる乳製品であった。

　これがバケツ数杯分も持ち込まれ、最初はその珍しさから、そして二つ目からはその美味しさで、みんな群がった。

「冷たいものを食べ過ぎると、お腹を壊しますよ」

　籐とう椅子で日光浴としゃれ込みながら、軽い午睡ひるねを楽しもうという貴族のご婦人が、子ども達に警告する。とはいっても、自分自身が片手にアイスクリームを持っていては説得力に欠けるというものだ。だから、子ども達は「は～い」と生返事しながらも、アイスクリーム係のメイドに際限なくお代わりをねだっていた。

　三度も四度もお代わりしてくる子どもに、メイドもアイスクリームの盛りを手加減するのだが、その子どもは「ケチケチするなよな」と、悪態を放った。

　だが、メイドが「お母様に言いつけますよ」と冷静に返すと、途端に態度を変えて「頼むよ。な」と、手を合わせたりする。悪ガキというのは、どこに行っても変わらないものなのかも知れない。

　用意されたアトラクションは食べ物ばかりではなかった。

　傍らには、弓の的当てを楽しめる場所が用意されている。

　娘の背中に、突き出た腹を押しつけるようにして中年貴族が狙いの付け方を手ほどきしていた。そのくせ、矢は的を大きく外れ、父親の権威失墜といった感じで、みんなから笑われている。

　風船や円盤投げ、ボール投げなどを楽しめる遊具も多く、子ども達はそれらを用いた遊びを考え出し、はしゃぎ回っていた。そしてその様子を楽しそうに眺めている母親達。

　小さな池は、生いけ簀す代わりなのか鯉こいや鮒ふながつかみ取り出来そうなほどに泳がされていて、釣好きな者は早速釣り糸を垂らした。釣れた魚をその場で焼いて料理するという趣向のようで、これもまた趣味人にとっては楽しい催しと言えた。

　そんな様子を見渡しながら、ピニャは籠に積まれた果物をひとつ摘むと、サクッと囓かじった。

「スガワラ殿。一家一族丸ごと招待するとは、なかなか味のある催しを考えられたな。妾わらわもこういった趣向は大変に好ましく思う。騎士団の宴も、今後はこのような形で行おうかな……」

「そうですか？　ありがとうございます。でも、メイド長に来てもらえたのはホント助かりました。楽士を雇うにしても、こちらのことがよくわからなくて」

「いや、此こ度たびはフォルマル伯爵家から言い出してくれてな。全面的な協力を約束してくれているので、今後もこのような催しをする際はアテにしていいだろう。イタリカは今非常に景気がよく、伯爵家の財政状況も好転しているという報告が来ている。それもそなた等との交易のお陰だということを伯爵家は理解しているのだ」

「しかし、あの家から来たにしてはヒト種のメイドさんばかり居ますね」

　菅原もイタリカのフォルマル伯爵家には、挨拶や会議などで何度か足を運んでいる。そこで猫耳、ウサ耳といった様々な種族の女性と出会ったことで、この特地が異世界であることを実感したのだが、今回老メイド長が帝都に連れてきたのはヒト種のメイドだけ。そのことに漠とした違和感があったのだ。

「帝都ではな」

　ピニャは言葉少なに話を濁したが、菅原にはそれだけで充分伝わった。

　あちこち有力貴族のパーティーに参加して、いくつもの邸宅を訪問し、そこにヒト種のメイドしかいないことに気付けば、フォルマル伯爵家が特別なのかも知れないと嫌でも思うようになってくる。先代の当主というのはよっぽど開明的な人物だったのだろう。

　ピニャと菅原は、二人列んで会場となった庭園を歩き回り、招待客達が退屈していないか、何か問題は起きてないかと見回っていた。

　時折、客達に声をかけて挨拶をし、また挨拶を受ける。

　めざとく目を配って、個性的で光るところのあるキャラクターを見つけたら、「あれは誰だ？」と名前やどこの家の者かを確かめて、記憶しておくことも必要な作業だ。ピニャが目を向けたのは、料理人達に香辛料の使い方を指導している日本人らしき男だった。

「スガワラ殿。あの男は？」

「ああ。彼は伊丹の部下で古ふる田たと言います。元一流料亭の料理人という変わった経歴を持つそうですよ」

「なるほど、それでこの味か」

　ただ香辛料をまぶしただけでは、出すことの難しい繊細な味付けである。『フルタ』という名前を、ピニャは脳内のメモにしっかりと書き留めて置くことにした。

「殿下、お久しぶりです」

「おおっ、ドゥエン殿。ご壮健か？」

「はい。家族もみな元気です」

　頼まれれば人を紹介し、引き合わせるということもする。

「スガワラ殿。こちらはマーレ家の三男でいらっしゃる。兄上の名が、先日お渡ししたリストに載っているはずだ」

　このようにしてピニャは、菅原を何人もの貴族に紹介した。

　ここに来ている主立った客達は、すでに菅原を見知っている者ばかりだが、中には親戚という類縁の立場で招かれた客も居た。例えば、夫人や子女である。そんな彼女らの菅原への認識は、恐ろしい敵国の使者ではなく、珍しくて素晴らしい物産をふんだんに持ち込んで来てくれた国の使者でしかないのだ。

　中には紹介された途端、菅原の腕を抱きかかえて、発展途上の胸を押しつけながら、おねだりを敢行する娘っ子も出てきたりする。

「スガワラ様。従姉妹いとこが私に真珠の首飾りを見せびらかすので、とても悔しい思いをしているのです。なんとかしていただけませんか？」

　余りの不躾さに、さすがに親も見逃せずに叱っていた。

　菅原も、相手が十一～十二歳の娘では役得と喜ぶわけにもいかないし、邪険に振り払うわけにもいかずと困っている様子だった。が、こんなことを見咎めているようでは外交など出来ないのである。子どもの振る舞いが、妙なところで突破口になったりするからだ。

　ピニャは、娘を叱る親を見て「テュエリ家の者だが、同時にカーゼル侯爵の類縁でもある」と素早く囁いた。

　帝国政界にあって元老院派の領りょう袖しゅうとも言えるカーゼル侯爵とのパイプは、日本政府としても是が非でも取り付けておきたいはず、と気を利かせたのである。勿論、菅原も素早く反応した。

　娘を叱る両親に「そのように叱らないであげて下さい」と声をかけ、無礼を詫びる両親に対して、寛容な様を見せた。そして、娘のシェリーという名をきちんと憶えておき、後で真珠の首飾りを贈ることにする。そうすればこれが縁になって、紹介を求めることが出来るだろう。

　外務省の担当者達が柳田にからかわれつつも、「贈り物は自分達の武器弾薬」と言い放ったのもこうした理由からだ。個人的な役得と、国益との境目がはっきりしないので、煩く言われたり、時にマスコミから叩かれることもあるが、外交も戦いだと考えるならば、この手の武器弾薬をケチっては、かえって国益を損ねるということを知っておかなければならない。

　実際、後になって菅原からビロード小箱入りのネックレスを贈られたシェリーは、子どもっぽい無邪気さで親や従姉妹達に自慢し見せびらかして回った。

　勿論、これほどの物を貰っておいて何も返さないのは帝国でも礼儀知らずと言われる。早速、『お礼』と称したやりとりから行き来が始まり、カーゼル侯爵への繋がりとなっていくのである。

　余談だが、これをきっかけに三十路近い菅原が十一歳のシェリーに好意を抱かれてしまう。しかも計算高い親がそれを熱心に応援する、というちょっと困った事態になったりするのである。




　ピニャは、菅原がシェリーにまとわりつかれて慌てている姿を苦笑して見守りながらも、視線だけは周囲へと巡らせていた。

　こうしている間も、客達の動向をしっかりと見ておかなければならない。

　接待役は楽しめる立場ではないのだ。強いて言うなら、客達が楽しむことが、自分の楽しみと感じられなければやっていられない仕事と言える。それでも、今回はマシなほうだった。というのは、男女間の面倒くさい橋渡しをしないで済むからだ。

　こうした宴席は年若い男女にとって出会いのチャンスと見なされている。年若い青年貴族達は年若い女性をめざとく見つけては声をかけたりするのが普通であるが、いきなり声を掛けるのは不躾であり、無礼とされる。必ず紹介なり、介添えが必要となるのだ。そして、多くの場合その役務はホスト役にまわって来るのだ。

　ピニャは年若い男女が屯たむろする騎士団の主宰者だ。その手の集まりで接待役などしたら、忙しくて食べ物一つ、飲み物一杯も口に運べないことに成りかねないのである。

　ところが今回は皆、家族や親戚連れ、社交界にデビューする前の子ども連れ。

　自分の父親や母親の居る前では、それほど奔放なことも出来ない。どうしてもと真剣に思うなら家族ぐるみの紹介を受けることとなり、遊びでは済まなくなってしまう。

　そんなこともあって、客達は皆家族単位で楽しむか、男女のグループに分かれてそれぞれに楽しむかのどちらかだったのである。

　ご婦人達は、菅原と縁のあった者だけが手に入れることが出来る、煌きらびやかな織物や染め物で仕立てられたドレスと、真珠などの宝石で我が身を飾りたてて華を競った。

　材料たる生地が同じグレードの場合でも、デザイン、縫製といった点で競う余地があって、このあたりが彼女たちの優越感と嫉妬心をかき立てた。また、貰った小物、装身具の微妙な優劣も、彼女たちの心をチクチクと刺激して、菅原やその他未登場の日本人外交官達と仲良くしたいと思わせる理由となった。

　こうしたご婦人方に取り囲まれているのは、栗くり林ばやし二等陸曹と黒川だ。

　栗林達は、女性自衛官の制服で身を固めていて非常によく目立つ。ただ、ピニャ配下の騎士団の制服に似たところもあって、招待客達からは二人は女性軍人として受け容れられているようだった。

　どういう話の流れから、そんなことになったのか、栗林は相棒に富とみ田た二等陸曹を選んでご婦人相手に護身術の講義をしていた。

















「腕を掴まれましたら、手首を曲げて、このようにします」

　とか言いながら長身の富田が、小柄な栗林に『呼吸投げ』を喰らって吹っ飛んでいく姿は、女性達にとってとても爽快なものである。拍手で絶賛されていた。ちなみに見た目が精悍で、野性的でありながら清潔な雰囲気の富田は、ちょっと年齢のいったご婦人たちに人気である。

　一方、黒川は化粧用品の使い方についての日本の技を披露してご婦人達から憧れの眼差しを浴びていた。黒川は看護師としてメイクアップ・セラピーを学んだことがあり、このあたりはお手の物である。

　メイクアップ・セラピーとは、長い療養生活で、気持ちの沈みがちな患者や高齢のご婦人に化粧を施すことで心に張りをもたせ、情緒を明るくする。気持ちが明るくなると病気の治りも良い、という効果を求めた専門的な技術である。

「目元がくっきりとしている方の場合は、アイシャドウを濃くしますとクドくなってしまい、全体の塗りもきつくしなければならなくなります。それよりは、薄目にして明るくすっきりと仕上げるのがよいでしょう。眉のラインは慎重に。わずかな変化で印象ががらっと変わりますわ」

　選び出された妙齢のご婦人の顔が、黒川の手によって見事に仕上がって大変身。十歳若返るとかそういう効果は無いけれど、その年齢相応の可愛さ、あるいは美しさを引き立てるという効果に、女性達は感嘆の声を上げた。

「イタミ殿の部下は、素晴らしい人材がそろっているな」

　ピニャが誉める。菅原も運が良かったと漏らした。第三偵察隊はつい先日到着したばかりなのだ。言葉が使える者の多い偵察各隊は最近、便利使いされている。入れ替わりでアルヌスに帰っていった第一偵察隊の面々などは、ちょっとウンザリした様子を見せていた。

「前の者らは無骨なばかりで、いささか面白みに欠けていたな」

「やはり隊長の性格ですよ。いや、伊丹さんを普通だと思われても困るんですけどね。彼の方が極めて特殊です」

「分かっている」

　流石にピニャも菅原をはじめとして何人もの日本人と関わって、その生真面目な気質が理解できるようになっていた。それに対して、伊丹はある意味でルーズというか、余裕があるというか、抜けているというか……とにかく特殊なのである。そして、その特殊さに救われたとも感じていた。

　何しろ、普通の男だったら、袋だたきにされれば恨みをはらすことを考えると思うからだ。なのに伊丹は、ピニャに苦手意識こそ抱いているようだけど、彼女にとって不利益になるようなことを一切して来ない。これは希有なことである。

　伊丹の立場なら、非常に簡単……例えば梨り紗さとの連絡役を引き受けないというだけで、復讐は充分に果たすことができるのだ。

　芸術を渇望するピニャにとって、その糧りょう道どうを断たれることは、精神的な破滅と最早同義である。それを避けるためには、自国内に芸術家を育てることが必要となるが、まだその第一歩たる語学研修が始まったばかり。今は何としても、伊丹の好意を確実に繋ぎ止めておかなくてはならないのである。

　ピニャはもう、その為にはなんでもしちゃう覚悟が完了していた。

　対伊丹用突撃隊員を騎士団の中から選抜し、研修生の一人としてアルヌスに送り込んでいるくらいなのだ。まだ活動させていないが、ピニャが命じれば彼女は動き出す。

　選び出された少女からすれば何とも悲劇的な話だが、ピニャはもう芸術の為なら、横よこ紙がみ破りだろうと、ごり押しだろうと、あくどいことでも平気で手を染めるつもりなのだ。

　その覚悟を再確認したピニャはウンと頷くと、「そのイタミ殿は、どちらにおられるのだろう？」と菅原に尋ねた。伊丹のご機嫌伺いをせねばならない。

「あちらですよ」

　菅原は、メインとなる広場からちょっと歩いたところにある、土ど嚢のうを積み上げて壁とした子ども立ち入り禁止のエリアを指さした。




　そこには、招待されたメインの客……つまり元老院議員や次代の議員たる若い男性達が『銃』の威力を体験する射的場が置かれていた。日本が有する武器の恐ろしさを身に染みて理解して貰う。それが今回の園遊会を開いた、最大の目的である。

　銃を暴発させても弾が変なところへと飛んでいかないように、土嚢を積み上げた壁の間に『的まと』を置く。『的』はその辺で安売りしている素焼きの壺とかを一山幾らで買ってきたり、的当て用の標的を置いたりした。

　その後ろは、土を盛った土ど提てが壁となっている。これらは、伊丹達が来る前に準備していた第一偵察隊員の作業の成果であった。

　射しゃ座ざについた元老院議員達は、第三偵察隊の自衛官達の指導の下、五十メートルほど離れたこれらの標的に向けて、心ゆくまで銃弾をばらまいていた。

　二十名ほどの議員達は、それぞれに交代しながら銃を試した。

　二つ列ぶ射座のひとつに立ったキケロも、指導されたとおりに銃を構え、狙いをつけ、引き金を引いた途端の発射音と肩を突き飛ばすような反動に目を白黒させた。

「銃の威力はどうだ？　キケロ卿」とピニャは声をかけたかったが、それを自分から尋ねては、それだけで日本国側に立って威圧しているように思われてしまう。だから黙って見ていることにした。彼らが何を体験して、どう思うかは充分に分かっているのだから。

　一発だけの発射なら、驚いただけで済む。

　二発目から、その脅威を味わうことになる。

　三発目で、凄さが身に染みて、四発目を過ぎた頃には、手の中の銃を自分の物にしたくて堪らなくなる。

　そして、十発を超えると、これを無数に装備する敵と戦争をするということの意味を悟るのだ。

　まして、ミニミ（機関銃）の展示射撃で、並べられた壺の数々が瞬く間に粉砕されるのを見れば、『門』を越えて攻め入った帝国軍がどうして敗亡したのか。アルヌスの丘に攻め入った連合諸王国軍がどうして全滅したのかが、はっきりと理解できてしまう。

　一度は、尋ねることになる。

「これらは、どうやって作るのか？」

　当然、教えてもらえない。教えられたとしても理解することは出来ないだろう。

　理解できるのは、『銃』というこの武器が、精巧に作られた無数の部品の集合体であることだけだ。この武器は、彼らが菅原から贈られたような、精せい緻ちな工芸品を作り上げる技術力の結集なのである。

　次にする質問は、「どうやったら売ってくれるか？」である。

　だがこれもよい返事はない。あるはずがない。戦争をしている相手に、自分の武器を売る馬鹿は居ないからである。それは元老院議員達も分かっていた。

　もし、売ってくれると言われたら、詐欺か何らかの謀略を疑うだろう。ではどうして尋ねるのか？　それはそうしなければいられない程に銃という武器が力を持っているからなのだ。

　盗んで持ち去ろうにも二丁とも鎖で机に繋がれている。しかも一丁に一人の見張りが付いている。

　弾の込め方から狙いの付け方、そして引き金の引き方まで、懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えてくれた彼らだが、そう思ってみれば全員が油断のならない見張りであった。

　では「この連中を買収して」と思っても……その言動、立ち居振る舞いから見れば、おそらく無理だろう。「悪い冗談を」と言われてお終いだ。

　キケロは、目前の自衛官に銃を返すと、親切に扱い方を指導してくれたことへの礼を述べて射座を後にした。

　ここで、さらに議員連中の心胆を寒からしめるイベントが披露された。

「ええ～これから、81㎜迫撃砲の展示射撃を致しますので、みなさんこちらに集まってください」

　伊丹に導かれて、議員達は射撃場を出た。

　すると少し離れたところに、斜めに立てた丸太を二本の脚で支えているような物体が置かれていた。丸太と思えたものはどうやら金属製の筒のようであった。その筒先が向けられているのは、切り開かれた前方の平地である。

　前に出てよく見てみようとする者もいたが、「危ないですから、近付かないでください」という伊丹の声で、議員達は肩を竦すくめて立ち止まった。

　眺めていると迫撃砲に一人の指揮官の下、三人の隊員が取り付いてきびきびとそれぞれの役割を果たしている。

　一人が照準器を装着して、ヘアーラインと紅白の標管が一致しているかを覗き見る。

　もう一人が砲弾に信管を取り付け、発射のための装薬を取り付ける。

　そして砲口の傍らに立った者が、砲弾をしっかりと両手で受けとると、砲口に半分ほど差し込んだ。

「半装填よしっ！」

　指揮官が「五、四、三、二！」と指折り数える。

「発射！」「一！」の二つの声が重なった。

　砲口に差し込んだ砲弾から手を離す。同時に頭を地面近くまで下げて爆風やその他の事故を避ける。

　すると砲弾は重力に引かれて迫撃砲の筒を落下していく。

　砲弾の尾部には発射のため火薬が取りつけられている。この装薬の量を調整することで砲弾を届かせる距離を変えることが出来るのであるが、これが砲の中で突き出ている撃針にぶつかると小爆発を起こす。その衝撃と爆風により、砲弾が発射される。

　まず、砲口から爆炎が噴き出し、それを追いかけるようにして弾が飛び出していく。妙に思われるかもしれないが、迫撃砲は砲弾の直径と砲の内径にわずかな隙間があって、そこから漏れだした爆風が先に飛び出るので、そう見えるのだ。

　見ていた観客は、銃などをはるかに超える発射音に驚いた。そして……。

「弾ちゃ～く……今っ！」

　すると目標とされていた場所に噴煙が上がり、それに遅れて腹の底に響くような爆音が届いた。視覚効果を重視して遅延信管をつけたため砲弾は地面にめり込んでから爆発する。そのために、土砂の噴き上がった爆発は映画の特撮シーンのような迫力だ。

　迫撃砲の射撃は続いている。

　重榴弾が大地を掘り返し、爆音は雷鳴のごとく轟く。その数、十数発。

　これを見た議員達は、帝国の騎馬隊や重装歩兵が粉砕される幻影を見た。城塞都市や宿営地が、この爆炎で圧し包まれる幻影を見た。

「す、済まぬが教えて貰いたい……これはどのくらい先まで届くのだ？」

　問いかけてくる議員に、伊丹は「う～ん、こちらの単位で三リーグちょっと（一リーグ一・六㎞）といったところですかねぇ」とざっくばらんに暗算した上で、少し控えめに答えた。武器の性能の全てを正直に答える必要はないからである。

「さ、三リーグだと？」

　この特地の概念では、戦場とはそんなに広いものではない。

「もう一つ尋ねたい。銃という武器はどの程度保有しているのか？」

「詳しくは申せませんが、一人につき一丁持っていると考えてください」

「ぜ、全員がか？」

　議員達はようやく一つの結論に達した。いや、もう既に気が付いていた。ただ認めることが出来なかっただけだ。

「戦えば、負ける」

　身に染みて理解したのである。帝国の兵、帝国の武器、帝国の戦術では、どれほどの数を用意しようとも日本に勝てるわけがないのだ、と。

　いったいどこの馬鹿だ。こんな相手に戦争を仕掛けようなどと言ったのは、と恨みがましく思いつつ重苦しさを感じさせる表情で議員達は互いの表情を窺った。皆、苦々しい顔をしていた。誰もが、同じ結論に達したのだろう。

　見れば、ピニャと菅原の二人が、並び立って自分達を見ている。

　議員達は理解をする。

　何故ピニャが、ここまで熱心に講和交渉の仲介を行うのか。確かに捕虜のこともあったのだろうが……彼女は、このまま戦えば帝国が負ける、負けるばかりでなく滅びてしまう、ということを自分達よりも早く知っていたのだ。

　自分達の周りにいるのは、敵の脅威を知らず無邪気に遊んでいる女や子ども。自分達を除く、その他大勢の貴族達。その危機感に欠けた姿には、腹立ちすら覚えるほどであった。おそらく今日までの自分達も、ピニャの目にはあれらと同じように見えていたに違いない。

　互いに視線を混じり合わせたデュシー侯爵とキケロは、並び立って前へと出た。

　キケロは、ため息まじりに尋ねる。

「スガワラ殿。ニホンが、講和を求める理由は何であろうか？　戦えば勝てると決まっているのに」

「我が国が求めているのは平和だからです」

　デュシー侯爵は地位に相応しく重厚感のある口調で、語る。

「平和か……なるほど、耳心地のよい言葉だが、その単語は実に多くの意味を含んでいるな。勝って与える平和は美味で、負けてほどこされる平和は実に苦い。同じ平和なのに真逆の意味があることを儂わしは今はっきりと理解した。儂は、今まで勝って与える平和しか知らなんだ」

「ですが侯爵閣下。帝都の門前までニホン軍が押し寄せて来るまで、待っているわけには参りますまい」

　キケロの言葉に侯爵は頷いた。

「そうだな、講和交渉が必要だろう。だが、ニホンが和平にどのような条件をつけられるおつもりかを確かめておきたい」

　菅原は首肯すると、冷厳に基本となる条件を突きつけた。





　一．帝国は戦争責任を認め謝罪し、責任者を処罰すること。

　二．帝国はこの戦争によって日本側が被った損害について、賠償をすること。その額、スワニ貨幣で五億枚とする。

　三．『門』のあるアルヌスを中心に、半径百リーグの円を描く範囲を日本国に割譲する。さらに新規に引かれた国境から十リーグは、双方ともに兵を配置しないこと。

　四．通商条約の締結。






「ご、ご、五億スワニ？」

「そもそも、全世界のスワニ金貨を集めてもそんな枚数にはならんぞっ！」

「責任者の処罰、領土の割譲に加えて、なんと無茶な要求か」

「そうだ。我が帝国を亡ぼすつもりかっ！」

　議員達の驚いた様に、慌てて菅原は説明を付け加えた。

「別に、一時に全額を支払う必要はありません。それに、土地や鉱物等の採掘権などで替えてもよいという訓令を受けています」

「そ、それにしてもだ。無茶が過ぎないか？」

「ふ、不可能だ。この条件では他の議員達を説き伏せるのは絶対に不可能だ」

「そ、それで平和を望むなど、どの口から言えるのか」

　ピニャも、日本国政府が突きつけた和平の条件に、身をガクガクと震わせていた。

　まさか自分が仲介した和平交渉で、帝国に死刑宣告にも等しい要求が突きつけられるとは思ってもみなかったからである。菅原が、支払いは分割でも良いし、地下資源等の採掘権に代えてもいいよと言ったことなど、右耳から左耳へと通り過ぎてしまった。

　これまで比較的良好な関係を築けていると思えた日本国外交官の菅原が、ピニャの目には自分達をなぶり者にしようとする巨大な化け物に変貌したように見えた。力が抜けてしまい、立っていることも出来ずへなへなと座り込む。絶望感に打ちひしがれつつも、ピニャは声を絞るようにして死んだ方がマシだと叫んだ。

「ス、スガワラ殿。そ、それでは……む、無条件降伏と変わらないのではないか？　というより、さっさと殺せ？」

「やっぱり、五億スワニはインパクトが有りすぎましたか」

　菅原はどうしたものかと思いつつも、告げる。

「単純に金貨一枚に含有している金の価値を、我が国の相場に当てはめて換算しただけなんですがね。それでも我が日本国の年間一般会計予算をちょっと超える程度でしかないんですよ」

　議員達はへなへなと座り込んだ。

　大陸全ての金製品……諸王の王冠から、財宝、流通している金貨……全てかき集め、鋳いつぶしてことごとくをスワニ金貨として鋳ちゅう造ぞうしても、五億枚になるとは思えないからだ。そして、それ程の額をもってしても敵国の年間予算程度でしかないと聞かされれば、日本というのはどれほどの大国かと思い知るのである。

　実はこの賠償金額の問題は、特地の経済状況が確認されてから、当然起こり得ることとして日本国政府でも協議されていた。

　例えば、人類が地球に誕生して以来、これまでに採掘した金の総量が、推定十万六千トンと言われているが、それもここ二百～三百年で採掘技術が飛躍的に進んでから採掘された量の方が多いのである。

　特地の文明発達程度から見れば、採掘方法はツルハシとスコップによる手作業だろう。たとえオークやゴブリンといった怪異を使役しているとしても、鉱山技術や製錬技術が未熟な現状では、全採掘量は一万トンに届くか届かないかだろうと推定されていた。

　しかも、いかな帝国とはいえ、この特地の全てを支配しているわけではないのだ。

　対するに、スワニ金貨はこの特地世界で最強の貨幣である。

　金の含有量は一枚六十グラムに及び、直径は五百円玉くらい。厚みと重みがずっしりとしている。流通というよりは、貯蓄のために用いられる傾向があり、江戸時代日本の金貨幣、大判に近い扱いを受けているのである。したがって、鋳造量も稀少で、市場で見かけることなどほとんどあり得ないものなのだ。

　これが千枚で金は六十キログラム。一千万枚で六百トンである。五億枚集めようとしたら、なんと三万トンの金が必要だ。……つまり、どうやったって無理なのだ。

　ちなみに特地で流通量が最も多い金貨はシンクである。こちらは貨幣のサイズもスワニに比べて小さくなり、金含有量も十グラムよりやや少ない。これが、この特地の基軸通貨なのだが、厄介なことは貨幣の価値は相場の影響を受けるため、金の含有量だけで単純に一スワニ＝六シンクと決することが出来ないのである。

　シンク金貨は商取引における決済のため頻繁に必要とされているので価値が高いのだ。従ってスワニ金貨一枚と両替しようとすると、五シンクあたりとなる。

　もし賠償金を支払うために帝国政府が金貨を買いあされば、たちまち相場は高騰して集めることはより困難になるのだ。さらにその影響は他の貨幣にも広がる。

　一般庶民がよく手にするデナリ銀貨、兵士の給料支払い用のソルダ銀貨（一兵卒一日の給与は一ソルダ）と、質の劣る各種の銀貨、銅貨等の重要度も相対的に上昇して、やはり各貨幣の相場は急騰する。こうして大規模なデフレが起こることになるのである。

　このように金にしろ銀にしろ要求しただけそのままに差し出させたら、帝国どころか、この特地経済を徹底的に破綻させてしまうことになる。また、もし『金』の都合がついたとしても、一時に『門』を越えて持ち帰ったら、米・露・中・フランス・イギリス等の核保有国から核攻撃を喰らうこと必至である。

　金相場が大暴落して、全世界経済が大混乱の上に破綻するに決まっているからだ。

　したがって、五億スワニの支払いなど無理だし、支払われても困るのである。まして金の含有量を極端に落とした悪貨で支払われればさらに厄介なことになる。これらの悪貨は、当然のことながら帝国内で使用されることになるから、今度は強烈なインフレーションが発生することになってしまうのだ。

　とは言え、賠償金を請求するのに額が『決まってない』と言うわけにもいかない。

　そこでとりあえず日本は、かつて戦後処理で隣国に支払った額が、当時のその国の国家予算の一・四五倍であったことを前例に、単年度分の国家予算相当額を賠償金として請求することにしたのである。

　これには、被災者への補償、各種の損害賠償、銀座には企業も多いので利益損失等々、さらには自衛隊が消費した弾薬等の費用、人件費、燃料代なども当然のことながら含まれている。

　そんなことを、菅原が額ひたいに汗をしながら一生懸命説明（言わなくても良い、余計なことは当然伏せて）すると、彼のつたない語学力でも、どうにか議員達に伝わったようであった。

　要はスワニ金貨で五億枚分相当の賠償が請求されたわけだが、金銭の価値が違うから『応交渉』という一点で、どうにか理解へと行き着くことが出来たのである。

　責任者の処罰にしても、誰をどうしろという話はこれからだ。通商条約の締結も、内容はこれから決めることとなる。

　つまり日本からの要求は……。

　帝国は「悪いことしました、ごめんなさい」と謝る。

　そして誰かが罰を受ける。

　帝国は賠償金を支払う。出来るだけ多く。

　一度で払いきれないに決まっているから分割でも、価値がある物でも代替可。できれば地下資源の採掘権がいいなぁ。

　門の周りはニホンのもの。帝国軍は二度と近付かないように。

　貿易しましょう。というか、貿易で儲けさせろ。

　……というものなのだ。

　これなら、程度はともかくとして、内容は負けた側に突きつけられるものとしては穏当なものと言える。しかも、属国として、永遠に貢ぎ物を支払い続けろとか、その手のものがない。

　最悪、負けた上で全土を占領されれば、その国の君主や貴族の全ては流罪、あるいは死刑にされるのは当たり前だし、全土を併合された上で、領民のことごとくが奴隷化、さらに街や都市は略奪に遭うという可能性もあるのだ（実際、帝国はこれらを当たり前にやって来た）。

　だから今回の要求は、賠償金の額さえ値切ることができるなら、ある意味とても軽いのである。

　これらを理解した議員達は、脅かさないでくれと喘あえいだ。肩で息をして、ゼイゼイとまるで全力疾走を強いられたような有様だった。

「は、話し合おう」

「そ、そうじゃな。きちんと交渉を始めなければならん。特に賠償額については、双方の実情を照らし合わせて、双方が納得いくように」

　最初から菅原がそれを目論んでいたかどうかは別として、双方の使節による講和の準備交渉会談が非常にスムーズにセッティングされていった。日時は、参加者は……などなど瞬く間に決まっていった。

　その間、ピニャは大地に倒れていた。

　よっぽどショックが大きかったようで、ピクピクと小刻みに震えているほどだ。伊丹が落ちていた小枝の先っぽでツンツンと突いてみたら、ビクッと大きく痙攣した。

「あ～、ピニャ殿下。大丈夫ですか？」

　今度は、ピニャの頬をひたひたと叩いてみる。すると、カッと目を見開いたピニャはすがるように伊丹の手を握り込んだ。

「い、イタミ殿……妾わらわは、もう駄目かも知れぬ。故にここで言っておきたい。あの時は本当に済まなかった。許してたもれ、ゆるしてたもれ」

　あの時？　……ああ、あの時のことね。ボーゼスさん達にイビられた時のことか……と思いつつ伊丹はピニャの上体を、よっこらせと抱え起こした。

「別にいいですって。それに人間こんなことじゃ死にませんよ」

「いや、もう駄目だ。気が遠くなってきた……お願いだ。ゆるしてたもれ、ゆるして」

「分かりました。許します。許しますから、気をしっかり持って下さいって……わぁぁっ！」

　ピニャは、伊丹にしがみついていた。

　そして、「ホントか？　許してくれるのか……ありがたい、本当にありがたい」と号泣するのであった。
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　こうして、日本の外務担当者と帝国元老院議員との間で、講和の準備交渉の開催が同意された。これによってピニャの請け負った任もその山を越えて一息つけることとなる。あくまでも彼女は仲介者なのだから、ここから先は日本当局者と帝国側元老院議員の仕事なのだ。

　ピニャの役割は、今後日本当局者の往来を保証したり、便宜を図ったりといったことへと移行して、少しずつ重要性……つまり責任が低下していくことになる。これからは代官に任せっぱなしのフォルマル伯爵家の後見事務や騎士団の管理運営、そして趣味の芸術に多くの時間を割くことが出来るようになるだろう。

　もちろん、帝室の一員として今後の交渉がどのように進展するかは心配している。だが、応対するのは海千山千の議員達。彼らも現実を認識した以上、自分などよりも遥かに上手くやってくれるだろう。それぐらいは期待しても許されるのではないかと思う。

　さらに、前にボーゼスのやらかした失敗についても、伊丹から宥ゆう恕じょの言葉をもらって、心のわだかまりというか罪業感というか、後からあのことを言われたらどうしようという不安と恐怖の混ざった後ろめたい感じがすっかり取り払われた。おかげですっきりさっぱり、青天白日の気分になることが出来た。

　だもんだから、涙をはらったピニャの顔は、それはもうとても明るく朗らかにして美しいものとなった。直前に、どん底まで突き落とされて地の底にめり込んだ分、舞い上がる急上昇は、ＰＡＣ３のミサイル並み。女であることを前面に押し出してくる相手が苦手な伊丹も、このような無防備で邪念のない笑顔には、思わず胸が高鳴ってしまう。

　まして、ギュッと抱ほう擁ようされて彼女の双丘の感触とか、ぬくもりとか、花の香りとか、いろいろと五感に訴えてくる刺激が伴っていれば、好感度１だったとしても、８（10点満点中）ぐらいに急上昇しても不思議はないわけで、年甲斐もなく伊丹は顔を紅くしてしまったのである。

「あの、その、殿下。ちょっとくっつき過ぎです。人目とかありますし」

「この手が嬉しい」「この身が嬉しい」という状態では、こんな抗議の言葉も言い訳程度になり下がる。要するに、後で誰かから揶揄されたり詰問された時のためのアリバイ工作でしかないのだ。

　もちろん今のピニャには「それが、どうかしたか？」である。うれしさの余り舞い上がっている彼女は、自分が今、何をしているのか分かっていない。分かっていても気にならない。だって、心底嬉しいのだから。

　ま、役得かなぁ……などと伊丹は思う。けれど後でしっぺ返しの有りそうな気配に諸手を上げて喜べない。それが正直な心境であった。そんな時に、伊丹の耳に装着されていたイヤホンは、空電音と共にこんな音声を放った。

『アベンジャー、こちらアーチャー。送れ』

　舞い上がっていた心拍数が急激に低下して、ほのかに温まっていた血液と脳みそも氷水を流されたがごとく、たちまち冷えた。プレストークスイッチを押し込んで、囁くように応えた。

「こちらアベンジャー。どうした？」

『楽しんでいるところすまん。招待客とは思えない、騎馬の小集団がＳＳＬ（監視警戒線）を越える。真っ直ぐそっちに向かう模様』

「暫し待て」

　伊丹はそう告げておいて、懐中のピニャへと視線を下ろした。

「殿下。ここに騎馬の一隊が近付いてきているという報告が入りました。何かお心当たりは？」

「はて、聞いておらぬが……それが、どうしたのか？」

　東洋の古い医学書には、感情が一定の線を越えると心身に悪い影響を及ぼすと書いてあるそうである。怒れば、気が頭に向かって突き上がって（怒りの余り顔が真っ赤になるのは分かりやすい反応である）、血管がプチッと行くおそれがあるし、恐怖が過ぎると気は下方向に突き下がって、大小便を漏らさないように頑張っている括約筋をこじ開けてしまう。しかも腰が抜けて立てなくなったりする。同様に、喜びの感情も過度になると、いろいろと「緩む」のだそうである。まぁ、今のピニャは緩むというよりはタレているという感じであるが、そういう意味では精神的に緩みきってて、反応が悪くなって、さっぱりと役立たずに成り果てていた。

　人には、ストレスがかかっていた方が思考が冴えるタイプがいる。ピニャもそれに属するのかも知れない。仕方なく伊丹は近接中の騎馬の小集団が、盗賊とか無頼漢の類、あるいは帝国の軍関係といった不測の事態を想定した対応を考えることにした。

　陰で警護をしてくれている『Ｓ特殊作戦群』に処理を依頼するのが手っ取り早いが、相手が誰だか分からない段階では避けたい対応だ。彼らが動くということは闇に葬ることを意味するのだから。後々になって、ピニャに迷惑が及ぶ場合も考えられる。

　盗賊や無頼漢の類だったら、それとはっきり分かってから排除すればいいのだ。問題は、帝国の政府あるいは軍関係であった場合だ。その際は、よっぽどの危険がなければ、排除のような強硬手段は使いたくない。それくらいなら、見られたら不味いもの、まだ、知られない方が良いとされるものを隠す方がよい。

　伊丹の基本的態度は『逃げ』だから、判断は早く悩まない。

「富田！　倉くら田た！　勝かつ本もと！　高機動車で議員の方々を、ここから連れだしてくれ。菅原さん、なんだか知らないが、騎馬の小集団が近接中。会談は中止して下さい。ＶＩＰをここから離脱させます。でも、園遊会は止める必要はないです。ご家族は、ここにいても問題ないでしょう」

　銃や迫撃砲の後始末をしていた自衛官達も、矢継ぎ早な伊丹の指示に弾かれたように走り出した。菅原も議員達に駆け寄って、身振り手振りで懸命に事態の急を告げた。

　たちまち、迫撃砲も銃も弾薬も片付けられる。

　ピニャも、伊丹に両の頬を「しっかりしてください。心を引き締めて」とピタピタと叩かれて、ようやく精神の立て直しを始めた。

　菅原から状況説明を受けた議員達は、日本との講和交渉がまだおおっぴらに出来ないことはよく認識していた。主戦論が主流の現状で自分達が講和の下準備に手をつけているなどと知られたら、過激派に刺されかねない。それに、内務相が何やらキナ臭い動きをしているという噂も耳に入っている。

「議員達が集まっている＝講和交渉の準備」と、すぐさま結論付ける発想があるとは思えないが、噂や様々な思惑の断片が、変な形で結びついて、真実を浮き彫りにしてしまうことが無いとも言えないのが、現実なのである。

　従って、急遽この場を離れることには賛成であった。万が一、近付いて来るのが盗賊や暴漢の類であっても家族を残していくことについては心配していない。日本人の武器の恐ろしさは、今さっき認識したばかりなのだから。そして家族達だけが園遊会で楽しんでいるだけなら、後ろ指をさされる理由は一切ない。

　交渉を行う、話し合いをする、という意味ではすでに合意は得られたのだから、細かいことは後で書簡などでやりとりしてもよいのである。そういうことで、議員達は身ひとつで走り出そうとした。

　ちょうどそこに、三両の高機動車が砂塵を巻き上げながら急停車する。これらの車両は第一偵察隊が置いていったものだ。計六名の自衛官達が、彼らの前に降り立った。

　銃や迫撃砲に驚いた議員達は、今度は馬無しで、しかもとんでもない高速で走る荷車の登場に再度、驚愕することとなる。これによって、遠いと思っていたアルヌスの丘と帝都との距離が、日本にとっては指し呼この間かんでしかないことを知り、皇帝が頼りとしている距離の防壁すら役立たずであるという事実を突きつけられることになるのである。

「これに乗せてくれるのか？」

「皆様を帝都の城門近くまでお送りいたします。人ひと気けの少ない、南東門で申し訳有りませんが、スリルあるドライブをお楽しみいただけると思いますよ」

　南東門は森に面した小さな戸口程度の出入り口で、道も薄暗くて、人通りも滅多にないところとして知られていた。東と南にそびえる城壁によって陽当たりも悪く、水はけなどの生活環境も劣悪だった。必然的に住む人間も下層階級に属する者ばかりで貧民街が形成されている。それだけに、治安も悪く『悪所』とされている。少なくとも、まっとうな人間がうろつくところではない。

　しかし、だからこそ、目立つことなく帝都へと出入りすることも可能だった。

　実は、自衛官達も帝都への出入りには南東門を使っている。既に、そのあたりの地理も把握済みだし、門番等も、金銭ならびに日本の品物等でちゃんと買収済みである。悪所に蔓延はびこる無法者集団にも、挨拶を済ませて手て懐なずけてあったりするのだ。

　倉田の案内で、二十余の議員達は次々と高機動車に分乗した。

　そして、高機動車がエンジンの咆ほう哮こうとともに駆け出すと、皆、ジェットコースターに初めて乗ったお年寄りのような声を上げたのだった。




　ゾルザルが、取り巻き連中と共に、帝都郊外の森林公園にたどり着くのと、高機動車が走り去るのは、ほぼ同じタイミングだった。間一髪と言っても良かった。ちょっと耳を澄ませば、森へと消えていくエンジン音が聞こえたはずである。（何の音か、判別することはできないにしても、何かが遠ざかっていくのは分かったはずである）

　ところが、ゾルザルが見た風景は、料理や果汁飲料がふんだんに振る舞われ、様々な遊具で楽しむ子ども達とその親、あるいは着飾ったドレス等の華を競うご婦人達。耳に入るのは軽快な音楽であって、マルクス伯から陰謀めいた会合が開かれていると聞かされていた分、その陽気な様には毒気を抜かれ、遠ざかっていく聞き慣れない音などに気を留めていられなかったのである。

「なんだ、これは？」

　招待を受けた身ではないが、制止する者もいないのでゾルザルは進んだ。皆も馬で乗り付けてきたゾルザル達に、怪訝そうな表情と視線を向ける。

　ここにいる女性は、よくよく見れば貴族のご婦人あるいは令嬢だった。中には宮廷などで見知った顔もあった。

　そんな女性達は突然の闖入者に驚きこそしたが、それが皇帝の第一皇子であると知れば、「皇子様もご招待されていたのね」と勘違いして、みんな恭しくお辞儀で迎えた。何しろホストの一人が皇女なのだから、その兄の皇子が招かれたとしても変とはいえない。それだけ格式の高い催しだと認識するだけである。

　ゾルザルも、その取り巻き連中も粗野ではあるが乱暴に振る舞ってはいけない相手と場はわきまえている。

　陰謀と関わりのない貴族やその家族というのは、当然のことながら礼節をもって相あい対たいすべき存在であり、まして、足下を小さな子ども達が走り回っているとなれば、「どうしてくれようか」と猛っていた気持ちをまずは落ち着けて、馬から下り、手近な者に声をかけて事情の把握に努めるしかないのだ。

「ここでは、今何をしているのだ？」

「ピニャ殿下と、スガワラ閣下共催の園遊会でございます。気取った集まりではなく、みなご一族や子ども達も招いて、垣根を取り払った楽しい一ひと時ときを送りましょうという趣向でございます。殿下もお呼ばれで参られたのでは？」

　答えたのは老メイド長だった。歳は取っているが、凛りんと背筋が伸びて受け答えも堂に入ったもの。また、異母妹ピニャの名が出てきたことに気を取られて、「スガワラ」という聞き覚えのない名前もそのままに聞き流してしまった。

　メイド達が、ゾルザルや取り巻き達にも酒や各種の料理を振る舞った。トレイに盛りつけられた各種の料理……例えばゼラチン質を含んだ肉汁を冷やして出来た塊（各種の食材が混ざり込んでいる）を切り分けた「煮に凝こごり」という料理や、マ・ヌガ肉、果物、小麦を延ばして焼いた薄いパンで、各種の野菜や肉を包んだもの等が、それこそ山のように彼らの前に差し出される。

　あっけに取られたゾルザル達はそれをそのまま受け取って、口にしてみて、皆顔色を変えた。

「美味い……」

　煮凝りの弾力が有りつつも、口中でとろけていく食感、そしてじわっと広がる旨みは快感とも言えた。偉大なる作曲家は飲み物の味を一千のキスに例えたというが、この舌触りは、恋人と舌をからめる感覚にも似ていた。サイズ、弾力、味付けともに料理人古田が工夫を凝らした、渾身の一品である。

　瞬く間に貰った料理を平らげて、取り巻き連中はそれぞれに気に入った料理のお代わりを貰いに散ってしまった。

「う～む」

　一方、ゾルザルは不可解な有様に首を傾げていた。マルクス伯が嘘を言ったとも思えない。そんな人を騙すようなことをしても内務相には何の利益にも成らないはずだからだ。自分をこの催しに参加させるために、あえて嘘を言ったということもあり得るが、それならばもっと別の言い様も有ろうというものだ。

　少なくとも、このお祭りめいた場では、マルクスの言ったような陰謀が行われているとも思えない。何かの手違い、あるいは場所を間違ったかと思いながら、怪しいものを探すために園遊会を見て歩いた。

　もちろん、時折見かける珍しい料理や飲み物が目に入れば手を出してみたりする。

「……う」

　どれもこれも帝室の料理人が作る美食に馴れたゾルザルをして、唸うならせる味であった。

　スープもただのごった煮のようだが、非常に味が深い。黄金のごとく透き通った琥珀色をして、芳ほう醇じゅんな香りが沸き立つようだ。

　マ・ヌガ肉も、かぶりついた時の食感が違った。プリプリした歯ごたえが堪らない。それも、ただ焼いただけに見えながら火の通し方が絶妙なのだ。さらに塩や独特の風味（香辛料）の使い方も見事としか言いようがなく、これまで食べてきたマ・ヌガ肉と比較しようとすること自体おこがましくも思えてくる。

　ゾルザルは肉にガツガツとかぶりつく。その、じわっと口中に流れ込む脂と肉汁の旨みを堪能して、お代わりへと手を伸ばす。瞬く間に、二つ三つと平らげてしまった。

「兄様！」

　自分を兄様と呼ばう女声は、この場においてはピニャしかない。ゾルザルは食い終えた肉の骨をポイと道ばたに捨てると、声の主に顔を向けた。

　見れば足早にピニャがやってくる。ゾルザルには彼女が騎士団ごっこの従者達を連れていないことに「おや？」と思いつつも、この催しがピニャ主宰のものであるなら、マルクス伯の注進もやはり誤りだったと結論付けた。

　ゾルザルの知るピニャは、騎士団ごっこに興じるだけあって軍事主義者でありバリバリの主戦論者でもあったからだ。その彼女が講和交渉の仲介役になっているなど、思いもよらないことである。

「兄様、今日は何のご用でありましょう？」

　ゾルザルは「なんだ、来てはいけなかったような口振りだな」と、ピニャに答えながらも、手は四つ目のマ・ヌガ肉へと伸ばしている。

　ピニャとして見れば、もちろん来ないで欲しかったのだが、社交辞令としても色々な立場的にも、そうはっきりと口にするわけにもいかないから、「何をおっしゃいますか。兄様を拒む門などどこにもございません。ですが、兄様は以前からこのような催しには無関心でいらっしゃられたので……あ、これを使うと美味しいですよ」と、これまた古田手製のマスタードをゾルザルの手にしたマ・ヌガ肉にぬりつつ、言い訳した。

　ゾルザルは、そのマスタードというソースの色合いと、鼻を突くような香りに少しばかり「うっ」と躊躇ためらいつつも、かぶりついた時の辛みを伴った味わいにさらに目を白黒させた。

「ピニャ、ここで出している料理を作ったのは、誰だ？　どこで見つけてきた」

　五つ目のマ・ヌガ肉に手を伸ばしたゾルザルは、今度は自ら肉が真っ黄色になるほどのマスタードをかけた。どうやら気に入ったらしい。

　ピニャも、目の前で真っ黄色になっていく肉の塊に、若干退き気味になりつつも「ひょんなことで縁がありまして……」とぼやかして応えた。直接料理をしたのはこちら側の料理人だが、香辛料やら調味料の手配や調理の指揮采配をしたのは自衛隊の古田だ。ゾルザルなどに縁が出来て良い立場ではないのである。

「今度、宮廷に招いて晩餐を作らせたいな。皇帝陛下も喜ばれるだろう」

「兄様。いくら兄様の希望とはいえ、そういうわけにも参りますまい」

　宮廷では、料理人と言えどもガチガチな序列の中に置かれている。どこの誰か分からない料理人を連れてきて食事を作らせるというのは無理な話なのである。

　だが我わが儘まま勝手や傍若無人な振る舞いに馴れているゾルザルは、ちょっと肩を竦すくめただけで裏技を編み出した。

「なぁに、それならば宮中で料理をさせなければよいのだろう？　どこぞの貴族の家を借りればよい。そこへ行ぎょう幸こうという形を取れば、晩餐の問題は解決だな」

　ピニャは一瞬、これを機会に兄に日本の真実を伝えることは出来ないかと考えた。だが、すぐに無理だと結論付ける。

　彼女の長兄は、感情の人であり、理性を超越したところで行動を決めているので冷静な判断というものが期待出来ないからである。

　そう。彼女の長兄は、ある意味で『自己を満たすファンタジーな認識世界』で生きているのだ。ありとあらゆる存在が自己を祝福し、エゴを満たすもので世界は充ち満ちていると感じている。それを否定するものは、たとえ真実でも敵……いや真実だからこそ敵だった。と同時に、自己を満たすものなら嘘でも信じて主張しちゃう人なのだ。

　そして彼の信じる最大のファンタジーが帝国は最強にして至高の存在というものであった。

　そんな人に、門の向こうは帝国を遥かに超えた文明国であり、我が国は大敗を喫していて、絶対に勝てないと説明しても理解しないだろう。というより、真実を知らせようとすると敵だと見なされかねない。

　だからピニャは、ゾルザルに真実を伝えることは早々に諦めることにした。

　問題は、どうして兄がここに来たのかである。ただの偶然ならいいのだが。そんな思いを込めて、尋ねてみると「マルクス伯から、ここに行ってみろと言われた」ということであった。

「マルクス伯が、そのように言っていたのですか？」

「いや、そのような意味合いのことを言っていたのだ」

「では、なんと言ったのです？」

　しつっこく詰め寄るピニャに対して、ゾルザルは舌打ちして「ここで陰謀の集まりが開かれているとか、そんなことだ。間違いだ、間違い。気にするな！」と振り払うように言った。

　そして、取り巻きとともに、さらなる料理の攻略へと突進していく。アイスクリームにいたっては子ども達を押し退けていたほどである。

　それを見送ったピニャは、「マルクス伯か……」と、その名を反はん芻すうするのだった。




　さんざん喰いあさった上に、さらに両手で抱えるように料理をかっさらっていったゾルザル達。

　この手の園遊会の料理は、普通余るように用意するものだが、予期せぬ闖ちん入にゅう者しゃのおかげで、料理は少しばかり足りないという事態に陥った。アイスクリームに至っては、バケツごと（危うくメイドさんまで連れ去られるところであった）持ち去られ、皇帝の第一皇子は少年少女達から大いなる不評を買っていた。

　お陰で食べ損なったのは、ピニャや菅原、伊丹達自衛官と、メイドさん達である。ちゃっかりと隙を見てつまみ食いしていた一部のメイドさんや、味見と称して料理を口にしていた料理人達は良いとしても、楽士達や伊丹達は空腹なのもあっていささかご機嫌斜めである。

　それでも彼らは笑顔を作って、貴族とそのご一族が手土産を貰ってほくほくの笑顔で帰って行くのを見送った。実にけなげである。さらにそのまま後片付けの作業にとりかかった。

　ピニャと菅原は、一転して寂しくなった森林公園の一隅で、働いている伊丹達を後しり目めに、老メイド長の入れてくれた香茶を傾けつつ、古田がわずかに残った魚の骨を揚げて拵こしらえた菓子（塩胡椒を効かせると結構食えることにピニャは大いに驚いていた）を摘みながらゾルザルがここに突然やって来た意味について話し合っていた。

「これは、マルクス伯からの警告と考えるのが妥当であろう」

「威力偵察とは考えられませんか？　何か行われてるみたいだから、踏み込ませて確かめるという感じで」

「それもあり得るが、威力偵察に兄様を使うというのは解せない。兄様は、すぐに血が頭に上る性分でな……取り巻きも似たような者だから、偵察などという高尚なことは無理だ」

「冷えた頭の持ち主はあの中にいませんでしたか。ならば威力偵察には向きませんね。とにかく引っかき回されましたから、警告と考えるのが妥当でしょう。でも、お兄様の人柄から考えるなら、殿下ご自身が言われたように、攻撃のつもりだったと考えてもよいかも知れませんね」

「確かに、今日の集まりが元老院議員達が陰鬱な表情でひそひそと話し合うというものだったら、兄様は嬉々として蹴散らして、ひっとらえた上で帝都中に触れて回ったろう……本来、議員達が会合して話し合うことは罪ではない。だから普通ならそれを告発することは出来ないのだ。だが兄様ならば、そんなこと考えもしないでやらかしてしまったと思う。それを狙ってあえて兄様を使ったか」

　法的には告発できないが、それとは関係なくゾルザルは議員達を公開の場へと引きずり出し、売国奴と罵り、その行為を陰謀と称して声高らかに弾劾しただろう。

　もちろん、議員達も反論するだろう。ゾルザルの行為も反論の余地が多すぎる振る舞いだ。手続に寄らない議員の拘束と告発。何よりも議員達が国の行く末を案じて議論することを売国と呼んで否定してしまっては元老院の機能を果たせなくなってしまう。

　水面下で敵国の使節と接触して交渉を持つことだって、外交上は至極当たり前に行われることであり、それを否定したら戦争はどちらかが滅びるまで永遠に終わらないことになるのだ。

　が、こうなると手続の正当性よりも、どちらの言葉が聴衆の感情を刺激するかということになる。

　物事は常に『言いよう』なのだ。売国行為、敗北主義……ゾルザルによる煽動を受けて、主戦論者達の感情が沸騰することもあり得る。

　その勢いに負けて、講和論者を含めた元老院派の意見が封殺されれば、皇帝派・主戦論者はより勢いを増すことになったはず。

「なるほど、マルクス伯はそれを狙ったということか」

　だが、それだけでは弱すぎた。

　この手の煽動による熱狂は、強い酒を飲み過ぎた時にも似て、翌朝、二日酔いと共に目を醒ましてみれば、酔っていた時の醜態に気恥ずかしくなるだけだからだ。流石に酒のように翌朝とはいかないが、せいぜい数日続けばいいところだ。

　興奮が醒めれば講和派の元老院議員達は、法に反することは何もしていないのだから処罰を求める声も小さくなる。反動としてゾルザルを非難する声が大きくなる。

　ただでさえ日頃の振る舞いに、眉を顰めている者が多いのだ。そうなれば、ゾルザルを排斥して、次兄のディアボを次期皇帝にと推す声が強くなることもあり得る。しかしゾルザル排斥はかまわないとしても、ディアボは元老院派に属しているから、マルクス伯にとって面白い事態ではないはず。

　ピニャは香草の鎮静作用に頼りながら、冷静に思考の糸を紡ごうとしていた。一本の精緻な糸を、切れないように丁寧に紡いで、それをさらに考察という名の錦に織り上げていく作業は、非常に疲れるものであった。

「いずれにせよ、我らの動きはマルクス伯に察知されているとみなさなければならぬな。今回は彼の者の目論見を躱かわすことが出来たが、どんな形で巻き返して来るか、だ」

「和平への動きを頓とん挫ざさせるとすればいろいろと考えられますが、この場合に最よく用いられる手段は、一般だと要人暗殺ですね。体制側のとる手法としては、反対意見をもつ要人、知識人、マスコミ関係者を一斉に捕らえるなどでしょうか？　あと、世論に対しては、軍事活動を活発化させて戦果発表で戦意を煽るという方法もあります」

　菅原が提示した手法の中で、ピニャの思考の琴線に触れるものがあった。

「要人を一斉に捕らえる？」（ちなみにマスコミという単語は理解できないから聞き流した）。

　国家反逆罪という罪名が頭に浮かぶ。「まさか……」という思いと同時に、不安が立ち上る。帝国の歴史書を開くとよく出てくる話だったからだ。

「それぞれの議員に、身辺に心を配るように伝えなくてはならぬな」

　もし、マルクス伯が本気で『国家反逆罪』の適用を狙っているなら身辺に気を付ける程度では役に立たないかも知れない。だが逮捕の後、告発して、処罰するという過程においては、どんな形にしても証拠なり証人が必要となって来るから、言動を慎んで付け入る隙を見せないという配慮はそれなりに意味を持つのである。

　そこまで考えて、はたと、ゾルザルの件と、国家反逆罪の二つが繋がっている可能性に気付いた。

「今回の兄様による襲撃は、マルクス伯による粛清の序章と位置付けられていたのかも知れぬ」

　主戦論者の感情が沸騰しているうちに、矢継ぎ早に国家反逆罪で元老院派の主立った者や講和論者を捕らえて、一気に処断してしまう。熱狂が醒めた時には、既に後の祭り。

「殿下は、マルクス伯が国家反逆罪という宝刀を抜いて一気に粛清を強行してくると思いますか？」

　菅原の問いに、ピニャは肩を竦すくめた。

「無理だ。陪審員は元老院議員が担当する。いかな皇帝派とはいえ、頭が冷えている状態では、国家反逆罪での有罪を認める者はいないだろう。偽の証拠など仕立て上げても、長期にわたってそれを検分し、論証していく作業に耐えることは難しいだろう。マルクス伯の陰謀がうまくいくには議員達が冷静さを欠いている時期を選んで、一気にことを決してしまうことが必要なのだ」

　ピニャは忌々しそうに髪を掻きむしりながら吐き捨てた。

「妾は仲介役に過ぎぬというのに……なんでこんなことまで」

　様々な負い目から解放されたことで、これまで心の底に押し留めていた不満が急に湧き出てきた。事態の面倒くささ、また皇帝派の頑迷さ、マルクス伯の陰湿な手口、そしてそれに容易に乗せられるゾルザルの馬鹿さ加減等々と、嫌になる要素てんこ盛りである。

　だが、事は国の行く末にかかわることだ。

　ピニャはこの帝国の、しかも帝室の一員である。だから自らには、それに相応しい責任があると思っていた。事態を把握できる立場にいて、何もしないのは罪であると考えていた。

　折角、ストレスから解放されたと思ったら、またストレスを抱える羽目になるピニャである。だが、その分、彼女の頭脳は冴え始めた。

「とにかく、今日の所は大丈夫だろう。だが、マルクス伯の狙いが国家反逆罪を適用しての粛清ならば、時期をさほどおかずに二の矢、三の矢を放ってくるはずだ。妾達は、それを躱かわしつつ、講和交渉の準備を進めなくてはならぬ」

　ピニャは、菅原に告げた。

「至急、カーゼル侯爵と会談を持つ必要があるだろう。早急に、元老院より講和交渉開始の承認決議を得て伯爵の目論見を封じなければならぬ。だが、これは仲介役たる妾や、敵国の使節たるスガワラ殿の役割ではないな……」

「では、誰に？」

「うむ。キケロ卿がいいだろう」

　ピニャはそう言うと曲線の艶めかしい腰を上げた。




「ゾルザルは、わざわざ出かけて餌をあさってきただけか。あやつらしい」

　薄暗い謁えっ見けんの間にて、玉座の皇帝は平伏するように頭を下げているマルクス伯に視線を向けると、ため息を一つついた。

「まぁ良い。機会はまだある。焦る必要はない」

「ですが、元老院で講和交渉の開始が承認されますと、いささかやりにくい事態となりますが……」

「誤解するなよマルクス伯。余も、講和交渉そのものを否定するつもりはない。話し合うならいくらでも話し合えばよい。だが、一ビタの金も、一ロムロの土地も譲ってはならぬ」

「しかし、現状ではいささか難しいことで」

「なぁに、結論を望むから譲らねばならなくなるのだ。敵が交渉を望むなら、永遠に交渉していれば良い。交渉の準備のため交渉、交渉をいつ開くかを決めるための会議、条件を決めるための会議。物事というのは、きちんと詰めていこうとすればするほど、話が進まなくなるものだ。いずれ敵の方から交渉を打ち切って来よう」

「陛下の遠謀には、感服つかまつります」

「伯にも、それなりの考えが有ろう。好きにやってみるがよい。ただ、いずれにせよ軍事的な勝利が必要となろう。負けは許されまいぞ」

「はい。一命を懸けましても」

　マルクスは再度頭を下げた。
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　永田町　首相官邸






「首相。特地へ派遣している菅原からの報告書です」

　外務省から派遣されている、事務秘書官が首相の下に書類を届けた。

　本もと位いの後を継ぐ形で内閣総理大臣となった森もり田たは、メガネのずれを直すと書類を受け取って、素早く斜め読みする。

「なるほど。講和会談の根回しが終わりましたか。大変に結構なことです。早速、白しら百ゆ合り玲れい子こ補佐官に特地入りして貰いましょう。事務方も、外務省では選抜が済んでいるのでしょう？」

「はい。ただ、講和に反対する勢力に動きを察知されたという内容も、その報告には含まれています。安全面で心配がありますが」

「ほう？」

　森田は書類を数ページ捲った。パラパラと数枚捲って……まるで他人事のように言う。

「大丈夫でしょう。なんとかなりますよ」

「いや。そこには、帝国側の軍事活動が活発化するおそれについての提言も含まれていますが」

「その為の自衛隊でしょ」

「確かにそうなんですが」

　外務省派遣の事務秘書官は、歯切れの悪い、なんだか大丈夫かなという思いで、首相の執務室を後にした。この首相の下で仕事を始めてまだ数カ月だが、時折感じる成り行き任せの思考というか、他人事のような言動に、常に戸惑うのである。その裏側に深慮遠謀があることを期待するのだが、外見的な言動はその片鱗を少しも感じさせてくれないのだ。例えばこうだ。

「問題は中国、ロシア、アメリカですね……」

「ＥＵもお忘れ無く」

「特地問題は、サミットの議題に取り上げられることは間違いないね」

「先日開かれた国際会議でも、特地についての情報開示を迫られました」

「いっそのこと、開示しちゃいますかね？」

「はい？　本気ですか？」

　どこに何があって、どんな地下資源があって……それを知ったら、ロシアやアメリカ、中国、ＥＵ各国の活動は、今よりもなお活発化するだろう。

　地球一個分に等しい資源がほぼ手付かず。それはもう、無尽蔵と呼んでも良いほどだ。ぶんどり合戦が始まらないのも、特地への唯一の出入り口たる『門』を日本が押さえているからに他ならない。

　そして、諸外国からの外交圧力を躱していられるのも、『門』を日本が押さえて、中身を公開しないからである。日本が本格的に盗りに行っていないという事実もそんな状況を支えていた。どちらかというと抑制的とも言える日本の態度が、周辺各国のアプローチを落ち着かせているのだ。そこへ、『門』の向こうにやっぱり良い物がいっぱいあると教えたら、門戸を開けろの大合唱が始まるに決まっている。

　そして、その先に待っているのは圧力であり、暴力なのだ。

　忘れてはいけないのは常に現実が先にあり、理屈は後からついて来るということだ。現実を唯一最終的に動かすことが出来るのは暴力である。そして強大な暴力を前に、口先だけの平和はまったく無力となる。

　もし迂闊なことをすれば、敵はより強大な暴力を結集して『門』を横取りに来る。そうなってしまえば、正論とか国際法規などは、役に立ってくれない。事実、イスラエルは国連決議の認めた領土を越えた範囲を占領してパレスチナ人弾圧を続けているし、韓国はサンフランシスコ講和条約が認めた日本の領土たる竹島を未だに不法に占拠している。これを解決しようとするなら、暴力装置の裏付けのある強制力が必要なのだ。話し合いなどと言って互いの都合を主張し合うだけでは物事の解決には結びつかないのである。

　現在、日本と諸外国の外交を戯曲化すると、こんな感じになっている。

　外国（どこでも良い）「やい、門を開けろ。中を見せろ。中身を寄こせ」

　日本「やだよ。この門は俺の所にあるんだから、俺のだ。門の中身に酷い目にあったのも俺たちなんだぞ」

　外国「うるさい、良い物を独り占めする奴は許さない」

　日本「かってにほざいてろ。それに独り占めするつもりはないって言ってるでしょ」

　外国「よし、そっちがそのつもりなら、力ずくで盗ってやる」

　日本「そっちがそのつもりなら、こっちは、味方してくれる奴と門の中身を分け合うことにする……敵には当然分けてやらない。味方してくれる人いる～？」

　アメリカ「同盟条約有るし」と、手を挙げる。（分け前は、当然期待できるよな）

　ＥＵも、それを見て、なんとなく手を半分挙げる。

　それを見て、誰も彼もが「俺も味方するから、中身を見せてよ、分けてよ～」と言い出して、結局敵が居なくなる。

　日本「だから、黙って見ててよ。まだ中身のことよく分かってないんだから……」

　その繰り返し……。最初に戻る。

　外務省の役割は、「あいつ、やっぱり独り占めするつもりだから、みんなでやっつけて、『門』はみんなで管理しよう」と、国際社会の誰かが言い出さないように、そしてそれに同意しないよう工作することなのである。

　そのためには、『門』の中身についての情報を押さえておくことは、絶対的に必要なことであった。管理しながら、現在はこうなってますよ、このくらい分かっています……と、味方してくれることを約束する国に小出しに伝えて、分け前を期待させ、おとなしくして貰うのである。

　アメリカには特地にある帝国という国と、その周辺各国の状態を伝えて、軍事的な方法で完全支配を試みるより、帝国による平和を維持させつつ、通商条約によって、その資源や利益を得られるようにするという方針を提案して、既に同意を得ていた。

　アメリカは、日本と帝国の間に通商条約が成立すれば、日本に支店を置いている企業は国籍を問わずごく普通に特地での経済活動に参入することが出来るから、無理に軍事介入する必要はないと考えたようである。イラクやアフガニスタンで手がいっぱいのディレル米大統領は、特地の問題でも慎重になりつつあったのだ。

　実は彼の手元には、狭い『門』と、普段でも交通渋滞気味の銀座、東京とその周辺の交通状態から見て、大規模な軍事力を『門』の向こうにおいて展開することは不可能であるという予測が国防省から上がってきていた。

『門』は中途半端に小さい。戦闘機が一機通れる程度である。大型トラックなら三～四台並んで何とか通れるかどうかだろう。

　米軍が消費する武器、弾薬、食糧、そして燃料は全てにおいて大量だ。大規模に軍事活動を起こすなら、東京の道路を完全に封鎖して専用道路化する必要がある。それでも『門』しか通り道がないのだから、家庭用の蛇口で五十メートルプールに水を満たそうとするようなものなのだ。手間や時間がかかりすぎる。そしてコストも。

　しかも、大量輸送力の要である輸送機は入らない（完全に分解して現地で組み立てるなら可能かも知れないが……）。精々戦闘車両とヘリがやっとだ。

　その意味では、自衛隊が『門』の周辺に留まってあまり広範囲に活動しないというのも、正解なのだということが知らされたのである。じっくりと物資を蓄えて、要となる場所に一撃を加えて押さえる。それが最良の選択なのだ。

　この問題は、特地からこちら側に資源や物を持って来る際にも当てはまるので、日本国政府としても頭を悩ましているところである。なにしろ銀座の一等地に、道路を広げる余裕など皆無なのだから。

　地下や高架の道路を作ったらどうかという話も出ているが、そうすると敷いた道路をどこまで延ばすかで資源関連企業の綱引き等各種の問題が噴出するので方針が立たないでいる。

　そういうわけで、「いっそのこと開示しちゃおうか」という森田の言葉は、事務秘書官としては正気の沙汰ではない。思わず精神的な失調を疑うような視線で首相の顔を見てしまった。

　流石に不味いと思ったのか、森田は言葉を翻した。

「本気ではありません。そういう考えがあるというだけです。わたしは自分を客観的に見れていますから心配要りません」

　なんだか後先考えず、めんどくさいから開示しちゃえと言っているような気がする、事務秘書官であった。
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　帝都で活動を開始した、菅原をはじめとする文民を支援するため、陸上自衛隊特地派遣部隊は帝都内に数カ所の活動拠点を確保した。例えばアルヌス協同生活組合の帝都支店の倉庫、あるいは、街の居酒屋の二階など、人の出入りがあっても怪しまれない場所である。その中でも異彩を放っているのが、帝都『南東門』界隈にある貧民街の一軒家であった。

　その地区は帝都でも様々な種族、民族、獣人が混在して住んでいる街で善良な者は決して近付こうとしない。

　数歩進めばスリが懐に手を突っ込んで来て、暗い路地に入ったらまず強盗から声がかかる。金目の物を持っていると見られれば、後からゾロゾロとおっかない連中が付いてくる。例えるなら、今はなき香港の九龍城みたいなところであった。

　軒を連ねる店にしても、いかがわしく無いものの方が少ない。

　何に使うか分からないような淫いん猥わいな道具から、各種の禁制薬物、そのあたりから攫さらってきたんじゃないかと思いたくなる奴隷等なんでも扱っているのだ。

　もちろん人間が生活しているのだから食料品や衣類を扱う店だってあることはあるのだが、こういうところの場合は、品物の出所が怪しい。服屋などは商品に血が付いていたり、斬られた痕跡がそのまま残っていたりすることもあるのだ。八百屋は路傍の雑草を売っているように見えるし、肉屋に至っては、まず何の肉か疑ってかかる必要がある。安さに惹かれて買ったら実は人肉だったということもありそうで怖い。

　そんな『悪あく所しょ』であるが故に、屯たむろするのも剣呑な風体の男達、殺気と狂気を混じらせた抜き身の刀剣のようなワーウルフなどの獣人や六肢族である。オークや、ゴブリンなんかの姿も見られる。連合諸王国軍の敗残兵なども流れ込んで来て窃盗、恐喝といった犯罪や、暴力に関わる仕事をしている。つまりならず者であった。

　女だと、婀あ娜だっぽい視線を向けてくる娘、あるいは荒すさんだ雰囲気と芥け子しの香りを漂わせて中空にあるはずのないものをボーッと眺めている娘などがいたりする。堅かた気ぎの仕事に就いている者もいなくはないが、その殆どは交渉次第で娼婦としての仕事もするという蓮はすっ葉ぱさである。

　種族としては、ヒト種あり、ヴォーリアバニー、キャットピープル、犬耳、蛇、角が生えていたり、翼を持つハーピィや翼人なんかもいたりする。そんな女達が男達の淫らで舐めるような視線に妖しい笑顔を返し、「遊んでいかない？」と誘いをかけるのだ。

　弱ければ食い物にされる。ここではそれが当然だった。だからこの街の住民は路上に死体が転がっていたとしても気にとめない。それって昨日？　それとも今日のこと？　明日でも、誰も気にしないよどうせ毎日のことだから、という態度だ。ここはアルヌスとは違い、帝都の澱みを吸収して負の方向へと闇色に発展し続ける場所なのである。

　陸上自衛隊が、そんな場所をあえて選んだ理由は簡単で、人種の坩堝るつぼと言えるこういう場所ならば怪しい風体の者が出入りしても目立たないと考えたからである。他の場所も人の出入りが多いが、一般市民が住む場所なだけに人相や風体の悪い者は人目を惹いてしまう。汚れ仕事専門業者を使うこともあるので、そういった者でもおおっぴらに出入りできる場所が必要なのだ。

　実際、この悪所と呼ばれる街で起きたことの殆どは、外に伝わらない。その意味ではこの街の闇は大変隠蔽効果が高いのだ。だが、程なくして彼らは逆の意味で悪目立ちしてしまい、この悪所街で非常に有名な存在となってしまう。

　きっかけは彼らが街の人間に比べて、気前と金の払いが良かったからである。

　ちょっとした仕事でも引き受けた時の支払いは、その辺の顔役がくれる額の倍は出したのだ。そしてそれが古くから街を仕切っている顔役……ゴンゾーリ、メデュサ、パラマウンテ、ベッサーラといった連中の気に障ることとなった。

　他所者の奴ら、建物を一軒買い切って何やらコソコソとやっているぜ。新参者の癖に挨拶にも来ようとしないたぁ太てぇ野郎だ。街の秩序とか顔役の権威など、気にも留めないとは良い度胸してやがる。しかも、遣い走りにすら高い駄賃を払ったりするから、自分達を恐れ靡なびいてた連中が最近反抗的になりつつある。はた迷惑な奴らだ。

　こんな些細なことの積み重ねが、この街を仕切る顔役達の怒りとなったのだ。

　そしてその内の一人ベッサーラが「金払いが良いなら大層な金持ちなんだろうさ。ちょいと行って、いただいて来ようじゃないか」などと考えて、子分や街の無頼漢達を集めると自衛隊悪所街事務所を襲撃したのである。

　が、そんな彼らを迎えたのは、鉛玉の洗礼だった。

　Ｈ＆Ｋ ＭＰ７、ＦＮ Ｐ90、伊丹らが鹵ろ獲かくして持ち込んだ銃砲火器がこんなところで役に立った。勿論、官品の装備もてんこ盛りだ。不正規戦である以上、交戦規則も非常にシンプル。敵と見たら討て。ややこしい法的なうんたらかんたらは一切気にしないでよかった。

　こうして、事務所開設に携わった第五偵察隊の猛者達が、使い勝手の良い火器を与えられ圧倒的な戦闘力で反撃したものだから、ベッサーラ配下の無法者共は瞬く間に殺戮され、その死骸の山を路上に築くこととなったのである。

　しかも、反撃はそれでは終わらなかった。

　ベッサーラは、子分の殆どを失った上に、その住処は爆破されてしまったのだ。屋敷と子分、その悉ことごとくを失ったベッサーラは、身を守る武力と権威の双方を失った。そしてその瞬間、それまで行ってきた無法のツケを支払わされることとなった。

　他の住民達からどれほどの恨みを買っていたのか……妻と複数の愛人と子どもを巻き込んで全身を大小様々な刀剣でハリネズミのように刺され、悪所の片隅に捨てられることとなったのである。

　その無惨な姿を見て、街の者はひそひそと語り合った。「あの連中に手を出すな」と。

　何もしなかったが故に生き残ったゴンゾーリ、メデュサ、パラマウンテの三家も、自衛隊がベッサーラが手にしていた利権とか縄張りとか、店や娼婦からの所場代、みかじめ料といった収入源に手を延ばさないことに安堵のため息をつきながら、連中にはとにかく手を出さずそっとしておくということを決めた。

　虫の好かない連中だが、商売の相手と考えればこれほど良い客もないからあえて喧嘩を売る必要はないと、負け惜しみにも等しい発想の転換をして、逆に積極的に接近を図って仕事の売り込みを始めた。

　自衛官達が求めるものはもっぱら情報であり、また情報を拾い集める目端の利く手駒であった。自衛隊の依頼を受けた顔役達は、スリや泥棒といった連中を集めて、貴族の家を見張らせたり人の動きを観察させたり、時には屋敷に侵入させて書簡等を盗ませるといったことを繰り広げ、役に立つところを見せることによって自己の保全を図ったのだ。

　ぶっちゃけて言えば強者に媚びへつらったと言える。しかし、強者に靡なびくのはこの悪所では至極当然のこと。ことさら逆らって見せるような者は、表向きは気骨があると評価されるかも知れないが、陰では馬鹿だと陰口をたたかれることになるのだ。長生きできないからである。

　それに害意さえ向けなければ自衛官達は大層礼儀正しく、無礼も働かない。

　無法な行為を目撃して苦い顔をしても、他所者としての立場をわきまえて煩い態度もとらないようにしていることが見受けられる。

　そんなことからも『悪所』の男達は種族を問わず、自衛官達の存在を畏怖と畏敬の念をもって受け容れるようになったのである。

　それに対して、女達の心境はいささか複雑であった。

　はっきり言えば、好意的な感情を抱くことが出来なかった。

　いくら声をかけてもちっとも靡かないからである。金回りが良いのなら、自分達にだってお金を落としてくれて良いだろうに、どれほど色目を使っても、猫なで声でくすぐっても、客になってくれないのだ。

　確かに街の男達の懐が温まると、間接的に自分たちの懐も温かくなってくる。だけど、できることなら直接温めて欲しい。それが女心というものだ。

　だが「ホントに男かい！　インポ野郎っ！」と挑発しても、肩を竦すくめるだけで相手にもしてくれない。

　だから表面上愛想をよくしても、内心では嫌うということになるのである。

　ところがその代わりとばかりに、数日毎に交代する看護師と称する女達が建物の一角に開いた部屋で、健康とか、妊娠検査など避妊についての相談を受け付けるようになってから風向きが変わり始めた。

　そこで売られる避妊についての画期的な道具が、彼女達の仕事に無くてはならないものと成ったからである。

「なんだ、今夜はクロカワが当番なのかい？」

















　大麻の混じっていそうな煙草を、キセルでくゆらせている女が相談室に入って来た。街に立っている時のように構えた様子もなく、精神的な武装を解いているようである。

　なにしろこの街にあって、この建物の中は絶対的な安全地帯と見なされている。自分の塒ねぐら以外では、いや自分の塒ですら完全に安心とはいえないこの街では、唯一気を抜ける場所かもしれない。迂う闊かつに手を出せばどれほどの権勢を誇った悪党でも一族郎党皆殺しにされる。

　自衛官達が直接手を下したわけではないが、結果としてそうなったので、街の人間達はそう思っているのだ。

　動きやすいようにジーンズとチューブトップという出で立ちの黒川は、背中に白い翼を持つミザリィという翼人女性に、小さな銅貨二枚と引き換えに、避妊用ゴム製品の小箱を手渡した。代金を取るのは、「施しをするわけではない」という意味がある。こんな悪所であるが故に、生き抜いてきた者は皆それなりの誇りを持っている。それを尊重してのことなのだ。

『自称良識的な人間』から見れば、悪事の助長に見えて眉を顰ひそめるかも知れない。だが、この手の活動は社会福祉という観点においても非常に重要な意味合いを持つ。

　貧困の世界においては、お為ためごかしや綺麗事より、まずは今日のメシなのだ。身体を売って何が悪い。誰に迷惑をかけているわけでもないし……という理屈は確かに存在する。それを倫理の剣を持って真正面から斬りかかるのもいいが、彼女たちがまず困らないようにすることも大切なのである。彼女たちを困らせ、心身両面で追い詰める最大の問題は不意の妊娠なのだから。この特地の医療水準では、人工妊娠中絶は死と隣り合わせの上に、健康を害すること間違いなしの行為なのである。

　ちなみにこの世界の性感染症については、まだ存在は確認されていない。

　実は黒川たちの、娼婦に対する支援活動もその観点から厚生労働省が予算を出した。「早急にその有無を確認せよ」ということである。

　新大陸を発見した上に、梅毒を持って帰ってヨーロッパに蔓延させたコロンブスの真似はしたくないということである。男性の自衛官達にもその意味では非常に厳しい通達が出されていた。

「クロカワは、煙草を止めろとか言わないんだねえ」

　他のＷＡＣ女性自衛官には止めろと口やかましく言われているらしい。特に煙草に混ぜている魔薬について、肌に悪いとか、内臓に悪い等々と糞味噌に言われていると愚痴をこぼした。

　だが、黒川は「でも、必要なのでしょう？」と肩を竦すくめて見せた。

「分かってるじゃないか？　もしかして経験があるのかい？」

　娼婦という仕事についてである。

「いいえ。想像力を逞しくしたまでですわ。素面しらふではやってられないでしょうから……」

　翼を持つ女は、美麗な唇をいびつな形にしてそっぽを向いた。

「ちっ、あんたみたいな、お高く止まっている女は嫌いだね」

「それは結構なことですわ。別に好かれたいとも思っておりませんから」

　ミザリィは、憎々しげに黒川にあかんべしてみせた。黒川も負けじと、イーッと口角を横に引っぱった。とたんに、空気が緩む。ミザリィが笑ったのだ。

「ガキかい、あたしらは」

「似たようなものですわ。昨日のわたくしと今日のわたくしに大差がないように、二十年前のわたくしと今のわたくしにも、そう大差はないと思いますから」

　そんな理屈をミザリィは鼻で笑うと「さてと、稼ぎに行かないとね」と腰を上げた。そして黒川に向けて煙草の紫煙をふうっと吹きかける。

　黒川は、両手をぶんぶん振り回して煙を振り払う。どちらも、やることが非常にわざとらしかった。お互いに住む世界が違いすぎると、こんな形でしか互いの距離をはかれなくなるのかも知れない。

　黒川は突然態度を改めると尋ねた。

「もし、そんなものを吸わなくても良い仕事があったらどうします？」

　しかしミザリィは馬鹿にしたような態度を崩さなかった。

「あたしらみたいなのに、そんな仕事あるわけないだろさ。男に股ぐらひらいて、よがってみせてナンボ。そんなもんさね」

「アルヌスの噂は聞きませんか？」

「ああ、あそこね。天国みたいなところなんだってね。でも、紹介が必要なんだろ？　それに特に能があるわけでなし、行った先でも出来ることは同じだろうしね？」

「非常に強力なコネがあると言ったら、どうします？」……こんな一言が、黒川の喉元まで出かかった。だが、別の女性相手にこのセリフを言った時、伊丹から「お前何様のつもり？」と散々に叱られたことを思い出してしまった。その時は、伊丹に対する反感だけが残ったのだが、ミザリィが口にした「特に能があるわけでなし」というセリフには、言葉の意味だけに収まらない様々な何かが含まれているような気がした。

　もし、まともな職を世話してアルヌスに送ったとしても、ミザリィは夜になるとあの街の暗がりに立ってしまうのではないだろうか、そんな気がしたのだ。

　言葉に詰まった黒川に、ミザリィは勝ち誇ったような笑みを浮かべて背を向けた。そしてキセルをくゆらせながら、仕事モードの腰を振る気取った歩き方で去っていくのだった。




　そのミザリィが、再び黒川の元を訪ねてきたのは、夜半を過ぎた頃であった。

　羽振りの良い街娼なら夕刻に一人、晩に一人と客をとり、調子が良ければ三人目と思う頃合いだが、夜もここまで更けてくるとさすがに女目当てに街をうろつく男も少なくなる。

　まだ全く稼げていない女は必死になって男を追い、とりあえずノルマを果たした女達はそろそろ寝るかと自分の塒ねぐらに戻ろうとする時間帯でもあるのだ。このあたりが娼婦でも、要領の良い女と、悪い女の差が表れるところと言えるだろう。

　そんな時刻に、ミザリィが街娼達をぞろぞろと引き連れて事務所の戸を叩いたものだから黒川は何か騒動が起きたのかと思った。ベッサーラによる事務所襲撃も、まだ最近のことである。

　机の引き出しから拳銃を取りだすと、ズボンのベルトに挟み込んだ。自衛官である以上、彼女もまたその使用法については熟知している。

「クロカワ。ちょっと話がある」

　戸を薄く開いて見ると、ミザリィは落ち着かない様子であった。

　きょろきょろと周囲を見渡す姿は何かに怯えているようにも見える。

　一緒にいる街娼達も皆、息せき切って明らかに冷静さを欠いており、ただならぬ事態が進行中であることを黒川に感じさせた。

　黒川は戸を大きく開くと彼女たちを迎え入れた。

「入りなさい。早く」

　こうして街娼達は夜の暗闇から地下に設置した発電機から送られて来る電気によって明るく照らされた室内へと入ったのである。

　照明と言えば蝋ろう燭そくや油の灯火しか知らない者達ばかりだから、皆、蛍光灯の明るさに驚きを隠さなかった。光源に直接目を向けて眩しそうに目を細める者もいた。だが、明るさには不安を和らげる力がある。ミザリィは「鳥目にはありがたいねぇ」などと軽口を叩き、皆もそれぞれ思い思いの感想を口にしながら少し力を抜いた様子となって診察用のベッドや椅子に座り、そうした腰掛けのない者は室内の適当なところへと散らばって、壁に寄りかかったり床に直に座ったりしていったのである。

　皆が落ち着き場所を得たのを見計らうと黒川は尋ねた。

「で、どうしたのでしょう？　何かあったのですか？」

　ミザリィは皆を代表して口を開いた。

「あたしらは、あんたらがこの街で、いや、この帝都で何をしようとしているか、うすうす感づいてる。だけど何も言わず、聞かず、見なかったで通してきている。それがこの街で長生きする秘訣だからね」

　娼婦達はみな一斉に頷いた。

「だけと、そうも言ってられなくなったんだよ。この娘の名前は、テュワル。この子の話を聞いて、あたしらを助けて欲しいんだ」

　ミザリィはそう言うと、自分と似たような白い翼を持ちながらも、種族の異なるテュワルを紹介した。この女性はハーピィである。翼人は背に翼を持つが、ハーピィは上肢が翼を兼ねる。

「お願いです。助けてください」

　黒川は困惑したまま答えることが出来ない。どうにも要領がつかめなかった。

　いったい何が起きているのか、黒川はその説明を求めていた。何から助けて欲しいのかが分からなければ何をすれば良いのかも分からないのだ。

　だがミザリィは、そんな説明よりも早く助けて欲しいと繰り返した。助けて欲しいと言うばかりで、説明を端折はしょってしまう。

「ああっ、まどろっこしぃねぇ！　あたしらを助けてくれれば、これからはあんたらに協力してやるって言ってるのさっ！」

　黒川はついに降参した。そして、これは自分一人では対処できないと判断して、二階で待機しているはずの桑原曹長達を呼び出すことにしたのである。
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　その夜、帝都は地震に襲われた。

　遠くから地響きのような音が大地を走ったかと思うと、突如として前後左右に大きく揺れた。

　その揺れは激烈なものではなかったから、耐震性など全く考えられていない、ただ石を積み上げただけの建物であっても、強度の劣るところがわずかに崩れるだけで済んだ。

　その意味では、帝都の街並みやインフラを徹底破壊するに至らなかったのである。だが、人心に与えたダメージは深刻なものとなった。

　震度計が無いため正確には分からないが、被害の程度から測ると震度は四あるいは五弱。

　発生時刻は深夜で、帝都の人々はまったくの不意を突かれることとなった。

　熟睡中の地震に寝台から蹴り出され、安らかな眠りを破られて驚く間もないままに漆喰が剥がれて降り注ぎ、棚や天井からぶら下げていた物が次々と落下した。

　タンスが倒れ、床に落ちた素焼きの食器や花瓶などはことごとくが割れ、足の踏み場もないほどに破片が散らばった。

　帝都の民にとって大地とは決して動かないものである。盤石不動の象徴であった。

　水は流れ、風は走り、火は燃え上がり、木々は生い茂る。そして大地は動かない。それが世界の法則である。それが破られた瞬間、人々は世界が終わると感じた。その恐怖と絶望によって人々の魂には、精神的外傷がざっくりと刻み込まれたのである。

　このような天災の到来をあらかじめ知ることは、科学の進んだ日本でも難事である。不可能と言って良い。それを可能とするものがあるとすれば、神か、はたまたヒトより優れた感覚を持つ動物だけであろう。

　だが、この特地においてこの両者は人と似た姿をもって言葉を語る。故に災害の到来を予想し得た者があった。

　ハーピィのテュワルは、客となった二人目の男を見送ったあと、突然の寒気と震えに襲われた。

　最初は風邪をひいたかなと思った。汗をやたらと掻いたのだ。

　二人目の客はしつこくて、払った金の元を取ろうと汗をぬぐう暇もないままにテュワルを数度にわたって責め立てたので疲労困こん憊ぱいしてしばらく動く気力もなく、肌が冷えるに任せてしまったのだ。だが、身体の奥から湧き上がる震えは、風邪のものとはいささか趣が違っていた。

　後ろ髪がチリチリして首を竦すくめたくなる。そして、足腰から力が抜けるような感触。それらは、恐怖感にも似たものだった。

　ふと、思い当たることがある。テュワルには以前似たような経験があったのだ。

　南方の火山地帯に住んでいた彼女は、噴火の寸前に大地が揺れるという希け有うな体験をしていた。そう、この感触は『地揺れ』の前触れであったことを思い出したのだ。

　とはいっても、この帝都の近くには火山などない。

　ここに来て日は浅いが、過去に地揺れがあったという話は聞いたこともない。だから、ただの勘違いではないかと思った。しかし、心の底にくすぶる焦燥感と恐怖感をどうやってもぬぐい去ることが出来ない。そこでテュワルは、娼婦としても先輩格で何かというと頼りにしているミザリィに相談することにしたのである。

　実は、ミザリィや他の街娼達も漠然とした恐怖感を味わっていた。ここに居たくない、逃げ出したいという衝動が湧き上がって来るのだ。

　ただ彼女たちは地揺れなど聞いたことも体験したことも無いから、不安と恐怖の正体が分からなかったのである。しかしそれが、テュワルによって明らかにされた。そこで彼女たちはそれぞれが用心棒としている男達へと相談した。日頃、「守ってやる」と称して稼ぎの上前をはねているのだから、こんな時ぐらい役に立てという訳である。

　ところが男達は面倒くさがるばかりで、まともに請け合おうとしない。「地揺れ？　なんだそりゃ？　地面が揺れるなんてことあるわきゃないだろう……そんなことより、さっさと客を取って稼げ」という反応ばかりである。もちろん彼らとて言いようのない焦燥感はあるようだが、それを素直に受け取らず強がっているのである。

　しかしこうしている合間にも不安はどんどん強くなっていく。そこで彼女たちは、頼りにならない男達を見捨てると黒川の元へと駆け込むことにしたのである。

　陸上自衛隊・悪所街事務所（通称）の所長、新にゅう田た原ばる三佐は、黒川と桑原曹長の報告に当然ながらどうしようかと悩むことになった。地震の予知連絡を受けた際の対応など、誰にも経験がなかったからだ。その信憑性だって疑ってしかるべきだ。

　だが、テュワルという女性は、いわゆる鳥を祖とする種族である。姫路駐屯地と新潟の新し発ば田た駐屯地で勤務経験のある新田原は、二つの震災を肌で体験していた。そして大きな地震の前に駐屯地近郊から野鳥が一羽もいなくなってしまった記憶が鮮烈に残っていたのだ。もし、鳥と言葉を交わせたら、警告を聞くことができたかもしれないと思っていた。

　彼女達は、人より勘が鋭いのかも知れない。もし、話が間違いであったらそれはそれでいい。あとで笑えば済む。だから、本当だったらという前提で対策を取っても良いんじゃないか。そう思ったのだ。そして決断を下す。

「来る」と構えて待つのであれば、地震国に産まれ育った自衛官達にとって、それは大したことではない。小さい頃からすり込みに近い形で、対応策も身につけている。帝都内の各所にいる隊員達に無線で事態を連絡をして火の始末をさせる。そしてとりあえず装備、武器、食糧、医薬品をまとめ、頭上や周辺から物が降り注いで来ることのない、広い場所へと避難するのだ。大きな建物の側や崖や水の近くも避けたい。

　それは非常に単純なことであった。だが、地震について経験も知識もない者にとっては、こんなことだって思いつくことは難しかったのである。




　熟睡中を菅原に叩き起こされたピニャは、城館を出て外の森へと引っ張り出され不機嫌を隠さずにブツブツ言っていた。ハミルトンなどは、半分眠りながら歩いている有様だ。書類仕事で疲れが溜まっているのだろう。

　菅原の護衛として、ピニャの館に滞在していた伊丹、栗林、富田の三名は、新田原からの無線連絡を受けると、半信半疑ながらもとりあえずピニャ達を安全と思われる場所へと誘導していた。ちなみに伊丹は制服姿。富田と栗林は戦闘服に小銃を手にした完全武装である。

　メイド達や松明たいまつを掲げ持つピニャの警護兵達も、戸惑いを隠せない様子だった。ピニャが従っているからという理由で、とりあえず応じているだけである。

　いくら大地が揺れると言われても、それが具体的にどんな事態なのか、彼らにはイメージすらできないのだ。我々が、空が落ちてくると言われても具体的にどんなことを意味するのか、分からないのと同じかも知れない。

　だから、地震が発生した瞬間、彼らの受けたショックは凄まじいものとなった。

　まず、初期微動と言われる小さな揺れが起きる。

「おっ、来た来た」

　その持続時間の異様なまでの長さに伊丹は「これはでかいぞ」と漏らした。

　初期微動の長さは震源地の遠さを意味している。そして、震源地が遠いと判断されるにもかかわらず初期微動が強いということは、地震の規模が大きいことを意味している。

　やがて到来する本格的な揺れ。

　ガツンと叩かれるような衝撃に始まり、グシャと大地が揺れた。

　それは終わってみればわずか三十～四十秒程度のことでしかなかった。だが生まれて初めて地揺れを経験する帝都の人々にとって、永遠に等しい時間となった。

　ピニャは悲鳴を上げた。世界が壊れたとすら感じた。なのに、菅原や伊丹は「おおっ、ホントに来ましたね……」などとのんきなやりとりをしている。

　伊丹、栗林、富田といった自衛官達の平然とした様は、ピニャの目に彼らがまるで何ものも恐れない不屈の勇気を有しているかのように映った。この者等はよって立つ大地を失ってなお平然としてるのではないかとすら思った。

　面倒くさがりで、何かと口実を設けてはサボろうとする。嫌なことからはすぐに逃げたがるという意味で、戦士としての『人柄』（力量ではなく……）に不安を感じさせる伊丹だが、そんな彼ですら、このような時には凛りん然ぜんとして動じないのである。

　メイドも兵士達も、恐怖に打ちひしがれて大地に伏していた。

　大地に根を下ろす木々が揺れ、梢こずえの擦れ合う音が、巨大な化け物が駆け抜けていく様にも思えた。メイドの泣き声や悲鳴が、そして兵士達のわめく声があたりに響いた。だが、そんな彼ら、彼女らが目にしたのは、周囲を見渡して被害の有無を見ている伊丹であり、富田であり、栗林である。

　その頼もしさは、さながら神を見るかのごとくとなった。

　メイド達はあたふたと跪きながら富田や栗林の脚に縋り、兵士達は戦場で不敗の英雄を見るような憧憬を彼らに向けたのである。

「この程度なら問題有りませんね。城壁とか弱いところは崩れてるかも知れませんが、大したことはないでしょう。震源地は凄いことになってるでしょうけど」

　揺れが収まった後。

　呆然とした虚脱感に浸る中で伊丹の冷静な状況判断に、思考停止状態のピニャはただ「うんうん」と頷くだけである。

　警備兵達は、富田や栗林の「大丈夫か？　怪我をした者はないか？」という言葉を受けて、それを大英雄の言葉を受けたがごとく背筋を伸ばして立ち上がった。完全に心服状態である。繰り返して言うが、全く経験したことのない者が地震によって受ける精神的な衝撃というものは、それほどに大きかったのである。




　悪所街においても、状況は似たようなものであった。

　女達を引き連れていよいよ南東門から外へ避難しようというタイミングで、それは起きた。街のそこかしこから、悲鳴と恐怖からの叫びが広まった。

　道幅が狭い悪所だけに、家の屋根などからいろいろなものが落ちてくる。

　新田原は大声を上げて、皆に道の真ん中に寄るようにと指示を飛ばし、それを桑原や黒川達が通訳して繰り返した。

　女達は言われるがままに悲鳴を上げて道の真ん中に集まって頭を抱えた。そして悲鳴を上げながら大地にしゃがみ込む。

　桑原達が「おお、来ましたね」「ホントだよ。すげぇ」「テュワルさんには是非日本に来て、気象庁に勤めて貰いたいぐらいだ」などと冗談を言い合う声に、やはり頼もしさを感じてか誰も彼もが、彼らの脚に縋りつく。

　男達は、役得役得と嬉しがった。

　倉田にいたっては獣系のお姉さま達に取りすがられて、「この身が嬉しい」「この脚が嬉しい」と感動に打ち震えている。

　女性趣味のない黒川はあんまり嬉しそうではなかったが、頼られることは嫌ではないので黒川に取り縋って泣いてるミザリィの背中を掌てのひらで軽くポンポンと叩いてやるのだった。




　伊丹等の保護と避難のおかげで、精神的な再建を素早く果たすことが出来たピニャは、大きな地震の後には大抵、もう一度の揺り戻し、すなわち余震が起きるということを知らされて、「ただちに皇帝陛下の下へと参らなくてはならない」と言い出した。父の身を心配してのことだ。宮廷内がどうなっているかも気になる。

　ピニャがそう言うのであれば、伊丹等としては反対する理由はないので「そうですか。では気を付けて行ってらっしゃい」と告げる。ところが、その言葉を聞いたピニャはこの世の終わりか、あるいは恋人に別れを告げられた少女のごとく、顔面を蒼白にして伊丹に取りすがった。

「い、一緒に来てくれぬのか？」

「いや、だって、皇帝の……もとい、皇帝陛下のところへ行くのでしょう？　不味くないですか」

　ピニャから見れば、伊丹達は敵国の兵士のはずである。皇帝の傍にそんな者を連れて行くなんて、将棋であれば王手飛車取り。戦略・戦術シミュレーションゲームなら、首都（総司令部）に敵歩兵ユニットが入った状態と言えるだろう。

　まあ実際には伊丹達は、使節として帝都に赴いている菅原の護衛という立場であるから、皇帝に銃を突きつけるということは許されないし、しないのだが、それはこちらの都合だ。ピニャの立場としては警戒してしかるべき事のはず。

　なのに一緒に来てくれというのだから、伊丹としては菅原と顔を見合わせて、どうしようかと困った。

「イタミ殿、お願いだ。傍にいて欲しい」

　要するに、彼女の本音は「恐いから一緒に来て」なのだ。

　ハミルトンなども顔面蒼白のままうんうんと頷いている。今まさに恐い思いをしたばかりで、しかももう一度地震があることを予告されている。ここで伊丹達に去って行かれたら恐くてしょうがない。メイド達も、その背後でうんうんと頷いて、警備の兵に至っては胸を反らして伊丹の背後に人垣を作って行かさないという態度である。

　こうして、ピニャとその護衛兵とメイド、そして伊丹達は皇宮へと向かうことになってしまったのである。




　ピニャの案内で、皇宮に入ってみると、そこは大混乱にすらなっていなかった。

　しんと静まりかえっている中、見渡せば調度品や家具が倒れ床に散乱していた。

　廷てい吏り達はそれらを元に戻そうともせず、おろおろとうろたえて、近衛の兵は我を失ってただ呆然としていた。地面に這いつくばって、頭を抱えて祈っている者までいる。

　当然、ピニャや菅原は誰すい何かを受けることすらない。堂々と歩む彼女達を止めようとする者は一人として居なかったのである。

　そのあまりの惨状に頭を抱えたピニャは、自分に付き従っている警備兵に命じて、宮廷内の主だった者、例えば当直の指揮官や官吏等を、謁えっ見けんの間に呼び集めるように命じた。

　とにかく、混乱し崩壊した秩序を取り戻さなければならない。そのためには主だった者を集めるのが手っ取り早いのである。

　警備兵達は、ただちに駆けだしていった。

「う～む、兵の練度が落ちているな」

　そのへんで、何もせずにぼやっとしている兵士を見ると、ピニャは嘆息を禁じ得ない。

　自分自身ですらこの始末なのだから、古こ今こん未み曾ぞ有うの天災にあっては仕方ないとは思うが、それでも近衛兵の秩序が崩壊したままというのは失望してしまうのである。

　国軍再建のために近衛から多くの士官、下士官が引き抜かれ、替わりに配された兵士は、練度の低い者や実戦経験の少ない者ばかり。そんなことの悪影響が出ているのだ。

　こうしてピニャ達は、ついに皇帝の寝室前まで来てしまった。来れてしまったのである。

　見渡してみても、皇帝の寝室に配されているべき警護の近衛がいないという驚くべき事態である。逃げてしまったのか、それとも何かあったのか。ピニャは脱力感を感じつつも、深いため息の後に改めて気構えた。

「スガワラ殿。まず、妾が陛下にそなたを紹介する。それまでは、口を開かないでいただけるか？」

　宮廷儀礼上必要なことと言われれば、当然のこととして菅原はこれに従う。その確認をとった上で、ピニャは寝室の戸をメイド達に開かせたのである。

「ほう？　最初に来るのは、ディアボかゾルザルあたりかと思っておったが、まさかお前とはな。ピニャ」

　寝台の皇帝は顔を冷や汗でいっぱいにしながら、ピニャを迎えた。

　どうやら皇帝はこのような緊急時に、自らの子の内、誰が真っ先に駆けつけて来るかを計っていたようだ。

　期待を裏切ってやったという意味では小気味よい気分になれたが、そんな悠長に構えている場合じゃないだろうと言いたくなった。

「陛下。身支度をなさってください」

　ピニャはメイド達に命じると皇帝の身支度を急がせた。そして、警備の兵に周囲を固めさせると、父を伴って謁見の間へと向かった。

　皇帝は腰が抜けたのか、歩くのにもピニャの肩を借りる必要があった。

　謁見の間に入ると、慌てふためいた様子の文武の官僚達が、ピニャと皇帝に救いを求めるように駆け寄って来た。

　ピニャは皇帝を玉座に収めると振り返る。

「まずは慌てるな。文官はただちに大臣を始めとする主だった者を招集するがよい」

「武官は直ちに兵を掌握し、臨戦態勢を発令せよ。皇宮の守りを固めるのだ。また、伝令を走らせ帝都在住の将軍達には参内を命じよ。急げ」

　ピニャの叱咤の声に、文武の官僚達もその役割を思い出してか一斉に動き始める。混乱に渦巻いていたものが、秩序だった一つの流れとして動き始めたようである。

　宮廷の機能を取り戻せる見通しがついてピニャはホッと息をついた。

　だが改めて見渡してみると、謁見の間の調度品や燭台は倒れ、額縁は落下してその砕けた破片が床に散らばっている有様である。

　その惨状に漏れ出る呻きを抑えつつ、メイド達にとりあえず綺麗にするように命じた。

　謁見の間を整えるような仕事は、本来は皇帝付きの内ない侍じの仕事である。ピニャに付けられているようなメイドでは、この部屋に近付くことすら許されないのである。だからこのようなことは宮廷の序列を無視する行為であった。だが、このような危急の時に、正常に働けるのが彼女達だけだったから仕方がないのである。

　こういう時に……いやこういう時だからこそ威儀を正すということは意味を持つのだ。慌てて駆け付けてきた者も、謁見の間が厳粛に整っているのを見れば、安心するだろう。もし逆に、何もかも乱れ果てていたら、その精神的な動揺も著しくなるはず。

　豪華さとか荘厳さを目の当たりにした時、それを虚飾や贅沢といって唾だ棄きするばかりでなく、このような演出装置としての機能にも目を向けるべきなのだ。そうすれば、そのような機能に欠ける飾りこそが、虚飾であり贅沢であると見抜けるようになる。

　これまでのピニャは騎士団を率いるだけあって質実剛健を好み、宮殿の装飾を軽蔑する傾向があった。だが日本と関わって外交の仲介を担っている内に、こうしたところにも気を配ることが出来るようになっていた。

「ピニャよ、そなた一皮むけたな」

　だが、皇帝の言葉に含まれる意味の分からないピニャは、「皮など剥けていません。怪我はありません」と勘違いな返答をしてしまう。

　皇帝は、その生真面目そうな表情に相そう好ごうを崩した。

「時にピニャ、見慣れぬ者を側に置いておるな。将軍らが集まるまで、まだしばし時がかかろう。その間に紹介してくれぬか？」

　ピニャは首を竦すくめつつ、少しばかり声を低くすると、斬るような所作で菅原に掌しょう尖せんを向けた。

「紹介いたします。ニホン国使節のスガワラ殿です」

　菅原は帝国の皇帝に対して、胸を張って一歩前に出ると、頭こうべを垂れる礼をもって敬意を表した。その背後では、伊丹らも菅原に合わせるようにして挙手の敬礼を行う。そのそろった様は、宮廷の典礼の優美さとは違う独特の色いろ香かがあった。

「ニホン国？　なるほど、そなたは、たしか彼の国と我が帝国との仲介の任を引き受けていたのだったな。だが、何故このような時にお連れしたのか？　折角お越しいただいたのに、もてなすことすら叶わぬではないか」

「申し訳ありません、父上。ですが、この者らは此度のような地揺れに大層詳しく、聞けば、これより揺れ戻しがあると申しております。傍で助言を頂ければと思っておりました」

　これにはピニャの父親も顔色を変えた。

「ま、また揺れると申すか？」

「はい。そのため、是非にとお願いして同道していただいた次第です」

　皇帝は鼻かしらに浮かんだ冷や汗の粒を寝衣の袖で拭ぬぐうと頷いた。

「よかろう。使節殿、歓迎申し上げる」

　ようやくの紹介を得た菅原は、あらかじめ脳内で用意しておいた挨拶の口上を述べる。

「陛下におかれましては、ご機嫌麗しく」

「天変地異の直後に、麗しいはずなかろう。が、お陰で我が娘の意外なる成長を見届けることが出来た。礼を言うぞ」

「いいえ。殿下が日頃から研鑽されて参られた結果とお見受けいたします」

「戦いくさごっこと思っておったのだがな」

「既にごっこ遊びは卒業されました。殿下は実戦をくぐり抜けた優秀な指揮官でいらっしゃいます！」

　会話に割って入った女声はハミルトンのものだった。

　彼女は皇帝と外交使節との会話に、声を荒あららげて割って入るという無礼をしてしまったことに気付いて、顔を真っ赤にして小さくなっている。皇帝も菅原もそんなハミルトンを無視した。そうしないと、彼女の無礼を咎めなければならないからだ。無かったことにするのが一番である。

「使節殿。生憎あいにくと、今は忙しくてもてなすことは叶わぬが、時と所を変えてならば、盛大な宴うたげなど開いて歓待したいと思う。今宵の所は勘弁してもらいたい」

「はい、陛下。我が国と帝国との将来について、お話しする機会をいただきたく存じます」

　菅原は一礼してピニャの後ろに下がった。本来ならここで謁見は終わりである。だが、皇帝は引き下がった菅原に対して、さらに言葉をかけた。

「そういえばニホンという国にも、王がいるのであったな？」

　菅原は、良く知っているな？　と思いつつ質問に応じた。日本側が帝国について情報を集めているように、帝国側も日本について何某なにがしかの知識を得ていたようである。

　だがどうやって？　ふと、疑問が湧いた。

「いいえ、我が国の象徴たるお方は王などではなく、天皇という位に就いておいでです」

「確か象徴であったな？　君主たる者が、臣下に国権のことごとくを奪われてそれでよしとする国など恐れるには足りぬと思うていたが、……考えてみれば『門』の向こうは異世界。その世界には、またその世界における君臨の有あり様さまがあってもしかるべきか。対等の相手など、これまで無かっただけに、どのように遇するべきか分からぬ。無礼などがあってもご容赦いただきたい」

　そんな形で会話が途切れる頃、廊下から大だい音おん声じょうが響いてきた。

「父上、父上っ、ご無事か!?」

　ゾルザルが、まるで暴れ馬のごとく謁見の間に駆け込んできたのである。

　彼の取り巻き達も、それこそ胸甲を前後ろ逆に付けたり、サンダルを左右逆に履いていたり、剣の鞘を提げていても肝心の剣がないという者ばかりで、慌てて出てきたことが分かる有様だった。

　ゾルザルは手にチェーンを引きずっていて、その端には首輪を付けたテューレや他の女達が一いっ荷か釣りの魚のように引きずられていた。白ウサギの如きテューレは裸身のまま床を引きずり回されてしまったようで息も絶え絶えとなって転がっていた。その隣にいる黒髪の娘や金髪、赤毛の娘達も、全裸で引きずり回されたためか擦り傷だらけになっていて、生きているかどうか心配なほどである。

　その光景に思わず絶句する伊丹、富田、栗林。

　流石に外交官たる菅原は顔色を変えないが、小さな舌打ちが彼の苛立ちを感じさせた。

「父上、ご無事でしたか？　さぁ、逃げましょう」

「どこへ行くというのか？」

「とにかく、ここから離れるのです」

　皇帝に迫る第一皇子に対してピニャは「兄様。ただいま、大臣及び将軍に招集をかけたところです。動座するにしても、主立った者が集まってからでなければ、宮廷は混乱いたします」ととりなそうとした。

　だがゾルザルは言う。

「何を悠長なことを言っているか。ノリコの言によれば、もう一度か二度、地揺れがあってもおかしくないというではないか。すぐにでも逃げるのだ」

　このままでは玉座ごと皇帝を抱えて走り出しかねない勢いだ。

　とにもかくにも、兄を落ち着かせなければと思ったピニャは、なんとか兄が応じてくれそうな話題を探して、迎合口調で話しかけた。

「兄上、それにしてもよくぞ再度、地揺れがあるとご存じですな。妾もついさっき知人より聞いて知ったばかりだというのに」

「今言ったろう。ノリコがそう言っておったのだ」

「ノリコとは？」

　ピニャの問いに、ゾルザルは手にした鎖の一本をぐいっと引っ張った。

「きゃっ」と、小さな悲鳴を上げて、テューレやその他の女達が呻く。

「黒髪の女だ。『門』の向こうから攫ってきた内の生き残りよ」

　ゾルザルがそう言って、顎あごで示す。その途端、

「馬鹿野郎っ！　ぶっ殺してやるっ！」

　雷光のごとき勢いで放たれた伊丹の拳が、ゾルザルの顎を抉えぐっていた。
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「馬鹿野郎っ！　ぶっ殺してやるっ！」

　雷光のごとき勢いで放たれた伊丹の拳が、ゾルザルの顎を抉った。

　吹き飛ばされた大男は、床を転がると拳を受けた頬を押さえながら怒鳴った。「殴ったな、貴様。皇子たるこの俺を殴ったな！」と伊丹を睨みつける。

　伊丹は伊丹で、殴った右拳を抱えて「おお痛てぇ。なんちゅう硬さ。馴れないことするもんじゃないぜ」と涙目になって呻いていた。

「この無礼者め。皇子殿下に手を上げるとは、一族郎党皆殺しの大罪だぞ」

　ゾルザルの取り巻き達はそれぞれ手にした剣を抜いて身構えた。

　皇帝の面前で剣を抜くなど本来は重罪に値する行為である。さらに言えば皇族に対して暴行を加えることも許されることではない。だが宮廷は現在地震の影響で完全に機能を停止している。皇帝と皇族を守る近衛の兵も、秩序を失っていてどこにも居ない。事態を収拾する者がいないために、厳粛なはずの皇帝の御前は一触即発の状態となってしまった。

　目を座らせた富田は六四式小銃の安全装置をレ（連発）の位置に合わせ、栗林は倒れているテューレ達や黒髪の娘の様子を確かめる。

「大丈夫？」

　日本語での声かけに、黒髪の女性はがばっと顔を上げた。

「私たちは陸上自衛隊よ。あなた日本人ね？」

　それをきっかけに黒髪の女性は、滝のように涙をこぼした。そして栗林の手に取りすがった。これまでどれだけの苦しみを味わってきたのか。それを思うと栗林の身体に力がみなぎる。栗林はナイフを抜くと女性の首につけられていた革製首輪を斬りとって捨てた。

「助けに来てくれたの？」

「ええ。必ず連れて帰ってあげる」

　このような娘が捕らわれていることなど今の今まで知らなかったのだから、嘘である。だが、日本人がここにいて酷い目に遭っていると知れば決して放置して帰ることはない。絶対に連れて帰る。その決意で、伊丹達は完全に一致していた。戦闘態勢に入り、もし立ちはだかる者がいれば誰であろうと蹴散らして脱出する。そういう覚悟を噛みしめていた。

　一方、菅原もこれまで自分がしてきた努力が、水の泡になるかも知れないという状況に嘆息しつつも、日本人女性が不当に拉致されたあげく、このような形で拘束されていたことには怒りを抑えることが出来なかった。辛辣な笑みを浮かべ皇帝に対して慇いん懃ぎんさを無礼なまでに高めると尋ねた。

「ただいま皇子殿下が、『門』の向こうから攫さらって来たとおっしゃられましたが、これはいったいどういうことでしょうか陛下。そしてピニャ殿下。この件、ご存じでいらっしゃいましたか？」

「ス、スガワラ殿？」

　ピニャには分からなかった。伊丹や菅原が何故ここまで敵対的な態度を取るのか、その理由が理解できなかった。そうは言っても、思い当たることがないわけではない。捕虜の取り扱いにしても何にしても、日本人は力の及ぶ範囲で人命をとても大切にしたがるということを感じてはいたからだ。

　だが、それでもである。ここまで苦労して準備してきた講和交渉をぶち壊しにするほどのこととはどうしても思えなかった。国と国の講和は、個人の感情とは別に扱われるべきだからだ。

　しかし今、伊丹は個人的な激憤に囚われてその武器をゾルザルに、皇族の一人へと向けている。これはとても庇いきれない行為である。いや、庇うどころか、これはピニャの立場すら危うくしかねない行為なのだ。

　銃の威力を知るピニャは、万が一を思ってせめて皇帝だけは守ろうと玉座の前に身体を運んだ。そして状況を収拾するために説得にかかった。

「イタミ殿、止めてくだされっ！　皆も武器を収めよ。何かの手違いじゃ。ここは妾に免じて武器を収めよっ！」

　だが、ゾルザルの取り巻き達はそれぞれに剣を握ると、少しずつ包囲の輪を広げていった。その数、全部で十五名。彼らからすれば「無勢に多勢」の状況で何を遠慮する必要があるのかと思うのだ。戦えば勝つのだから、叩き斬って場を収めれば良いのだ。

　ゾルザルも倒れた姿のまま、自分を殴った男が八つ裂きにされる様を思ってほくそ笑んだ。

「いずこの国の者かは知らぬが、これでお前らの国の運命は決したな。国王から民に至ることごとくを殺し尽くし、全てを焼き払ってくれる。すべてがお前の責任だ。我が身の罪深さを思い苦しんで死ぬがいい」

　これに対する伊丹の答えは「栗林、富田、構わないぞ。自分の判断で撃って良しだ」というものだった。

　栗林は腰から銃剣を抜いて着剣すると、小銃の安全装置を連発に合わせつつ前に出る。

「また銃を廃棄にするなよ」

　富田の声に、栗林は「ふふっ」と微笑む。

　踊り手、栗林。介添え、富田、伊丹による死の舞が始まろうとしていた。




　銃剣格闘（銃剣道ではない）は、現代においてもなお現役であり続ける戦闘技術である。

　航空戦においてミサイルが発達した今日でも、戦闘機に機銃が装備されるように、地上において普通科、すなわち歩兵が相対して戦闘を行う限り、白兵戦は決して廃れることはない。

　実際に南米のフォークランド、そして昨今のイラク・アフガニスタン戦においても、銃剣突撃は決戦手段として用いられた事実がある。

　従って、剣道等のスポーツ格技と違って、その訓練はあくまでも実戦を想定しており、実戦でのみ使うことを前提としている。

　よく、武道の世界では物持ち三倍段というが、銃剣突撃を前にした時、空手や柔道にどれほどの段位を有していても子ども同然となる。何故なら、手強いと思えば距離をおいて銃撃するからだ。ずるいと思うなかれ、それが『戦闘』なのだ。審判が横にいてくれる試合ではない。

　栗林は、空重量で四・三キログラムの六四式小銃を鈍器として振り回すと共に、その鋭い銃剣の切っ先を槍の如く、そして研ぎあげられた刀身を長刀のごとく扱った。

　彼女の軽快で敏捷な身のこなしに、ついてこれる者は少ない。まして、隊列を組んで前面に楯を構え、そして前進するという戦闘技術で凝り固まったこの地の兵では、左右に軽快に跳ねる栗林を捕らえることは出来なかった。

　彼らの戦技は、あくまでも正面からぶつかってくる敵と戦うものだったからだ。楯でぶつかり、断ち切ろう刺し抜こうと剣を振る。

　だが、栗林はぶつからない。

　楯で身構えていれば銃撃し、剣を振ろうとすれば素早く横に躱して、脇の下に銃剣を刺突する。近付けば銃床で打撃し、これに堪えきれず少しでも下がれば斬撃で頸動脈を断ち切る。

　どれほどの腕力を誇ろうとも、どれほど研ぎあげた剣を振るおうとも、触れることすら叶わなければ、全くの無意味なのだ。それほどの努力ではなかろうが、取り巻き達が暴力を誇示するために積み重ねた鍛錬を、栗林は嘲笑するかのように無駄扱いしたのである。これに対抗するには、もう人数に物を言わせて取り囲むしかない。

　だが栗林の背中は、富田が守っている。

　回り込もうとした途端、富田は冷淡に引き金を引いた。７・62㎜弾は、厚さ十ミリの鋼板をも貫通する力を持つ。男の胸部にあたり、うすっぺらいながらも金属の胸甲を貫いたがために、体内に侵入した時にはマッシュルーム状に変形している。そして、おもちゃのスクリューのようになった銃弾は、体内の組織を巻き込み、引きちぎり、その背後へと抜けていくのだ。

　たった一発で倒れ伏した仲間を見て、ゾルザルの仲間達は、栗林の後背に回り込むことを諦めざるを得なかった。

　そして目前にいるのは、まさに手のつけられない猛獣。

　謁見の間に八体ほどの死体を製造した栗林は「次は誰？」と舌なめずりしつつ、取り巻き達を見渡す。だが、前に出ようとするほどの気概を持つ者は、もう居なくなっていた。

「やる気がないなら、武器を捨てなさい」

　取り巻き達は、ばっちいものでも放り捨てるように剣を投げ捨てた。

　その様子がいたく気に入ったらしい栗林は、笑みを浮かべながら「よろしい」と頷くと、続いて謁見の間から出ていくように命じる。

　取り巻き達は一瞬どうしようかと、主であるゾルザルに視線を送った。だが、栗林が銃の槓こう桿かんをあからさまに引いて見せると、その金属音に怯えて蜘蛛の子を散らすように逃げていったのである。

　ゾルザルは、目の前で繰り広げられた殺戮劇と、取り巻き達の遁とん走そうを信じられない物のように眺めていた。

　がくがくと震えながら、伊丹が自分に向ける、得体の知れない武器を見つめる。これも、仲間を撃ち殺したような火を吐くのだろう。そして、自分に向かって放たれるのだろうか。そうしたらこの場に転がる死体のように、自分も死んでしまうのだろうか？　何故、どうしてそんな理不尽が我が身に起こるのかと繰り返し思った。

　皇帝の第一皇子たる自分に、このような無礼が許されるはずがないのだ。

　帝国の次期皇帝たる自分に、そのようなことをして済む者など、ありえないのだ。

　だが、そんなゾルザルに対して、伊丹は高みから見下ろすようにして問いかける。

「さて、皇子殿下。あなたは今さっき、この女性を、『門』の向こうから攫って来た生き残りとおっしゃいましたが、それはつまり、他にも攫って来た者がいるということですね？」

「ふ、ふんっ。無礼者に答える口などないわ」

　せめてもの虚勢なのか、ゾルザルはそう言い張る。自分に口を開かせたくば、地に額ひたいをこすりつけて非礼を詫び、その上で礼儀正しく頼むべきなのだと胸を張った。そうすれば考えてやらないこともない。それが嫌ならば殺すがいい。だが知りたいことは分からないままだぞと、事実を知る我が身を人質として居直ったのである。

　すると伊丹は仕方ないと苦笑し部下を呼び寄せた。

「栗林君。喋りたくなるようにしてあげなさい」

「はい、隊長♪」

　栗林が、伊丹の命令をこれほどまでに嬉しそうに聞いたことなど、これまで一度もない。

　この後の情景はあまりにもグロく、写実的に表現すると年齢制限が必要になるので、擬音表現で勘弁していただきたい。

　バキッ、グチャ、ドスッ、ガン、バン、ゴツッ、ドスッ、グチャ……、ポキッ。

　当然その間に、ゾルザル自身の悲鳴というか、わめき声が轟く。

「やめよっ、まて、やめてくれ！　まてっ、痛い！　ぐひっ、あべっっ、ぐふっ……ゆ、指を折るな。勘弁してくれっ、ぐぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあっ」

　その余りのおぞましさに、ピニャと皇帝は目を背けてしまう。

　割って入るとか、止めるという発想はどこからも出てこなかった。迂闊に手を出せば、伊丹達の怒りの矛先が自分に向くような気がしたからだ。

　ピニャはイタリカの体験でわずかながら耐性を持っていたが、皇帝はこの時、怒らせると危険な存在があることを初めて知った。

　ハミルトンやメイド達などに至っては、壁際に固まってしゃがみ込むと互いに抱き合い、地震にあった時のようにガタガタと震えていることしか出来なかったのである。

　しかしその惨劇も、謁見の間の戸が開くことで終わりを告げた。

　マルクス伯を始めとした大臣や将軍達、そして秩序を取り戻した近衛の兵士達がようやく到着したのである。だが彼らは、入ってきた瞬間、玉座の前の惨状を見て凍り付くこととなった。

　見れば、死体が床に転がり、その間をゾルザルが血を塗装するかのようにのたうち回っている。

　第一皇子の前歯は砕かれて、床に散らばっていた。見れば奥歯らしき歯すらある。その顔は鼻と口から出た血で真っ赤というあり得ない姿なのだから、驚かないはずがない。

　伊丹は、今更ながらやってきた近衛達にチラと視線を送ると、子どもが昆虫を棒きれでつついて弄ぶ時のような感じでしゃがみ込み、ゾルザルにその銃口を突きつけて尋問を再開した。

「皇子殿下。そろそろ答えてもらえませんかねぇ」

　するとゾルザルは何かを答えようとした。だが口や鼻から溢れる血液で人語としてはとても聞き取れない。伊丹はゾルザルの襟首をつかんでぐいっと引き寄せるともう一度繰り返して尋ねた。

　だがその時、テューレが横合いから伊丹との間に割り込むとゾルザルを庇うように両手を広げた。

　その傷だらけ、痣あざだらけの体は、艶めかしさを感じさせる前に、痛ましさを感じさせる。引きずり回された時に負った傷だろう。

「殿下を、殺さないで」

　こんなに酷い扱いを受けたのに、その加害者を庇おうとするとは実に健気けなげである。

　自分を虐待する両親を庇う子供の心理に近いかも知れない。人質が犯人に心情的に同調してしまうストックホルム症候群というものもある。

　伊丹は、その健気さに免じて銃口は下げたが、その分さらに増した不快な気分を露わにして質問を続けた。

「殿下。あなたは今さっき、こちらの女性を『門』の向こうから攫さらってきた『生き残り』と言われましたが、それはつまり、他にも誰かを攫ってきたということですね？」

　体中の激痛に呻しん吟ぎんするゾルザルは言葉こそ返さなかったが、盛んに首を縦に振って肯定の意志を示した。そうしながらテューレの背中に隠れるように逃げていく。実に情けない姿であった。

「裕ひろ樹きよ、裕樹はどうなったの？」

　ノリコと呼ばれた娘が、栗林の背後から口を挟んできた。一緒にいたところを拉致されたという。すなわち、少なくとも他に一人はいるということである。

「男は奴隷市場に流した……後のことは知らん」

　血の泡を噴きながらなんとか答えると、ゾルザルはがっくりと力が抜けたように気絶したのだった。

　菅原はピニャの背後にいる皇帝へと顔を向けた。

「皇帝陛下。歓迎の宴を開いて下さるとのお話でしたが、それは我が国より拉致された者をお返しいただいてからといたしましょう。陛下がどのような神を信仰されているかは存じませんが、彼らが生きていることをどうぞお祈り下さい。ピニャ殿下、あとでその者達の消息と、どのように返していただけるかを聞かせていただけるものと期待しております」

　これだけ告げると、菅原は伊丹と視線を交わして、この場から立ち去ることにした。

　だが、

「待て、貴様等！」

　このような暴挙を許したままでは帝国の威信は地に落ちてしまう。将軍らの命令に近衛の兵達は一斉に抜剣し、再び戦いが始まるかと思われた。

「止めよっ！」

　だが皇帝の声が、それを止めた。皇帝は理解したのである。また死体の山を築くだけで終わってしまうということを。

「スガワラ殿。認めよう、ニホンの兵は確かに強い。だがな、戦いに強いばかりでは戦争には勝てぬもの。貴国には大いなる弱点があるぞ」

「我が国の弱点とは？」

「民を愛し過ぎることよ、大いに煩わされることとなろう。義に過ぎることよ、その動きが手に取るように予測できるぞ。信に過ぎることよ、大いに損をするであろう。強い敵とは戦わねば良いのだ。剣の切っ先は鋭くとも、柄えは弱点となる。その刃は鋭利でも、その峰を討てばよい。無敵を誇った軍が奔はん命めいに疲れ、いたずらに兵を損ない、国力を蕩尽し、高度な文明を誇った国が、ついには蛮族によって亡ぼされたのもそう古い話ではない」

　菅原は応じた。

「我が国は、その弱点をして国是としています。そして我が国の自衛隊は、その国是を守るべく鍛えられています。いっそのこと、お試しになられますか？」

「なんの、そなた等に抗せるはずもなし。和平の交渉を始めるのが良いだろう」

「皇帝陛下。私たちも充分に弁わきまえているつもりです。平和とは戦の準備期間であるということを。まして、和平の交渉は今行われている戦争を止める理由には成りません。我が国は、そして我が世界は、帝国をはるかに超える年月を血塗られた歴史の上に積み上げているのです。和平の交渉中に、この帝都を失うことを是非、恐れていただきたい」

　それはどこぞの国みたいに、だらだらと交渉を引き延ばすような真似はするなよ、という念押しであった。

　現在はあたかも休戦中であるかのように戦闘が行われていないが、日本側の都合でいつでも再開できる。その時の戦場はこの帝都だという脅迫なのだ。

　皇帝はこれに小さな舌打ちで応じた。

「だがそれでも、其そ処こ許もとらは和平の呼びかけを拒絶することはできぬ。違うか？」

「確かに。しかし、それが故に、虚言に下す鉄槌は、凄まじいものとなることをご覚悟いただきたい」

「おおっ、信じておるな。信じるのが国是なら当然だろう。だが、後で損をしなければ良いな？」

　皇帝がこの言葉を口にした途端、余震が襲ってきた。

　再度の揺れ。天井の漆しっ喰くいが粉となって降りそそぐ。

　その恐怖に、皇帝は顔面を蒼白にし、将軍や大臣、そして近衛の兵達も、皆しゃがみ込んで床を這い壁に縋すがった。

「よし、行くぞ」

　そんな無様な様子を後しり目めに伊丹は、部下と菅原、そしてノリコという娘を連れ、近衛兵達の間を堂々と抜けて謁見の間を後にしたのだった。




　菅原と伊丹、そしてその後ろを栗林、ノリコという拉致被害者、そして最後尾を富田という列で歩いている。裸のノリコには伊丹の制服上衣が着せられていた。

　しばらく皆、口を噤んでいる。

　十分から二十分ほど歩いて皇宮を出たところで、伊丹はため息と同時に、おろおろと言った。

「不味ったぁ。やっちまったよぉ!!」

　菅原も、頭を抱えている。

「やっちゃった。どう報告しよう？」

　つい頭に血が上ってやりすぎてしまった。伊丹と菅原は、どう言い訳したものかと頭を悩ませたのだった。
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「陛下にお尋ねしたい。この未み曾ぞ有うの恥辱と、損害に、どのような対策を講じられるおつもりか？」

　元老院議員であり、貴族の一人でもあるカーゼル侯爵は、議事堂があったはずの瓦が礫れきの山に立つと玉座の皇帝モルト・ソル・アウグスタスに向けて歯に衣きぬ着せぬ言葉を突きつけた。

　かつては薄闇の広間であったその場所は、今や青空の下の野外劇場と化している。

　演じられるのはもっぱら喜劇か、笑劇か。最早、重厚さなど欠片も無く、前衛芸術と精神失調に基づく難解さとの区別も付かない半はん可か通つう素人劇団の舞台背景のごとく、廃墟と成り果てていた。

　吹きすさぶ風が議員達のトュガをそよがせる。

　鼻にくすぶる刺激臭や、舞い散った粉塵が彼らの袖を汚していった。

　熟睡時を襲った深夜の地揺れとその余震は、人々の眠りを破り、夜の闇を恐怖で満たした。こうなると貧弱な灯火による明かりでは、闇のもたらす不安をうち消すことができず、人々は夜が明けるまで眠りに就くことが出来なくなってしまったのである。

　まんじりとしない時を過ごし、東の空が白んでいつもと変わらない帝都の朝を迎えたことで、ようやく人々は一息つくことが出来たのである。

　ところが、太陽がのぼると同時に、天空を切り裂く大音響と共に光が走った。

　それは雷鳴にも似た、耳を切り裂く大音響であった。

　二本の巨大な剣が天を斬り裂くように横切ると、そこから投下された四個の物体が、帝都の丘にそびえ立つ元老院の建物に正確に吸い寄せられ、堅牢なはずの建物をものの見事に吹き飛ばしたのである。

　帝国の権威の象徴たる元老院は、一瞬にして打ち砕かれた。

　もちろん、帝都に潜伏する自衛官のレーザー誘導による精密爆撃である。だが、それを知るべくもない一般の市民達は、地揺れに続く神々の怒りの表明であると、恐れた。ひそひそと、皇帝が何か神に背く振る舞いを行ったのではというデマが、深く静かに広まり始めたのである。

　帝国の知識層の代表とも言える元老院議員達は、それが神々の怒りであるとは思わなかった。それが人の為したことであると、知り得る立場にあったからである。

　とはいえ、自分達の権威の象徴たる議事堂を襲った惨状には圧倒されていた。

　一辺が、両手を広げるほどの巨石をもって構築された元老院の建物が、ものの見事に粉砕され、瓦礫と化しているのだ。これが神々の力ではないとするなら、敵はどれほどの力を有しているのかと思う。

　議員達が座るべき椅子も、調度品も、大理石のレリーフ、諸外国からの貢ぎ物、戦利品、そして巨大な神々の像といったことごとくが破壊され、地に落とし砕けた陶片のようになってしまった。

　誰もが思って身震いする。

　これが自分達が議事堂に集まっている時に為されていたらどうなっていたか、と。

　あるいは、敵がこの力を無差別に帝都に振り下ろしたらどうなるか、と。

　最早、座席もなく演説をするための演壇もない。各々は適当な石に腰を下ろし、あるいは、地面に座ることを良しとせず立ったまま、カーゼル侯爵の言葉に耳を傾けるしかないのだ。

「事の次第は、開戦前に敵を知るため、異境の住民を数人ばかり攫ってきたことに始まる。敵国の使者は、このことを知るやたいそう怒り、事も有ろうに陛下の面前において皇子ゾルザルを打ちょう擲ちゃくするに及んだのだそうだが、陛下、間違い有りませんな」

　見れば顔を腫はらしたゾルザルが、皇帝の傍らの席で苦痛に呻いている。

　一目見ただけでも『打ちょう擲ちゃく』などという表現ではいささか遠慮が過ぎるように思われた。

　これは、明らかに数人がかりで殴る蹴る、打って叩くの暴行による怪我であった。ところが聞き及んだ話では、ゾルザルをこんな目に遭わせたのが、たった一人の女性兵士だというから驚きだった。

　女と言っても、巨人とか、オークとか、トロルといった怪異の牝だというならまだ分かるのだ。だが、加害者はただのヒト種、しかも非常に小柄な女性だったという。それが巨漢とも言えるゾルザルをどうしてここまで出来るのかが不思議であった。栗り鼠すが熊を殴り倒したと言われたほうが笑えるだけマシかも知れない。

　当然、ゾルザルは事件の存在そのものを認めない。

「俺は、殴られてなどいない。地揺れに足を取られ、転んだだけだ……」

「転んだだけでそうなりますか？」

「階段から……転げ落ちたのだ」

　歯を失って、息の漏れる口から喘ぐようにして懸命に否定し続けている。

　そうだろう。もし、たった一人の女にここまでされたと認めようものなら、彼の面子めんつは永久に潰れたも同然だからだ。人々が『ゾルザル』の名を呼ぶ時、そこに『女にボコられた奴』という意味が付されてしまう。その名を呼ばれる度に人々から、クスッと笑われることになってしまうのである。

　そんなこと、受け容れられるはずがなかった。次期皇帝候補としての威信を失ってしまう。だから必死になって否定しているのである。そのせいで公式には、謁見の間での戦闘は、自国民を救出しようとする日本国の使者と、奴隷の所有権を守ろうとするゾルザルの取り巻きによる争いとされた。

　そうまでして守るような見栄か……と、カーゼル侯爵はゾルザルに軽蔑の視線を浴びせる。皇族に対する暴力という折角の外交カードが、誰かのくだらない見栄のせいで使えないのだ。個人の利益のために帝国の国益を損なっているのだから、ある意味ゾルザルの二重の失点と言える。そのことに気付かない愚かしさが、また嗤えるのだ。

「敵国の使者は、我が帝国との講和を望んでいたとキケロ卿から伺っていた。その為に丁寧な下準備を積み重ね、会合をも繰り返していたと聞く。真実を明かせば、わたしの方にも紹介を経ての接触があり、近日会談を持つ予定であった。

　なのにいったいどういうことか？　たかが奴隷女一人のことで、何故彼らがここまで怒ったのか。その奴隷が敵国の王族であったとかそういうことでもなかろうに……誰か事の次第や、彼の者らの考え方について知る者はいないのだろうか？　もしいたら、詳しく説明していただきたい」

　カーゼルの問いかけに、みな俯うつむいた。

　事実の全貌を知る者など、どこにも居なかったからだ。敵国や、その使者の『ひととなり』について多少とはいえ知る元老院議員としては、キケロや、デュシー侯爵などがいる。が、彼らは昨夜、何が起こったのかを知らない。

　マルクス伯爵は、内相として何が起こったのかについては、かなりの情報を得ている。だが、そのかわりに日本や、敵の使者については知らない。

　従ってこの双方を知る者として、ピニャの名が挙がることとなった。

　こうして、ピニャは生まれて初めて元老院の場へと招致されることとなったのである。

　ピニャは三百人からの視線を受けて恐る恐る立った。三百人分の視線がピニャを弾だん劾がいしているように見えたからだ。

　皇帝の身近に敵国の兵を近付けた失態を、ピニャとしてもどのように償うことになるかと頭を悩ませていたのである。だが、元老院議員達はそのことには触れなかった。とにもかくにも事情の説明を、ピニャの知る日本という国、日本人というものを説明するよう求められたのである。

「わ、妾が、知っていることを申し述べたいと思うが、発言を許されたい」

　議長役たる第一人者が鷹おう揚ように頷いて、ピニャに発言を許可した。

　ピニャは咳払いをすると、事の次第を時系列に従って、説明することとした。すなわち、彼らとの初めての出会いからである。

「そもそも、妾が彼らと出会ったのはイタリカにおいて……」

　こうして帝国の為政者達は、自分達が何者と戦争を行っているかを知ることとなったのである。

　敵の持つ武器は、弓も届かないところに立つ兵を次々と打ち倒す威力を持つ。敵は、それらの武器を槍や剣のごとく、兵に当たり前に装備させており、我が方の兵は手が届く前に倒されてしまうことになる。

　それはいみじくも、帝国軍の連合諸王国軍が何故敗亡したかを説明するものだった。

　その、荒唐無稽すぎる説明に、何割かの議員達が懐疑的に振る舞った。だが、キケロやデュシー侯爵といった園遊会に招かれた者達の補足証言によって、真実であることが裏付けられる。何よりも彼らは、それらの武器の試射すら許されたのだから迫真の説明をもって議員達の疑問に答えることが出来た。

　ピニャは、さらに語る。鉄の天馬が、大地に蠢うごめく盗賊を掃き清めるがごとくなぎ倒していった恐怖の光景についてを。

　元老院の議事堂が吹き飛ばされた今となっては、それを疑う術すべはなかった。

「敵はニホンという国。門の向こうは、この帝都を遥かにしのぐ、摩天楼のごとき世界であった。それは地上をことごとく埋め尽くして、天空へ広がりを見せており、我らが墓所とみなす暗黒の地下すら、煌々と輝く光で昼の街のごとく照らし、人々はそこでも暮らしていた。豊かな文物と斬新な芸術に溢れ、整然とした秩序と、清潔さに充ち満ちていた」

　また、仲介役を引き受けることを決めたことで日本政府から与えられた、捕虜の名簿をピニャは提出した。

「今まで黙していたことを許されたい。この名簿に載っている者は全てニホンに捕虜となって生きている」

　ピニャの差し出した紙の束を、議員達はつかみ合うようにして奪い合った。

「見ろノーリス。お前の息子の名があるぞ!!」

「デカンツの名がある。ここに名が載っている者は皆生きているというのですかな？　ピニャ殿下？　確かに、生きているのですな？」

「儂わしの息子が生きているゾ！　やったぁ！」

　議場跡地は歓喜の声で満ちあふれた。と同時に、いくら探しても、身内の名が見つからず再び絶望する者もいて、その一喜一憂はしばしの間、議場を混乱させた。

「名簿に載っている者は、全てニホン国にて捕虜となっている。妾は仲介の役務を引き受ける代償として、その内の十数名についての身請けする権利を与えられた。そして、講和交渉の為に、キケロ卿やデュシー侯爵といった方々のご親族を身請けする約束で、帝国側の交渉役を引き受けていただいたのだ」

「殿下はおずるいっ！　それでは、他の者はどうなる？　このまま指をくわえてみていろとおっしゃるのか？」

　ピニャの選から漏れた者にとって、それは当然の言葉であろう。だが、ピニャとしても講和交渉をきちんと担っていける人材を選ぶ必要があり、そのためだったと答えるしかなかった。

　そう言われてしまえば、主戦論者で充ち満ちていた元老院の中で、妨害や各種の攻撃を跳ね返しながら、きちっと講和交渉を進められる人材はわずかになってしまうことは誰にでも理解できることである。講和交渉が進まなければ、捕虜返還の交渉すら出来ないのだから。その意味では、ピニャの選択も仕方のないことなのだ。

　だが、事態がここまで明らかになったからには、残りの全員をいかに引き渡してもらうかを検討するべきだという話が出てくる。しかし、そのためにはどれほどの身代金を積まなければならないのだろうか？

「ニホンの外務担当者はこう言った。ニホンには奴隷という習慣はなく、身代金の有無を問わず捕虜の生命や安全は保証される。もし帝国に、ニホン側の捕虜がいればこれと交換となろうが、いないのであれば、今後予定されている交渉における、何らかの譲歩と引き換えということになろう……と」

「奴隷という習慣がない？　身代金もいらぬというのか？」

「ふんっ、交渉における譲歩と引き換えというのだから、やはり身代金も同然ではないか？　体裁の良い人質ということであろう？」

「とはいえ、奴隷に売られたりせぬという確約はありがたい。きっと救い出してやるぞ」

　議員達が互いに交わす言葉が途切れるのを待って、ピニャは言葉を続けた。

「妾は思うのだ。彼の国の使節を激怒させたのは、このことではなかったか、と」

　どういうことだ、と議員達は説明を続けるように求めた。

「彼の国の者が、我が帝国貴族の子弟を奴隷にするでもなく、捕虜として厚遇するのは、別に求められたわけではない。自発的なものであった。それは皇帝陛下が看かん破ぱされたように、民を愛するという気性からきたものだと思う。そのような気性の者が、自国の民が捕らえられた上で奴隷とされていたと知ったら、そしてその生死すら定かでないと知ったら、どうなるか……我が子を奪われた翼獅子のごとくなろうことは、誰にも分かろう」

　その結果がこれだ、とピニャは両手を広げて言った。

　見渡せば周囲は元老院の議場跡地。粉々に砕けた壁石や柱が倒れ、瓦礫が積み上がっている。天井は青々とした空。雲がぽっかりと浮かんでいるだけであった。




　ゾルザルは元老院の議事堂跡地に自らの居所を失って、誰からも気付かれることなく退席した。這うようにして自らの居館に戻ったのは、それから程なくしてのことである。

　瞼は黒くろ痣あざが覆い、唇は醜く腫れ上がって身体中がみみず腫れや、打撃痕で覆われていた。前歯数本を失って唇が腫れているために、呼吸は無様に漏れて、その声もかつての勢いを失っている。

　まさに敗残の輩やからとして無様な姿を曝していた。

　戸をくぐった途端に、力を失い崩れるように倒れる。取り巻き達や、彼の奴隷娘達はあわてて介抱しようと駆け寄った。

　テューレも言葉こそ少ないが甲斐甲斐しくもその肩を貸して、寝台へその身を運ぶのを手伝っていた。貴重な氷が惜しげもなく運び込まれ、醜く腫れた顔や身体が冷やされていく。

「これで元老院は講和論が大勢を占めることとなりますね。問題は、このままでは無条件降伏に近い形で講和を結ぶ羽目に陥ってしまうことです。これをどうにかするためには、やはり多少なりとも軍事的な成果をあげなければなりません」

　ベッドに運ばれるゾルザルを眺めるように立っていた青年が、テラスから言葉を投げかけた。

　その姿に初めて気付いたのか、ゾルザルは腫れ上がった顔を歪めた。青年は見るからに貴公子然としていて、粗暴なゾルザルよりも気品を感じさせ、その視線は理知的な気配があった。

「ディアボ」

「兄様。おいたわしい姿に成られて。もう無理はなされますな」

　ディアボと呼ばれた青年は傍まで歩み寄ると、寝台の兄の顔を覗き込んだ。

「小賢しい奴め」

「兄様こそ」

　ゾルザルは「これは自業自得よ」と腫れた顔に自ら手を当てた。

「俺は、お前のその脳天気さが羨ましい。お前のように、自らの有能を示して生きながらえられるとは到底思えぬ。父上はカティ義あ兄にぃを責め殺した男だぞ」

「あの時の父上はまだ若かったのです。ゆえに先代皇帝の遺児にして自らの養い児を恐れた。ですが、もう歳をとられました。そろそろ後継を考えてもよい頃でしょう。なにより我らは父上の血を引いている」

「だから、俺が馬鹿を演じている間に、後継の座を狙うということか？」

「兄様が、父上を恐れて馬鹿をやって下さったお陰で、わたしは存分に力を振るうことが出来ました。ありがたいと思いますよ」

　お陰で次期皇帝の座を争うのに、勝ち目が見えてきたという。だがゾルザルは、肩を竦すくめてディアボの認識を甘いと指摘した。

「皇帝はお前ではなく俺を次期皇帝として指名するだろう」

　ディアボは、兄が父のことを「皇帝」とのみ呼んだことが気になった。まるで他人を呼ぶかのようだった。

「それはどうでしょう？　兄様に皇帝の座が守れましょうか？　わたしにはそうは思えません」

「だからこそなのだ。お前は、皇帝の権力への妄執を軽く見ている。此度の戦争の幕引きにあたって、さすがの皇帝も退位せざるを得まい。だが、ただ退位したりはするまいよ。実務に不安の残る俺を操り人形として玉座に据えて実権は自らが握る。おおかたそんなところに収めるつもりだろう。お前は自らの有能を示しすぎたのだ。皇帝もお前を意のままに出来るとは考えまいからな」

　この言葉に、ディアボは目を剥いた。

「しかし、それでは父上亡き後どうなるのです。あまりにも無責任すぎる」

「お前、よっぽど俺が無能だと信じたいようだな」

　皇帝の人柄を見抜き、恐れられぬように長年にわたって牙や爪を隠し続けるなど、並大抵のことではない。それが出来る男が無能なはずはないのだと、ゾルザルは言外に主張していた。

「テューレ……ノリコと共に捕らえられた、他のニホン人達の所在は？」

　問われたテューレは、深いお辞儀をすると、それまでの無力そうな弱々しかった表情を一変させた。知的な、そして覇気に満ちた笑みを浮かべていた。

「はい。他に二人ございます。鉱山奴隷として売り払われましたが、その所在の確認は済んでおります。まずノガミ・ヒロキという者ですが、残念ながら落盤事故で死亡いたしました。またもう一人、マツイ・フユキという者は、同じ鉱山で『まだ』生きております。ご指示があれば、ただちに保護いたしますが、いかが取りはからいましょうか？」

「すぐに連れて参れ。……ノリコも、売っぱらわずにおいて正解だったな。興味本位もあったが、こうなると分かっておったら、もう少し優しく扱ってやればよかったか？」

　全身が痛むのか、顔を顰めた。

「いいえ殿下、あれくらいでよいのです。所詮は何の技術も持たぬ女です。売られたとしても行く先は娼館あたりが関の山であったでしょう。不特定多数の慰み者になることを考えれば、次期皇帝のお情けをいただいた身を、誇りと思うべきなのです」

　そのやりとりを見たディアボは、開いた口を閉じることが出来なかった。

　これまで隠し続けてきた爪を、わずかながらも見せつけてきたということは大たい勢せいは既に決したということか？　確かに、講和交渉は始まるだろう。話をまとめるために皇帝の退位も必要になるだろう。しかし元老院は、ゾルザルを後継とした人事を素直に承諾するだろうか。

「あっ、そのためのニホン人か。ゾルザルが見つけてきたということで、ニホン国の使者を宥なだめてみせれば……やられたっ！」

　捕虜を奴隷として扱うのは帝国では当たり前の習慣である。それを咎とがめ立だてする方が非常識なのである。従ってそのことについて言えばゾルザルに罪はないと主張できる。にもかかわらず、捕虜の消息を探し出して日本を宥めることに成功したとするなら、それは講和派から見れば功績となるのだ。議会で講和派が多数になりつつある今、それは帝位への近道にも見えてくる。

「今頃皇帝は元老院で、講和に際しては自らの退位をも辞さぬ決意と、後継として俺の立りっ太たい子しを発表している頃だろう。ピニャが、意外な成長を見せてきたが敵には成らぬ。ニホン人と親しすぎるからな。まあ、今後はニホンとの外交で重要な役割を担って貰うことになるだろうがな」

「では兄様、この戦争をどうされる？　このまま敗北にも等しい講和を結ぶおつもりか？」

「敵の何を恐れる必要がある？　元老院を破壊するのに、わざわざ無人の明け方を選ぶようなお人好しだぞ。まともに戦って勝てぬので有れば、戦わねば良いのだ。この程度のこと、皇帝だって考えておるぞ。ディアボよ、お前もそろそろ、俺と張り合うのはやめて、どっちにつくか今の内に考えておけ……」

　ゾルザルはそう言い放つと寝台にテューレを引き込みながら、ディアボに去るように命じるのだった。もう、周りに誰もいないも同然の痴態で、取り巻き達や女達もそそくさと消えていく。

「で、殿下、お体に障りますわ」

「かまうものか……しばし痛みを忘れさせてくれ」

「殿下ったら、仕方のない方ですね、あ……」





　　　　＊　　＊






　大型輸送ヘリコプターＣＨ47 ＪＡチヌークがアルヌスの丘へと戻ってきた。

　望もち月づき紀のり子こは、ヘリの窓から見下ろす景色に、胸を締め付けられるような感触を味わった。

　帝都を出てから果樹園や農地、牧草地と荒野、あるいは樹海のような森が続いて、それが途切れてしばらくすると、遠望に飛行場や丘の頂上を六芒星型に取り囲むコンクリート製の建造物群が見えてきたのである。

　そこには、わずかながらも日本の気配があった。

「帰れるんだ……」

　ポツリと漏らすと、感極まって涙がとめどもなくこぼれた。

　昨夜から何度泣いたろう。勿論、恋人の裕樹のことも心配だ。だが、自分が帰れることもまた嬉しいのだ。そして、自分を救ってくれた自衛隊は、恋人も救出してくれるに違いないと信じたかった。

　早く、両親に会いたい。

　紀子の両脇を抱えるようにして座る黒川と栗林が、何かと気を遣ってくれた。着る物も手配してくれたし、食べる物も、飲む物もと至れり尽くせりだ。チョコレートとか、お菓子の類を口に入れた時、その懐かしい味に、やっぱり涙が出てしまったほどだ。

　捕らえられていた間に起きた出来事についても、何も聞かずに、そっとしておいてくれる。紀子も今は、辛かった日々を思い出すことより帰れることとなった喜びに浸っていたかった。

　菅原と伊丹からの無線による報告を受けた、特地方面派遣部隊の最高指揮官たる狭間陸将は、ただちに拉致被害者のアルヌスへの移送を命じると共に、皇帝ならびに帝国の政府当局者に対する威嚇として、Ｆ４ファントム二機による爆撃を要請した。

　そこに込められたメッセージは、勿論「直ちに拉致犠牲者を返還せよ」である。この手のことは、動物や子どもの躾と同じで、粗相の存在が判明したその時に、罰を与え叱りつけなければ意味が伝わらないのである。よって、間かん髪ぱつを入れず痛烈な一撃を与えるべきであるという発想の下、攻撃目標が選択された。

　防衛大臣からも民間人に可能な限り被害を出さないという条件の下で、攻撃許可が与えられた。

　森田内閣における防衛大臣の夏なつ目めは、受話器に向かって普段と同じような冷静沈着な言い回しのまま「やってかまいません。大いに、やって宜しい」と語ったという。

　後で夏目の報告を受けた森田総理は、「困ったもんですが、やっちゃったものはしょうがないでしょう」と眉根を寄せたというから実に対照的である。

　チヌークは、アルヌスの陣地奥深くに設けられたヘリポートへと降りた。

　そこで黒川と栗林は、紀子を両脇から抱えるようにして、待ち構えていた医官達と合流すると診療施設へと向かった。アルヌスには、戦闘による負傷者の発生に備えて、入院施設のある医療設備も整えられているのだ。

　そこで彼女は、内科・外科・婦人科・産科・精神科等々の健康診断や、とりあえず心理的に負担にならない程度の聞き取り調査、例えば拉致された時の状況等の質問を受ける手はずとなっている。また犯罪被害者支援を専門とする臨床心理士がカウンセラーとしてつけられ心の傷をゆっくりと癒すことになる。

　残りの、第三偵察隊のメンバー達は、帝都から日本へと運ぶ各種のサンプルの入ったダンボール箱の荷下ろしをしていた。

　やはり大陸の覇権国家の首都だけあって、帝都には各国の物産や商品、情報が集まっていた。お陰で大陸各地の鉱物資源の埋蔵状況も、おおまかだが掴めてきている。

　希土類については、その存在そのものを特地の人間は知らないためにこちらで探すしかないが、特地の者でも知っている資源として鉄、スズ、亜鉛、金、銀、銅、白金等といった金属資源の分布状況と、その土地から商人を通じて送られてきた鉱石のサンプルが入手できた。さらに南方には、燃える液体の湧き出る土地があるとされていて、今後の政府間交渉において、開発権や採掘権などを要求するのに非常に役に立つ。

　また他には、種族・民族の坩堝るつぼとも言える悪所で撮影した映像の入っているＤＶＤとかもあった。その多くは、写真が趣味の笹ささ川がわ陸士長が撮影したものだが、それ以外にも他の隊員達が撮影したものが含まれていて、被写体はもっぱら女性に偏っている。が、これはこれで、こんな容姿の種族・亜人が居ますよ、こんな服装の民族が居ますよ、という資料になる。

　これまでの資料が、銀座事件で捕虜になった兵士だったり、アルヌス周辺で出会った農民や商人のみであったから、全体としてはバランスが取れることとなるのだ。

　他の……例えば第一とか、第五とかの偵察隊だと、集めて来る資料は帝都周辺の植物の種子とか葉の標本、昆虫、動物、鉱物、土壌といった至極真面目なものが多い。

　対するに、第三偵察隊は伊丹の薫くん陶とうが行き届いているためか、亜人の習俗、風習の写真（担当：笹川）とか、現地の食べ物（担当：古田）といった文化面のものが多く、テレビとか、週刊誌が喜ぶようなネタが満載なのだ。

　特に、参考人招致の件以来特地の人々（もっぱら女性）に対するマスコミの関心は強くなるばかりで、特地に取材に入らせろというテレビ局や新聞社の要望は、担当者に対する夜討ち朝駆けを通り越して、最早ストーキングか脅迫めいてきてさえいた。そんな圧力を躱すために、防衛省の担当者は伊丹達が時折持ち帰る映像資料を少しずつリークし始めたのである。

　そんなものが写真週刊誌とかで『特地の女の子特集』といった記事で掲載されたりしているというのが今の状況である。

　特地の黒ゴス少女とか、金髪エルフ娘とか、銀髪魔法少女とか、猫耳のＰＸの店員とか、ウサ耳の居酒屋看板娘とかの写真集が、秋葉原にある本屋の店頭に並んだのも、最近のことであった。

　と言うわけで、これらは大切な資料と認められていた。その積み卸しと、送り先ごとに分類する作業を伊丹等が丁寧に行っていると、そこに柳田がやってきた。

「よぉ伊丹、お帰り。また、やらかしたって？」

　言われると思った、と伊丹は舌打ちしつつ頭を抱えた。よりにもよって敵の国家元首の前で乱闘騒ぎを引き起こすという後先考えない振る舞いは、問題視されないはずがないからである。

　具体的に例えてみると、某半島の北の将軍様との首脳会談の席で、総理の護衛が将軍様の息子に銃を突きつけて「拉致犠牲者、返してね」と言ったのに近いかも知れない。それで上手く行けば、確かに溜飲は下がるかも知れないが、外交的には信用を失うので絶対的に不味いのである。さらに言えば皇帝の第一皇子を半殺しにしたというのも充分に不味い。

「頭を抱えてんのはこっちなんだよ。お前はホントに状況を面白くしてくれる。なにしろ、今回『も』拉致被害者の救出っていう手柄つきだからな。罰したものか、賞したものか、はっきり言って困ってる」

「で、状況は？」

「四分六で減俸ってところかな。ところがだ、政府は拉致犠牲者の救出を大々的に発表したがっている。このところ下がりっぱなしの内閣支持率を上げるのにももってこいだからな。そうなると処罰ってわけにもいかなくなっちまうので、上としては決断できないでいるわけだ」

「狭間陸将とかは？」

「例によって苦虫を噛みつぶしたような顔をしてるよ」

　伊丹は「迷惑をかけてすみません」と、狭間のいる方角に向かって柏かしわ手でを打って両手を合わせた。自分のことなのに相変わらず緊迫感に欠ける男である。ま、出世欲のない伊丹からすれば、馘かく首しゅされなきゃそれで万々歳なのだ。

「で、もしかして呼び出しとか？」

　柳田がわざわざ伊丹の所へとやってきた理由である。減俸にしろ何にしろ、いろいろとお叱りの言葉があるはずなのだ。だが柳田は違う違うと手を振った。

「流石に今日はない。首脳部の頭は、拉致犠牲者への対策だけで手一杯だ。実は、ご家族と連絡が取れないらしいんだ。娘の捜索願を警察に出した記録があった。その後、一家総出で銀座に行って『娘を知りませんか？』というビラを配っていたという情報がある。……あの日も、な」

　伊丹が夏の同人誌即売会に行くために、ゆりかもめを待っていたあの日である。あの日、あの時、銀座は血で染まった。多くの人が亡くなったのである。伊丹が救うことが出来たのは被害の総数から見れば、極僅かでしかない。

「マジかよ」

　伊丹は呻いた。

「ご本人には、まだ内緒だぞ。一応、医官と専門家が詳細を伝えるタイミングを見計らうことになっている。俺が来たのは、第四偵察隊を帝都に見送ったついでと、今の話をするためだ。お前等が余計なことをしないうちにな。それと、現場で何があったのか、報告書なんかじゃなく直接聞いておきたいと思う。立ち話も何だから、後で『街』で飲もう」

　伊丹は、柳田の誘いに嫌な顔を隠さなかった。なんでお前と……と思ったりする。

　柳田の陰気な面つらを眺めながら飲むくらいなら、ロゥリィやテュカ（レレイは、日本の基準では未成年なのでダメ。食事なら可）と飲んだ方が酒は美味いに決まっているからだ。あるいは、デリラをからかってもいい。倉田や富田なんかと飲むのも楽しいはずだ。

「まぁ、そんな顔するな。こっちはこっちでいろいろと面白いこともあったんで話してやるからさ。そういうことで十九時に……」

　だが、そんなことはお構いなしに、柳田は約束を押しつけていった。嫌な顔をされて、それで怯んでいるようでは、柳田のような気性の人間はやっていられないのかも知れない。こうなったら、柳田に奢らせちゃる、ということで伊丹は納得することにした。




　黒川と栗林は、拉致犠牲者の望月紀子に付き添って行ったために、彼女たちの荷物は、ヘリポート脇に放置されたままだった。他の隊員達は、荷物の整理・運搬やそれらの搬出で忙しく、終わったとしても今度は銃の整備をして、私物の整理等としなければならないことが多い。指揮官の伊丹としても、黒川と栗林の荷物を持って行ってやれと指示するのは、なんとなく憚られた。

　そこで、後は桑原曹長に任せて自分が運ぶことにした。

　とりあえず診療施設に行けばいいかということで、彼女らの変に重い荷物を抱え上げて歩くこと暫し。やがてコンクリート剥き出しの堅牢そうな建物が見えてきた。そこは、戦闘時に発生する大量の負傷者に備えてベッド数三百、また処置室および手術室の数も併せて二十という重傷の救命救急に特化した医療設備であった。

　ただし現在は開店休業中。このところ戦闘もろくすっぽなく、あったとしても自衛隊側に怪我人が出ることもほとんどなかったからだ。

　あまりに暇なものだから、当初配置された看護師や医官達は元の所属である自衛隊病院に戻され、平常の勤務に就いている。

　不意に大規模な戦闘が始まったら常勤している八名の医師で持ちこたえ、他の者が招集されて駆け付けるのを待つことになっている。これも『門』が銀座にあるからこそ出来る態勢と言えるだろう。

　だから、現在稼働中のベッドは十に満たない。入院患者は現在は四人。

　時折運ばれてくる自衛官は、訓練中に転んで怪我をしたとか、頭を打ったとか、指に切り傷が出来たとか、風邪を引いたとか、特地の水が合わずにお腹を壊した、といった症例ばかりで入院に至る例は至極希である。

　これに対して、重傷で入院が必要な患者は特地の者ばかりであった。

　アルヌスの建築作業現場で、親方のドワーフに頭をぶん殴られた弟子とか、組合が雇った警備の兵が盗賊との戦闘で負傷したとかである。それと、ちょっと前に第四偵察隊が修道院で死にかけているところを保護した、正体不明の男性が入院している。

　見た目で年の頃六十代。左上肢を上腕の肘寄りの部分から切断。左の下肢を大腿のほぼ中央で切断の上、敗血症になりかけているという痛ましい姿であったが、抗生物質の投与で驚くほどの回復を見せて、現在は医療用の義肢をつけてリハビリ中だ。問題は、本人が名前以外出身地や家族の連絡先を教えてくれないことだろうか。おかげで、退院の目処がついていない。

　医官達は、おそらく連合諸王国軍の兵士の一人だったのではないかと推測している。修道院に保護されていたのだから、もしかすると貴族とか、結構身分が高い者なのかも知れない。敵の捕虜となることを恐れて口を噤んでいるのだろう。

　そんな感じで閑散としている病棟。

　伊丹から見ても、巨大なナースセンターに、一人か二人の看護師がポツンと座って記録を書いているという光景はなんともシュールであったが、そんな白衣の看護師に声をかけて、自分の部下がこのだだっ広い病棟のどこにいるかを尋ねた。

　すると紀子の病室は個室だという。都心の病院で、個室なんかに迂闊に入ったら、室料として一日ン万円取られてもおかしくない。「部屋が余っているから大盤振る舞いってことか」と呟きつつ伊丹は長い廊下を進んだ。

　女性の病室に迂闊に入ると大顰ひん蹙しゅくを買うおそれがある（服を脱いで身体を拭いていたりすることもある）。そこで伊丹は廊下から栗林と黒川に聞こえるように「荷物を持ってきたぞぉ」と声をかけた。

　ちょうど紀子の腕に看護師が注射針を刺して採血しようとするところだったようで、黒川がドアを開けてくれた瞬間、彼女の肌にプスリと刺さるのを目撃してしまった。見れば、栗林は自分に針が刺されたかのように痛そうに目を背けていた。伊丹も、注射される時は目を背けるタイプなので、見たくなかったのだが……。

　膿のう盆ぼん（病院とかで見るソラ豆型のステンレス製の皿）には、いったい何㏄の血を採るんだ？　と言いたくなるほどの量の試験管が転がっていた。

　感染症、寄生虫、各種の毒物などなどと未知のリスクを検査する以上、検体が多くなってしまうのも理解できるのだが、これだけ血を抜かれたら健康な者でも貧血になってしまうような気がする。

　病院では、検査を受けるのにも体力が必要で、検査を受けたが為に体調を崩したという笑い話があるが、結構深刻に現実な話である。実際、病床の紀子は顔色を青白くしていた。

　伊丹は、紀子に「ご機嫌いかが？」と声をかけながら、黒川と栗林に荷物を引き渡した。紀子も、伊丹の気安い物腰に緊張を緩めて「だいぶ、いい感じです」と答えた。

　紀子からすると、伊丹は自分を救出してくれた三人の自衛官の一人という認識なので最初から好感度が高いのだ。

「黒川。望月さんは、しばらくここにいることになるのかい？」

「そうですわね。この検査の量だと……短くても一～二週間は覚悟していただいた方がよろしいかと思いますが」

　黒川は白衣の看護師が持っているボードを横から覗き込みながら、答えた。

　血算、生化学、レントゲン、尿、便、分泌物各種培養、胃カメラ、脳波、心電図、超音波、妊娠反応、内診……等々。今時、簡便な人間ドックなら一日で帰れる時代であるが、これだけの量をこなすとなれば結果が出るまでに一～二週間の時間を要するのは仕方のないことかも知れない。

「だそうだ。ま、ここまで来れば帰ってきたも同然だからな。ゆっくりしてよ」

「それはかまいません。でも、できれば家に電話して無事を知らせたいんですが……」

　それを聞いた栗林が、自分の携帯電話に手を伸ばそうとしたのを見て、伊丹は視線で制すると大きめの声で告げた。

「ああ、ゴメンよ。まだ、こっちには民間の回線が引かれてないんだ。門から銀座に出る前には検疫が必要だし、直接連絡するのはもうちょっと我慢して。いきなり僕等みたいな厳ついのが連絡を取ったら、ご家族だってびっくりするよ。背広組の、ホラ、菅原ってのがいたでしょ。あっちのほうで連絡を取ることになっているから」

　と、伊丹はパンと両手を合わせ紀子を拝んだ。

　紀子もこうも頼み込まれたら我が儘ばかりも言えないと苦笑してこれを受け容れた。すかさず看護師が「次の検査は……」と紙のコップを取り出してトイレの場所を教えている。

　その間に伊丹は、栗林、黒川を廊下に引っ張り出して、柳田から聞いた紀子の家の状況について説明した。

「と、言うことで、家の話をするのはお医者とカウンセラーがＧＯサインを出してからだ。いいな？」

　黒川は、そのあまりの痛ましさに絶句している。栗林は携帯をポケットの上から押さえながら「危なかった」と呟いた。

「俺も、びびったぜ。お前が携帯引っぱりだそうとしたからよ」

　すると、看護師に案内された紀子がスリッパをパタパタ言わせながら病室から出てきた。

　伊丹は「じゃ、また何かあったら来るから」と声をかけた。勿論、社交辞令である。黒川は看護師でもあるから、望月との関わりはまだ続くだろうが、伊丹や栗林との接点はもう無い可能性の方が高い。それが分かったのか紀子はきちんとお辞儀をしてお礼を言った。

「本当に、ありがとうございました」

　その姿は、親から愛情を注がれて育ち、どこに出ても恥ずかしくないよう、きちんと躾られた娘さんのものであった。
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　一日の課業を終えて、国旗を降こう納のうする際に流れる君が代ラッパが耳に入ると、自衛官達の時間は止まる。

　国旗が見えるなら、国旗に向かって敬礼。見えずとも、その場で姿勢を正して直立不動になるのだ。そして、それが終わった瞬間、また動き出す。特に仕事や任務の無い自衛官達は、それぞれに余暇を過ごすことになる。

　大抵は洗面器に風呂道具を入れて浴場へと向かい（シャワーなどという贅沢な設備は残念ながら特地にはない）、汗を流したら食堂で食事をして居室で靴を磨いたり、洗濯をしたり、アイロン掛けをしたり、繕い物をしたり、本を読んだりして、時間を過ごすことになる。

　就寝前の点呼までは、基本的に自由なのである。

　伊丹は、柳田に誘われたのもあって、アルヌスの街に出てきて食堂へと向かった。

　ちょっと数日留守にしていただけなのに、アルヌス協同生活組合の食堂、略して協生食堂の雰囲気はがらっと変わっていた。

　野外席にも天幕が張られて、ちょっと雨が降っても困らないようになっていたのだ。さらにテーブルの数もかなり増えている。料理人も含めた店員の人数が増えていて、右肩上がりで増している客のニーズに応えられるようにもなっていた。

　いよいよ屋台村的雰囲気が増して客で賑わっていた。

　それでも、デリラはめざとく伊丹の顔を見つけると「よおっ、ダンナ。お帰りっ！」といつもと変わらず明るい声をかけて来る。それに釣られてか、見知った街の住民達は口々に声をかけてくれる。知らない顔には、彼らが伊丹のことを説明していた。

「イタミのだんな、お帰りっ！」

　皆、気のいい連中である。殺伐とした帝都の悪所から戻ってきただけに、陽性の活気が身に染み渡る感じであった。

「で、なんでこの人数？」

　柳田がうんざりしたような表情をした。その訳は伊丹の背後に控えている第三偵察隊の面々が理由であった。

「柳田二尉、本日はごちそうさまです」

　二つ分のテーブルが占拠されて、「おねぇさん、とりあえず生ビール大を十二」という声に「は～い」という声が返ってくる。皆、飲んで喰う気、満々であった。

「おい、おい、おいっ、伊丹。ど、どうなってるんだ？」

「流石、柳田二等陸尉。太っ腹ですなぁ。みんな、多少は遠慮しろよ」

　勘弁してくれよ、と柳田は財布を取りだして、中身のチェックを始めた。

　いくらこの特地の物価は安いと言っても、十二人分を気軽に出せるほどではないのである。流石に、桑原曹長や仁に科しな一曹あたりは苦笑して、調子に乗って高価な料理を注文しようとする若い連中を窘たしなめていた。

　隣のテーブルにはドワーフのおっさんが「がははは」と下品に笑いながら、隣にいるやつの頭をばしばしと叩き、ＰＸの売り娘さん達が、きゃぴきゃぴと黄色い声でお喋りを楽しんでいる。

　そんな喧噪の中で、皆しばらくの間、飲んで喋って、食べていた。そして柳田は伊丹から帝都の様子や起きた出来事について報告書からは窺い知れない現場の声を聞き取っていた。

　それも一段落した頃である。今度は柳田の方から水を向けてきた。

「伊丹よ、お前が居ない間に、面白い人物がお前を訪ねてきた」

「俺を？」

「緑の人ってのはお前達のことだろう？　その指揮官ってのはお前だ」

　コダ村の避難民達が広めている噂は伊丹も知っている。その恩恵も充分に受けていると言って良い。実際にこの街の皆が伊丹に好意的なのも、組合幹部と伊丹が懇意というだけでなく、その噂が大本にあるからだ。

















「で、どんな用なんだ？」

「ドラゴンを退治してくれとよ」

「へぇ、ドラゴンをねぇ……って無理に決まってるだろう？　あんな怪物相手なんて」

「まあ、実際の所は無理でもないんだが、諸々の理由で駄目だということになった」

　柳田は、ヤオという娘が狭間陸将と面会し、ドラゴン退治を依頼したが、そのドラゴンが出没する場所が帝国とは別の国であるという理由で断られるまでの一連の経緯について説明した。その後、ヤオは片っ端から陸自の幹部に声をかけて回って、自分の同胞を救ってくれ、故郷を助けてくれ、と泣きついているという。

「痛ましい話だな」

「そう思うだろ？」

「でも、隊として駄目なら駄目だろう」

「確かにその通りなんだが、エルベ藩王国ってのは南にあってな。どうも石油が出るらしい。それとヤオっていう娘っ子はこんなでかいダイヤモンドの原石を抱えてきた。これも魅力的だ」

　柳田は両手でスイカを抱えるくらいのサイズを示した。

　だんだん話がきな臭くなって来た。伊丹としては、眉に唾を充分に塗りつけて、警戒心を喚起させたいところである。

「で？」と、俺にその話をする理由は何だ？　という意味を込める。

「お前、偵察に行ってみないか？　前も言ったと思うが、資源の探査という名目が付けば、お前達は相当自由に行動できる。気が付いたら国境を越えてました。ドラゴンと出くわしました。やっつけちゃいました……ってことになっても、問題は無いだろうと思ってな」

「おおありだっ！」

　伊丹はテーブルをガンと叩いて立ち上がった。

「お前、アレと出くわしたことがないから簡単に言えるんだろうがな、アレはなっ、相当におっかないんだぞっ！」

　伊丹の声に、皆静まり返った。食堂の客達も何事かと振り返る。

「どうしたんです？　隊長」

　倉田ののんきな問いに、伊丹は声のトーンを一段と低くして答えた。

「俺たちだけで、ドラゴンを退治して来いってよ」

　第三偵察隊の面々は唖然とした。自分達には、撃退するのがやっとだったからだ。追い払うのだって、もう一度やれと言われてもできる自信はない。

「ＬＡＭを百本ぐらい用意して、連つるべ撃うちでもしますか？」

　勝本の軽口を無視して、伊丹は柳田の顔を覗き込むようにして言った。

「こいつらの過半数に死ねって言うのと同じだぞ」

　ドラゴンの襲撃ではコダ村避難民の多くが犠牲になった。

　第三偵察隊に損害が出なかったのは、ある意味で逃げ足の遅いコダ村の住民達にドラゴンの注意が集中したからとも言える。真正面からぶつかったらどうなるか、容易に想像できるのだ。

「命令なら従うが、選択権がこちらにあるのなら、俺は嫌だね。死にたくないし、こいつらも死なせたくない」

　すると柳田は、肩を竦すくめて「そうか？」と言うだけであった。伊丹の言葉など、聞くに値しないと言わんばかりである。そして、「だけど、お前はきっと行く。予言してもいい」とまで言う。「そうなったら、形式は俺が整えてやるから、安心しな」と。

「なんで俺が、行くことになるんだ？」

「さぁな」

　柳田はそこまで言うと「さてと……」と、伝票を持って席を立った。

「仕方ないから、今日は俺が奢ってやる。ま、これも、謝罪の前渡しだと思ってくれ」

「謝罪？」

　訝しがる伊丹に対して柳田は右手を挙げながら、去っていった。

　去り際にこう言った。

「金髪エルフの女の子のところに行ってみな……」








〈下巻に続く〉














　　あとがき






『ゲート　自衛隊　彼の地にて、斯く戦えり　２．炎龍編（上）』をお読みいただきありがとうございます。また、これから読むという方におかれましてはどうぞよろしくお願いいたします。とりあえずこの後書きは、上巻をお読みいただいたということで話を進めさせていただきますね。

　炎龍編の前半部はいかがでしたでしょうか？

　不遇なダークエルフ女性、ヤオが登場いたしました。これによって伊丹の周りはますます華やいで参ります。実は私、この『ゲート』のアイデアを考え出した時、伊丹にからませる女性は、当初テュカとヤオの二人だけにするつもりでした。

　伊丹が金銀ふたりのエルフをお供に異世界を旅して、様々な冒険をするという感じの話にしたいなぁとか思っていた記憶があります。そしてその時の計画では、ヤオは肌の色と同じく性根もダークで、阿あ漕こぎで悪あく辣らつなことばかりして伊丹をとことん困らせる性格でした。使う武器も鞭むちとかにするつもりでした。

　ところがいざ書き始めてみるとそうはいきませんでした。ヤオが言うんです。此の身はそんな悪女ではない！　嫌だ！　頼むからそんな役を演じさせないでくれ、と。だから言い返しました。




柳　でもあんた、ダークエルフじゃんか？　歳もテュカと同じくらいになってるし、小悪魔っぽくってすっごく魅力的だと思うんだけど。

ヤ　だがダークエルフが悪っていう風潮は間違っている！　単に計算高く、打算的で目的のために手段を問わないというだけのことなのだ。此の身は、此の身はこんなにも素直でいい女なのに。しくしくしくしく……。




　こんな風に女優さんにさめざめと泣かれてしまっては、仕方がありません。




柳　んじゃ、まぁシナリオを変更するから。その代わりどんな演技をすることになっても怒らないようにしてよ。こんな大幅な変更は簡単には出来ないんだからね。

ヤ　盗む、騙だます、寝取る、殺すのが当たり前のピカレスクストーリーの主人公役でなければ、もうなんでもしますから。




　ここで何でもしますと言ったのが彼女の失敗だったかも知れません。そして練り直して出来上がったお姉さん系キャラが、ヤオ・ハー・デュッシだったというわけです。




柳　ど、どしたのヤオ？　顔色がダークだけど台本に何か問題が？

ヤ　顔色は元からだ。だが此の身が、こ、こんな不幸な。しかも彼氏を友人に寝取られてるし。

柳　加害者が嫌だとか言うから、被害者にしてみました。それとも元に戻す？

ヤ　…………。




　いささか可哀想ではありますが、本当によい子ですので、どうぞ彼女のことを応援してやって下さい。


柳内たくみ
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